
 

2014年度 

東洋大学博士学位請求論文 

 

 

 

『金光明経』の思想的研究 
―「空性品」，「金勝陀羅尼品」，「最浄地陀羅尼品」を中心に― 

 

 

 

 

 

東洋大学大学院 

文学研究科 仏教学専攻 博士後期課程 

4120090004 烏力吉吉日嘎拉 

 



 

i 
 

はしがき 

『金光明経』は北東アジアを中心に広く信仰され，筆者の母国モンゴルでも最も篤く信仰された

大乗経典である．『金光明経』はモンゴル仏教史上初期にあたる 14 世紀頃にモンゴル語に翻訳さ

れ，当初は王室を中心に信仰されていたが，次第に民衆へ広まり，彼らの信仰を集めるようになっ

た．しかし，現代モンゴルの寺院ではその他の仏教経典と同様，殆どモンゴル語による『金光明経』

の読誦はなされておらず，チベット語でなされている．それは深刻な問題であると筆者は考えてい

る．なぜならば母語ではないチベット語による経典の読誦は，僧侶，信者たちに経典に説かれる教

理を十分に理解させ得ておらず，彼らにとって単なる形骸化した儀礼に近いものと化しているから

である．そこでモンゴル国民に取って最も身近な経典である『金光明経』に説かれる仏教思想は如

何なるものかを明らかにしたいというのが，筆者が同経典を研究主題として選んだ直接的動機であ

る．確かにモンゴルにおける『金光明経』に関する研究も皆無ではないが，それらはテキスト及び写

本伝承に関するものであり，扱われている資料も大部分はモンゴル語や中国語の資料に限られて

いる．そこで筆者は身近な先進国であり，インド仏教研究の分野で優れた業績をあげている研究

者を輩出している日本において『金光明経』の研究を行うことを決意した． 

筆者は 2002年に留学生として入学した新潟産業大学でバイカル先生（現，桜美林大学）の知遇

を得て，2004 年に東洋大学文学部インド哲学科に入学した．以来指導教官である渡辺章悟先生

の御指導のもとで研究に従事している．本論の執筆にあたり先生には全般的に懇切丁寧な御指導

を賜った．筆者がこれまでの研究成果を博士論文として提出し得たのは，怠惰な筆者に対して貴

重な御時間を割いて叱咤激励してくださった先生の御蔭である．渡辺先生からは生活面において

も，私費留学した筆者は経済面で多大な援助を頂いた．先生には改めて感謝申し上げる． 

また東洋大学名誉教授の菅沼晃先生，森章司先生，筑波大学名誉教授の川崎信定先生並び

に現在の東洋大学東洋思想文化学科の伊吹敦先生，岩井昌悟先生，竹村牧男先生，沼田一郎

先生，橋本泰元先生，宮本久義先生，山口しのぶ先生，島田茂樹先生，東京大学の斎藤明先生

からはインド学仏教学に関するそれぞれの分野からの専門知識を御教授頂いた．また大正大学綜

合仏教研究所モンゴル仏典研究会の窪田新一先生，藤本良子先生，阿部真也先生並びに同会

の研究員の方々とはモンゴル文字の転写方法や翻訳に関する言語間の問題について有益な議

論を交わすことができた．『金光明経』のチベット語訳に関しては東洋大学東洋学研究所客員研究

員の石川美惠先生からテキスト全般にわたって筆者の疑問点に答えて頂いた．その他東洋大学

大学院文学研究科インド学仏教学専攻の先輩後輩の諸氏からは様々な学問的示唆を頂いた．ま

た博士論文執筆という時期に奨学金申請を推薦して頂いた禅林寺御住職の木村得玄先生，国際

協和奨学会理事長の金田昌子先生を始めとする評議員の元田朋宏先生，事務局長の三沢清先

生には改めて御感謝申し上げる．また平成 24年度には仏教学術振興会研究からは助成金を支給

頂いた．助成金支給当時の理事長であった駒澤大学名誉教授の奈良康明先生及び常任理事で

あった東京大学名誉教授の前田專學先生にも御礼申し上げる．東洋大学校友会からは平成 22年
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度と平成 26年度と二度にわたって校友会留学生奨学金を支給して頂いた．茲に記して謝辞とした

い． 

 

2014年 11月 7日 

ウルジージャルガル 
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0. 序論 

0.1. 概要 

『金光明経』（Suvarṇaprabhāsasūtra, Suv）とは「黄金のような光を放つ（suvarṇaprabhāso iva 

prabhāso yasya）経典」という意味である．この経典名は「懺悔品」（Deśanāparivarta）に登場する妙

幢（Ruciraketu）菩薩の夢の物語に由来する1．本経典はグプタ朝期に西北インドでその原形が形5 

成された中期大乗経典である2．Suv が成立して発展した時期は，インドで密教が興り，ヒンドゥー

教が台頭する時期と重なるので，多種多様な思想がSuvには取り込まれている．本経は如来の寿

量説や三身説，如来蔵説，懺悔思想，空性説，菩薩十地説，陀羅尼，本生譚などの伝統的な仏

教の要素のみならず，護国思想や王権思想などの政治思想も説いている．また種々の呪法や儀

礼，医学などの幅広い内容を含んでいる．  10 

Suv は『法華経』（Saddharmapuṇḍarīka）などのように，特定の宗派の根本経典になり得なかっ

たが，アジア諸国に広く伝播されたのは事実である．中国・日本では護国経典として信仰されて

いた．本経によって中国では隋代に「金光明懺法」が流行した．日本では本経典は『法華経』，

『仁王般若経』と並んで「護国三部経典」の一つとされ，奈良時代に聖武天皇によって日本全国

に国分寺が建立され，「最勝会」や「最勝講」，「放生会」が催されるきっかけとなった．またチベッ15 

ト・モンゴルでは Suv は，王室の仏教経典として国家の安穏，国民の健康のために信仰されてい
た歴史がある．Suvはチベットに Kri lde gtsug brtan（ཁྲི་ལྡེ་གཙུག་བརྟན་ 704–755年）王の時代，すな

わちチベット仏教の「前伝期」（སྔ་དར་）に漢訳から重訳されて伝わった．モンゴルには大元ウルス
（元朝）時代のYisüntemür qaγan（Есөнтөмөр хаан, 1293–1328年）の時にチベット語訳から重訳さ

れて伝わった．Suv はこれらの地域における経典翻訳史上最も初期に訳されたことから，同地方20 

では非常に重要な経典と見做されている． 

また，Suv は中央アジアや北東アジアにも伝えられ，コータン語，ソグド語，タングート語，ウイグ

ル語，満州語に翻訳されるに至った． 

 

 25 

                                                   
1 Suv 20.1–3: atha khalu ruciraketur bodhisattvaḥ suptaḥ | svapnāntaragataḥ suvarṇāṃ suvarṇamayikāṃ bherīm 
adrākṣīt | samantāvabhāsamānāṃ | tad yathāpi nāma sūryamaṇḍalaṃ | （「さて，その時，妙幢菩薩が寝ていた．［彼
は］夢の中に入っていて，美しい色をしていて，黄金でできた，一面輝きを放っている鼓を見た．［その鼓は］実に

日輪のようであった」）． 
2 Suvを古坂[2003: 1]，鈴木[2014: 767]は「中期大乗経典」に分類している．Winternitz [1920: 245]とWinternitz 
(Ketkar & Kohn trs.) [1933: 339]は中期，或いは後期という解釈を与えないが，Winternitz（中野訳）[1978: 256]は
「後期大乗経典」と補足説明している．また頼富[1990: 67]，田中[2013: 112]は「後期大乗経典」に分類する．最初
の漢訳の訳出年代（４世紀後半～５世紀前半）から考えると「中期大乗経典」として扱うことが妥当だろう． 
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0.2. サンスクリット原典とその研究史 

Suv のサンスクリット原典のうち完全な状態で残っているものの殆どはネパール写本である．そ

れらのうちヨーロッパに渡ったものは，イギリスのケンブリッジ大学所蔵の３本，フランス国立図書館

所蔵の２本，ロンドン王立アジア協会およびオックスフォード大学ボドリアン図書館所蔵の１本，ロ

シア科学アカデミー所蔵の１本である．日本に渡ったものとしては，東洋文庫所蔵写本，東京大5 

学所蔵写本，京都大学所蔵写本がそれぞれ１本ある．故に全体では 10本の写本が存在する． 

 サンスクリット原典の最初の出版は，Sarat Chandra DāsとChandra Śāstrīが 1898年に刊行したテ

キストである．しかし，この刊本は第 15章Yakṣāśraya（「鬼神」）までで中断している．完全な形での

テキスト刊行は，泉芳璟による 1931 年のテキスト刊行を待たねばならない．泉芳璟が対校したサ

ンスクリット写本，漢訳，チベット語訳および参照した刊本は以下に示す通りである．但し泉[1931]10 

が言及するケンブリッジ大学写本は３本のうちのどれを指しているか，フランス国立図書館所蔵本

２本のうちのどれを指しているかについては不明である3． 

 ・ロンドンの王立アジア協会所蔵写本（A. – MS in the Royal Asiatic Society, London） 

・ケンブリッジ大学所蔵写本（C. – MS in the Cambridge University Library, London） 

・Sarat Chandra Dās と Chandra Śāstrīによる未完本（I. – an incomplete edition by Sarat 15 

Chandra Das and Satis Chandra Acarya Vidyabhushana, at Darjeeling, India, 1900） 

・京都大学所蔵写本（K. – MS in the Kyoto University） 

・南條文雄による写本の複写（MS. or MSS. – The copy-book made by Bunyiu Najio） 

・フランス国立図書館所蔵写本を 1910 年に鈴木大拙が撮影したもの（P. Photographic 

copy of the MS in the Bibliothèque Nationale, Paris, taken by Professor D. T. Suzuki, in 20 

1910） 

・東京大学所蔵写本（T. – MS in the Tokyo University） 

・大谷大学所蔵のチベット語訳の三訳4 

・漢訳の三訳5 

この泉芳璟による校訂本は Sitansusekhar Bagchi によって若干の修正を加えられ，Buddhist 25 

Sanskrit Text Series No. 8 として 1967年にインドから出版された． 

次に 1937年に Johannes Nobelによる重要な校訂本が刊行された．彼はケンブリッジ大学所蔵

写本３本をすべて対校し，特に貝葉写本（ケンブリッジ大学所蔵写本 G）を底本に校訂を行った．

また彼は校訂にあたり，Suv の中央アジア写本断片（Hoernle [1916]）やコータン語写本断片

（Pelliot [1913], Leumann [1920]），漢訳，チベット語訳を参照している．対校された写本は以下の30 

                                                   
3 岩本[1975: 110]によれば「原写本が不完全であり，所伝の本文が不良であるために，構成されたテキストには相
当に問題が残されている」という． 
4 詳細については序論 0.3.2 を参照せよ． 
5 詳細については序論 0.3.1 を参照せよ． 
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通りである． 

・ケンブリッジ大学所蔵写本（ABG – Cambridge University Library, London） 

・ロシア科学アカデミー所蔵写本（C – Akademie in Leningrad） 

・フランス国立図書館所蔵写本（DE – Bibliothèque Nationale, Paris） 

・ロンドンの王立アジア協会所蔵写本およびオックスフォード大学ボドリアン図書館所蔵5 

写本（F – Royal Asiatic Society in London. Bodleian Library in Oxford） 

Brough [1954]は Johannes Nobel が対校した写本の系統について再検討を行った．Brough 

[1954]によるサンスクリット写本の系統を示す図は次の通りである． 

祖系 

G         α 10 

  β       γ 

δ 

A   C  F   B  D  E 

（α, β, γ, δは失われた写本） 

なお Nobel 校訂本に対しては Edgerton [1946, 1957]，Brough [1954], 岩本[1958, 1975]，15 

Emmerick [1970]，de Jong [1972]，土田[1984, 1985]らによる本文批判が行われている．また

Edgertonは 1953年に刊行した Buddhist Hybrid Grammar and Dictionaryの中でも Nobelの読み

に対する修正案を示している． 

Prods Oktor Skjærvø は 2004 年に新たに Suv の校訂本を出した．彼は泉芳璟と Johannes 

Nobelが参照していない東洋文庫所蔵写本（J）を底本として校訂を行っている． 20 

その他，中央アジア出土の Suvの写本断片として Hoernle MS., No. 143a, SB. 9 と No. 143. 

SA.16 の二つがあり，Hoernle [1916]によって転写され，英訳されている．この二種の写本断片は，

その内容から Suv の Hiraṇyāvatīdhāraṇī（「金勝陀羅尼」）と Śūnyatā（「空性」）の一部にあたること

が確認できる． 

また，大谷探検隊招来写本のうち No. 622 と No. 624 は Suv の断片である．この断片は眞田25 

[1961]によって転写された．彼はこの二つの断片がグプタ文字（Gupta script）で書かれていること

を紹介し，No. 624は『法華経』断片（No. 621）と書体が同一であることから，『法華経』の一部であ

ると推定している．しかし彼は同時にそれが Suv の一部である可能性も指摘している．Karashima 

[1999]はこの二つの断片が Suv の断片であることを確定し，Nobel 校訂本 31.12–33.4（Deśanā, 

「懺悔」），同 91.6–92.12（Caturmahārāja, 「四天王」）に同定している．さらに，Hori [2003]は30 

Karashima [2000]の同定を再び検証し，これらの断片が Lore Sanderが Early Turkestan Brāhmī, 

type b.と名付ける文字で書かれ，No. 622 と No. 624 がそれぞれ Nobel 校訂本の 24.17–33.4，

87.8–92.12に対応すると訂正した．またHori [2003]はそれぞれに対応するBailey [1969]のコータ
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ン語のテキスト，Nobel [1958]のチベット語テキスト，曇無讖訳（Chi1），義浄訳（Chi3）のテキストを

示している． 
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0.3. 翻訳文献とその研究史 

0.3.1. 漢訳 

Suv の漢訳は，北涼時代に曇無讖（Dharmakṣema）6が訳出した４巻 18 章からなる『金光明経』

（Chi1）が最初のものである．その後真諦（Paramārtha）や耶舎崛多（Yaśogupta），闍那崛多

（Jñānagupta），義浄らによって漢訳がなされた．真諦による５巻本と耶舎崛多と闍那崛多による共5 

訳７巻本は失われたが，訳の一部は８巻 24 章からなる『合部金光明経』（Chi2）の中に見ることが

できる．Chi2は，隋代に宝貴という人物が曇無讖訳に真諦および耶舎崛多，闍那崛多共訳から数

品を採用し，つぎ合わせて編集したものである．10 巻 31 章からなる義浄訳『金光明最勝王経』

（Chi3）は，彼が自らインドからもたらしたものである．Chi1，Chi2，Chi3は漢訳大蔵経の以下の巻に

収録されている． 10 

 Chi1: 曇無讖訳４巻『金光明経』（414–421年頃）T. No. 663, 16: 335a4–359b1 

 Chi2: 宝貴合『合部金光明経』（600年頃）T. No. 664, 16: 359b6–402a22 

 Chi3: 義浄訳『金光明最勝王経』（713年）T. No. 665, 16: 403a4–456c25 

 また Suv に対する注釈書は中国・朝鮮・日本の漢字文化圏において多数著された．現存する

主な註釈文献を撰述年代順にあげると次の通りである7． 15 

 吉蔵撰『金光明経疏』（549–623年）T. No. 1787, 39: 160a25–174b24  

智顗撰『金光明経玄義』（597年頃）T. No. 1783, 39: 1a02–12a23; 『金光明経文句』 T. 

No. 1785, 39: 46b23–83b01  

慧沼撰『金光明最勝王経疏』（714年）T. No. 1788, 39: 175a2–341c22  

 明一集『金光明最勝王経註釈』（728–729年）T. No. 2197, 56: 717a3–807b15  20 

 空海撰『金光明最勝王経開題』（774–835年）T. No. 2199, 56: 824b19–827a8  

 願暁等集『金光明最勝王経玄枢』（835–871年）T. No. 2196, 56: 483a2 –716a16  

                                                   
6  Idzumi [1931: XI]は Dharmarakṣa という Skt.名称をあてるが，Nobel [1937]は„Sein Name wird im 
Chinesischen 曇無讖 (statt 無 gelegentlich auch 摩 oder 謨) wiedergegeben. Bunyiu Nanjio hat dies für eine 
Umschreibung von Dharmarakṣa gehalten, eine Auffassung, die sich seitdem allgemein eingebürgert hat, obwohl sie 
auf einem offenkundigen Irrtum beruht. Die sinngemäße Wiedergabe des Namens ist im Chinesischen überall 法豊 
fa-fêng, dem Dharmakṣema vortrefflich entspricht. Die alte Aussprache des Zeichens 讖 ist etwa chêm, so daß die 
Richtigkeit der Namensform Dharmakṣema feststeht“ （「彼の名前は中国語では「曇無讖」（「無」の代わりに，時折
「摩」，もしくは「謨」）と復元される．南條文雄はこれを Dharmarakṣa の転写と見做した．それ以来一般的に定着し
ている．しかしながらこの解釈は明白に誤りに基づいている．意味に即して名前を再現すると，中国で

Dharmakṣema に上手く対応するのは，どの場合でも「法豊」である．「讖」という文字の古い発音は chêm か何かで

あるから，Dharmakṣema という名前の形が正しいことは立証される」）と述べている．また，岩本[1975: 111]，藤谷
[2012: 160]は Dharmakṣetra という Skt.をあげるが，それは誤りである． 
7 Suvの中国・朝鮮・日本における註釈文献については藤谷[2005: 26–28]「金光明経関係著述一覧」を参照せ
よ． 
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0.3.2. チベット語訳 

Suvの最初のチベット語訳は９世紀頃に Chos grub（ཆོས་གྲུབ་ 法成）が義浄訳から重訳した 10部

31 章からなる འཕག་པ་གསྡེར་འོད་དམ་པ་མཆོག་ཏུ་རྣམ་པར་རྒྱལ་པོའྲི་མདོ་སྡེའྲི་རྒྱལ་པོ་ཐྡེག་པ་ཆྡེན་པོའྲི་མདོ།（Tib3）

である．その後 Skt.原典に基づくとされる，Jinamitra，Śīlendrabodhi，Ye shes sde（ཡྡེས་ཤྡེས་སྡེ་）の三
人による 10 部 29 章からなる འཕག་པ་གསྡེར་འོད་དམ་པ་མདོ་སྡེའྲི་དབང་པོའྲི་རྒྱལ་པོ་ཞྡེས་བྱ་བ་ཐྡེག་པ་ཆྡེན་པོའྲི་5 

མདོ།（Tib2）と Mūlaśoka，Jñānakumāra の二人による５部 21 章からなる འཕག་པ་གསྡེར་འོད་དམ་པ་མདོ་
སྡེའྲི་དབང་པོའྲི་རྒྱལ་པོ་ཞྡེས་བྱ་བ་ཐྡེག་པ་ཆྡེན་པོའྲི་མདོ།（Tib1）が翻訳された

8．この Tib1，Tib2，Tib3 の三種類

の訳はすべてチベット・カンギュル（Tibetan Kanjur）に収録されている．Tib.の最初の訳である ཆོས་
གྲུབ་ による訳を Tib3，Jinamitra，Śīlendrabodhi，ཡྡེས་ཤྡེས་སྡེ་ の三人による訳を Tib2， Mūlaśoka，

Jñānakumāra の二人による訳を Tib1とする順番の振り方は Nobel [1937]に従うものであり，準じて10 

それに対応する Mong.の順番は Tib.に従う．以下はチベット・カンギュルにおける各版の当該箇

所を示す． 

Tib1: 

・ツェルパ・グループ（Tshal pa group）（東系統）9 

・ベルリン・カンギュル（Berlin Kanjur）: rgyud, pha 1b1–91a5 (vol. 98)10 15 

・チョネ・カンギュル（Cone Kanjur）: rgyud, pha 1b1–69b7 (vol. 14) 

・デルゲ・カンギュル（Derge or sDe dge Kanjur）: rgyud, pha 1b1–62a7 (vol. 90) 

・北京・カンギュル（Peking Kanjur）: rgyud, pha 1b1–63b6 (vol. 7) 

・ウルガ・カンギュル（Urga Kanjur）: rgyud, pha 1b1–62a7 (vol. 91) 

・テムパンマ・グループ（Them spangs ma group）（西系統） 20 

・ロンドン・カンギュル（London Kanjur）: mdo sde, ci 315a1–399a6 (vol. 65) & rgyud, na 

305b8–378b4 (vol. 82)11 

・トク・カンギュル（sTog or sTog palace Kanjur）: mdo, ci 385a4–473a5 (vol. 86) & rgyud, 

na 341b3–430a6 (vol. 103) 

・東京・カンギュル（Tokyo Kanjur）: mdo, ci 324b6–406a8 (vol. 91) & rgyud, na 319b8–25 

394a7 (vol. 108) 

・ウランバートル・カンギュル（Ulan-Bator or Ulaanbaatar Kanjur）: mdo, ci 339a1–421a8 

(vol. 88) & rgyud, na 321a7–399a6 (vol. 108) 

・シェイ・カンギュル（Shey or Shel mkhar Kanjur）: mdo, ci 374b3–462a6 (vol.82) & rgyud, 

na 356b4–441a6 (vol. 99) 30 

                                                   
8 Tib1の訳者については Nobel [1937: xviii]，Emmerick [1970: x]，Skjærvø [2004: li]を参照せよ．上山[1990: 
123]は敦煌写本の奥書に基づき，Jinamitra，Dānaśīla，ཡྡེས་ཤྡེས་སྡེ་ の三人の訳者名をあげる． 
9 チベット大蔵経の系統について詳細は Eimer [1992]，渡辺[1995]を参照せよ． 
10 ベルリン・カンギュルについて詳細は Beckh [1914]を参照せよ． 
11 ロンドン・カンギュルについて詳細は Pagel & Gaffney [1996]を参照せよ． 
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・その他のカンギュル 

・ラサ・カンギュル（Lhasa or Lha sa Kanjur）: rgyud, da 405b1–504a7 (vol. 89)  

・ナルタン・カンギュル（Narthang or sNar thang Kanjur）: kha skong 11a1–94b7 (vol. 

101) 

・ペトゥルマ・カンギュル（dPe bsdur ma Kanjur）: pp. 3–175 deb dgu bcu pa/ (rgyud ’bum/ 5 

pha)12 

・プクタク・カンギュル（Phug brag Kanjur）: mdo sde, nge 368b1–457a4 (vol. 98)13 

Tib2: 

・ツェルパ・グループ 

・ベルリン・カンギュル: rgyud, pa 194a7–341 (vol. 97) 10 

・チョネ・カンギュル: rgyud, pa 182a1–312a7 (vol. 13) 

・デルゲ・カンギュル: rgyud, pa 151b1–273a7 (vol. 89) 

・北京・カンギュル: rgyud, pa 157a4–283a6 (vol. 7)  

・ウルガ・カンギュル: rgyud, pa 160a1–293a5 (vol. 90) 

・テムパンマ・グループ 15 

・ロンドン・カンギュル: mdo, ya 1b1-161a6 (vol. 54) & rgyud, na 169b2-305b8 (vol. 82) 

・トク・カンギュル: mdo, ya 1b1–175a3 (vol. 75) & rgyud, na 178b3–341b2 (vol. 103) 

・東京・カンギュル: mdo, ya 1b1–165a2 (vol. 80) & rgyud, na 174a2–319b8 (vol. 108) 

・ウランバートル・カンギュル: mdo, ya 1b1–163b3 (vol. 77) & rgyud, na 173b8–321a7 

(vol. 108) 20 

・シェイ・カンギュル: mdo, ya 1b1–206a7 (vol. 71) & rgyud, na 197a6–356b4 (vol. 99) 

・その他のカンギュル 

・ラサ・カンギュル: rgyud, da 215b2–405b1 (vol. 89) 

・ナルタン・カンギュル: rgyud, na 208b7–385a4 (vol. 91) 

・ペトゥルマ・カンギュル: pp. 460–798 deb gya dgu pa/ (rgyud ’bum/ pa) 25 

・プクタク・カンギュル: mdo sde, nge 193b1–367a8 (vol. 98) 

Tib3:  

・ツェルパ・グループ 

・ベルリン・カンギュル: rgyud, pa 26b8–194a7 (vol. 97) 

・チョネ・カンギュル: rgyud, pa 23b1–182a1 (vol. 13) 30 

・デルゲ・カンギュル: rgyud, pa 19a1–151a7 (vol. 89) 

・北京・カンギュル: rgyud, pa 20a6–154b5 (vol.13–14)  

・ウルガ・カンギュル: rgyud, pa 20a4–159b3 (vol. 90) 

 

                                                   
12 ペトゥルマ・カンギュルについて詳細は Hackett [2013]を参照せよ． 
13 プクタク・カンギュルについて詳細は Eimer [1993]を参照せよ． 
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・テムパンマ・グループ 

・ロンドン・カンギュル: mdo, ya 161a6–340a5 (vol. 54) & rgyud, na 8a7–162b2 (vol. 82) 

・トク・カンギュル: mdo, ya 175a3–361a5 (vol. 75) & rgyud, na 7a1–178b3 (vol. 103) 

・東京・カンギュル: mdo, ya 165a2–338b7 (vol. 80) & rgyud, na 7a5–174a2 (vol. 108) 

・ウランバートル・カンギュル: mdo, ya 163b3–338b4 (vol. 77) & rgyud, na 1a1–173b8 5 

(vol. 108) 

・シェイ・カンギュル: mdo, ya 206a7–422a1 (vol. 71) & rgyud, na 8a1–197a5 (vol. 99) 

・その他のカンギュル 

・ラサ・カンギュル: rgyud, da 1a1–215b2 (vol. 89) 

・ナルタン・カンギュル: rgyud, na 1a1–208b7 (vol. 91) 10 

・ペトゥルマ・カンギュル: pp. 80–459 deb gya dgu pa/ (rgyud ’bum/ pa) 

・プクタク・カンギュル: mdo sde, nge 1b1–192a5 (vol. 98) 

 Johannes Nobel は 1944 年に二種の異なるチベット語訳のテキストを刊行した．そのテキストは

Tib1とTib2の内容のすべてを含むものである．うち一つのテキストはフランス国立図書館所蔵の北

京赤文字版カンギュル（roter Kanjur-Druck von Peking）所収本（P）を底本とする Tib1のものであり，15 

ベルリン・カンギュル所収本（Hs & II Hs），ケンブリッジ大学所蔵の赤文字カンギュル（rote 

Blockdruck）所収本（C）の異読が脚注に挙がっている．同様に Tib2が Tib1に対して示す内容に

関する異読が Tib2 のベルリン・カンギュル所収本（Hs & II Hs）とナルタン・カンギュル所収本（II 

B1）に基づいて提示されている．もう一つのテキストは Tib2に対するものであり，フランス国立図書

館所蔵の北京赤文字版カンギュル所収本（P）を底本としている．Tib1 に対するものと同じく，上記20 

II Hs，II B1の異読及びTib1がTib2に対して示す内容上の異読は脚注に示されている．この二種

のテキストを含むものを Nobel [1944]は１巻目とし，1950年に２巻目として語彙集を刊行した． 

Johannes Nobel は次いで 1958 年に２巻本で翻訳と転写テキストを刊行した．そのうち第１巻は

チベット語訳（Tib3）に対するドイツ語訳であり，附録として漢訳（Chi3）を付している．第２巻は

Nobel [1958]が指摘する，同一グループに属すフランス国立図書館所蔵の北京赤文字版カンギ25 

ュル所収本（P）とベルリン・カンギュル所収本（B）の Tib3，この両者に比べより新しい形態を示すも

う一つのグループに属すナルタン・カンギュル所収本（N）とラサ・カンギュル所収本（Lh）の Tib3の

転写テキストとなっている．その転写テキストで Nobel [1958]は Chi3に対してより忠実な訳とされる

Tib3を III A とし，Chi3に対して若干異なる形態を示す Tib3を III B として，A と Bの内容が異なる

箇所では両者を対照させた形で示している14． 30 

Oetke [1977]はチベット語訳（Tib3）についての文献学的，言語学的視点から研究を行った．

Oetke [1977]は Nobel [1937, 1944, 1958]校訂テキストを網羅的に扱い，フランス国立図書館及び

India Office Library所蔵の中央アジア出土チベット語訳断片なども参照している． 

                                                   
14 詳細については Nobel [1958: xxix]を参照せよ． 



序論 

11 

0.3.3. モンゴル語訳 

Suvはモンゴル人には長年にわたってアルタン・ゲレル（Altan-gerel，黄金の光）と親しまれ伝え

られて来た歴史を持つ経典である．Suvはモンゴル語に翻訳された際にサンスクリット原典や漢訳，

ウイグル語訳などを参照しているものの，チベット語訳を底本として用いている．翻訳は三本あり，

モンゴル・ガンジョール（Mongolian Kanjur）所収のMati badr-a saġar-a širi badr-a（*Matibhadra 5 

Sāgara Śrībhadra）訳 10部 31章からなるQutuγ-tu degedü altan gerel-tü masi teyin böged ilaγuγsan 

sudur-nuγud-un qaγan neretü yeke kölgen sudur （Mong3），Sirabsengge （ཞྡེས་རབ་སྡེང་གྡེ་）訳 10部

29章からなる Qutuγ-tu degedü altan gerel-tü erketü sudur-nuγud-un qaγan neretü yeke kölgen 

sudur （Mong2），訳者不明の Qutuγ-tu degedü altan gerel-tü erketü sudur-nuγud-un qaγan neretü 

yeke kölgen sudur （Mong1）がこれにあたる．モンゴルでは Suvの巻数によってMong1を「縮本」，10 

Mong2を「中本」，Mong3を「広本」と分類して呼ぶのが一般的である．以下はモンゴル・ガンジョー

ルにおける各版の当該箇所を示す15． 

Mong1： 

・モンゴル木版ガンジョール（Mpr）: dandr-a, pha 1b–85a. (vol. 14) 

・モンゴル・ペテルスブルク・ガンジョール（Mpe）: dandir-a, ra 43a–62a (vol. 25) 15 

Mong2： 

・モンゴル木版ガンジョール: dandr-a, pa 197a–346a. (vol. 13) 

・モンゴル・ペテルスブルク・ガンジョール: dandir-a, pa 30a–71b (vol. 13) 

Mong3： 

・モンゴル木版ガンジョール: dandr-a, pa 197a–346a. (vol. 13) 20 

・モンゴル・ペテルスブルク・ガンジョール: dandir-a, pa 30a–71b (vol. 13) 

モンゴル・ガンジョールに収録されたもの以外にも Suv のモンゴル語訳は多数存在する．
Damdinsüren (རྟ་མགྲིན་སྲུང་) [1959]によればモンゴルには quriyangγui Altan-gerel（縮本『金光』）と

称される伝本が存在し，編者である Dambadarǰai（བསྟན་པ་དར་རྒྱས་）という人物が Mong2を底本とし

用いて編集したものであるという． 25 

Heissig [1961, 1971]によればマールブルク図書館（Bibliothek Marburg）に３種の写本（Mong. 

81, Mong. 138, Hs. Or. 721），コペンハーゲン王立図書館にも３種の写本（Mong. 395, Mong. 479, 

Mong. 470）がある．また The Editorial Board of Catalogue of Ancient Mongolian Books and 

Documents of China [1999]によると Suvの完本および断片を含めて Sirabsengge訳とされるも

のは，22本（Catalogue No. 46–67）も確認できる16．また訳者不明とされる４本（Catalogue No. 68–30 

71）があり，「大吉祥天女増長財物品」（Nobel [1937: 119]: Buddhabodhisattvanāmasaṃdhāraṇa）
                                                   
15 Mpe.とMpr.以外に Alekseev & Turanskaya [2013]によれば，ウランバートル写本とウラン・ウデ写本の二種類の
モンゴル手写ガンジョール（Mongolian handwritten Kanjur）が存在するという． 
16 The Editorial Board of Catalogue of Ancient Mongolian Books and Documents of China [1999]における写本 No. 
59はマールブルク図書館所蔵（Mong. 81）の写真版によるものである． 
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の訳とされる 11本（Catalogue No. 76–86）がある．これらのすべては竹筆，または毛筆による筆写，

或いは木版によるものである． 

その他には，トド文字（Clear script）で書かれたオイラト写本（Oirat or Kalmyk manuscript）が存
在する17．オイラト写本は 17世紀に Jaya Paṇḍita Namkaijamsu（ཛ་ཡ་པཎ ྲི་ཏ་ནམ་མཁའྲི་རྒྱ་མཚོ་）による
翻訳である．Heissig [1961, 1971]によれば Sächsische Landesbibliothek – Staats- und 5 

Universitäts- bibliothek Dresdenに１本（Msc. Dresd. Eb. 404d.I），Universitätsbibliothek Tübingen

に１本（Ms. Or. Fol. 1360），マールブルク図書館に 1本（Mong. 53）の写本がある．コペンハーゲ

ン王立図書館にも２本の写本（Mong. 556, Mong. 557）があり，うちの１本である Mong. 556 は

Erich Hänisch によって 1929 年に転写出版された．また The Editorial Board of Catalogue of 

Ancient Mongolian Books and Documents of China [1999]によると Suvの完本が４本（Catalogue 10 

No. 72–75）あり，そのうちの２つ（Catalogue No. 72, 74）はコペンハーゲン王立図書館所蔵本の

写真版である．また，ブリヤート（Buryat）木版モンゴル・ガンジョールがある18． 

0.3.4. コータン語訳 

以下，コータン語訳について Skjærvø [2004]に基づいて略述する．Suv の断片が東トルキスタ

ン出土のコータン写本断片の中に含まれていたということは，Ernst Leumannに初めて報告された．15 

その際に彼は Carl Hermann Salemannが自身に Suvの断片を送ってくれたということに言及して

いる．これらの断片のうちの８つに関して，Ernst Leumann はケンブリッジ大学所蔵写本（Bendall 

Add. 875）に見出される，対応する梵文テキストの位置を示している． 

Paul Pelliotはパリ国会図書館の Pelliotコレクションに属する写本の一部（verso 59.1–recto 64.1）

を 1913年に出版した．この校訂本は註解付きで，対応する Skt.を示している． 20 

1920年に Ernst Leumannは自身の所有する Suvの断片に加え，Paul Pelliotが出版したテキス

トの一部（Suv 3.01–19）を刊行した．彼が新しく刊行した断片はHoernleコレクションの二つの断片

と Carl Hermann Salemannが言及した断片にあたる． 

1935年に Sten Konowはパリ国会図書館所蔵写本の 12葉を出版した．Konow [1935]は出版

の際に Skt.テキスト，翻訳，文献学的註，語源説明に関する注解，完全な語彙集を付している． 25 

1943年に Harold Walter Baileyは大英博物館所蔵の，Konow [1935]が扱った 12葉と同一の

写本に属する 11 葉（Or.9609）および Pelliot コレクション所蔵写本（P3513）の完全なテキストと

India Office Library所蔵の Stein コレクションの複数の断片写本を刊行した． 

これらの先行研究を網羅的に扱い，Prods Oktor Skjærvøは 2004年にSuvコータン語訳につい

ての研究を出版した．Skjærvø [2004]校訂本は英訳付きで，同時に東洋文庫所蔵の Skt.写本（J）30 

                                                   
17 トド文字というのは，Jaya Paṇḍita Namkaiǰamsuがモンゴル文字を改良して，1648年に作成したとされる西部モ
ンゴル地方で用いた文字である． 
18 詳細は Buryad State University, Institute of Mongolian, Buddhist and Tibetan Studies, Saint Petersburg State 
University, University of Bern の共同プロジェクト The Ganjur Colophons in Comparative Analysis: A Contribution 
to the Cultural History of the Mongols in the 17th – Early 18th Centuries (http://www.mongolganjur.com)から確認
できる． 
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を中心に校訂したテキストを添付している． 

0.3.5. ウイグル語訳 

Suvのウイグル語訳としては二種類の刊本が存在する．このうちトルファン出土写本は Friedrich 

Wilhelm Karl Müllerによって初めてその一部が 1908年に転写され，ドイツ語訳付きで校訂出版

された19．この訳はウイグル僧Sinqu Seli Tutungによって漢訳（Chi3）からの重訳されたものであり，5 

ドイツのトルファン探検隊によって発見されたものである． 

残るもう１本の敦煌出土写本は Vasily Vasilievich Radlov と Sergey Efimovich Malovによって

1913–1917年に Bibliotheca Buddhica XVII として第 1–14章までが出版された．この写本は 1687

年に漢訳（Chi3）から重訳されたものであり，1909–1911年の間に Sergey Efimovich Malovが入手

したものである20． 10 

前者はウイグル語訳 Suvベルリン版とも言われ，後者はレニングラード版，或いはペテルスブル

ク版とも言われる21．護[1962]によれば，両版の間には言語，内容および著された時期には若干

の相違があるという． 

0.3.6. その他 

Suv のタングート語訳はタングート語訳大蔵経（The Tangut Tripiṭaka）の中に収録されている．15 

但し完本ではなく，一部のみである．タングート語訳大蔵経は Raghu Vira が集成したものを

Grinstead Ericが Śata-piṭaka Series Indo-Asian Literatures 83–91 として出版しているが，Suvの訳

は漢訳（Chi3）からの重訳であることは，タングート語訳大蔵経の目次から確認できる． 

Suvのソグド語訳の校訂作業は Friedrich Wilhelm Karl Müllerによって進められたが，彼の死

により未出版のまま残されていた．Wolfgang Lentzは彼の遺稿を Soghdische Texteの第２巻として20 

出版した22．また満州語訳は，満州語訳大蔵経の中に収録されており，漢訳（Chi3）からの重訳で

あるということが金岡[1980: 205]によって明らかにされている． 

土田[1984]は Suvの Nobel校訂本とそれに対する Emmerick [1970]の英訳，チベット語訳とそ

れに対する Nobel [1958]のドイツ語訳を対照させ，現存 Skt.「授記品」のテキスト編纂上の問題点

を指摘し，現在伝えられる Skt.「授記品」の原型は当初漢訳（Chi1）「授記品」に近いものであった25 

が，チベット語訳（Tib2）の基となる Skt.「授記品」が成立するまでの間に改竄を受け，現在伝承さ

れる Skt.「授記品」に見られる内容上の混乱を生じた可能性があることを明らかにした． 

鈴木[1996, 1998a, 1998b]は Nobelが疑問にしていた Suv「如来寿量品」の増補部分の出典が

                                                   
19 金岡[1980: 204]は公刊しているのはマックス・ミューラーとするが，Friedrich Wilhelm Karl Müllerを Friedrich 
Max Müller と勘違いしている．この二人は別人である． 
20 濱田[1983]は Sergey Efimovich Malovの Suvを入手した地名と Suvの書写された地名を漢文資料から比定し
ている． 
21 トルファン出土写本と敦煌出土写本について詳細は Zieme [1996: 15–21]を参照せよ． 
22 詳細は Nobel [1937: xxvii]を参照せよ． 
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『大雲経』（Mahāmeghasūtra）である可能性を指摘し，同経との内容比較を行い，「如来寿量品」

の増補部分の出典が『大雲経』であることを立証している．鈴木[1999]は以上を踏まえて，「如来

寿量品」を七つの構成要素に分類し，増補部分が四段階にわたって増補されたことを明らかにし

ている． 

Wilkens [2001]はウイグル語訳 Suv のベルリン版とペテルスブルク版を用いて，Suv「分別三身5 

品」の翻訳研究を行い，訳注を付した． 
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0.4. 構成 

Suv の Skt.原典は泉芳璟校訂本では 21 章，Nobel 校訂本では 19 章よりなる．両者の相違点

は前者における第３章 Svapna と第４章 Deśanā にあたる箇所が，後者では第３章 Deśanā という一

つの章にまとめられている点，また前者の第 21章 Nigamanaを後者は欠いている点である． 

漢訳のうち Chi1は 19 章からなる．Chi1に真諦訳から「分別三身」（*Kāyatrayavibhāga），「業障5 

滅」（*Nirodhakarmāvaraṇa），「陀羅尼最浄地」（*Viśuddhabhūmidhāraṇī），「依空満願」（*Āśraya- 

śūnyatāparipūrṇasaṃkalpa）という４つの章を，闍那崛多訳から「銀主陀羅尼」（*Rūpyādhipati- 

dhāraṇī）23，「嘱累」（Parīndanā）24という２つの章を加えて編集された Chi2 は 24 章からなる．Chi3

は 31章からなる． 

チベット語訳のうち Tib1は 21 章，Tib2は 29 章からなる．Tib3は Chi3からの重訳であり，Chi3と10 

同様に 31章からなる．モンゴル語訳Mong1，Mong2，Mong3はそれぞれTib1，Tib2，Tib3からの重

訳であり，チベット語訳の章立てに従うものである． 

以下の Nobel 校訂本と泉芳璟校訂本，漢訳の三種，チベット語訳とモンゴル語訳三種の対応

を示すと以下の通りである．但し重訳のものは同一のコラムに含めて説明する．図表の左から右

に同一の内容を含む章を並べ，それにあたるものがない場合はハイフン（―）で示す． 15 

Nobel本 泉本 Chi1 Chi2 Chi3, Tib3, Mong3 Tib2, Mong2 Tib1, Mong1 
1. Nidāna 1. Nidāna 1. 序 1. 序 1. 序 

གྡེང་གཞྲི། 
terigülen ögüleküi 

 
1. གྡེང་གཞྲི། 
terigülen ögülekü 
ner-e-tü 

 
1. གྡེང་གཞྲི། 
terigülen ögüleküi 
ner-e-tü 

2.Tathāgata- 
āyuḥpramāṇa 

2.Tathāgata- 
āyuḥpramāṇa-
nirdeśa 

2. 寿量 2. 寿量 2. 如来寿量 
དྡེ་བཞྲིན་གཤྡེགས་པའྲི་སྐུ་

ཚེའྲི་ཚད་བསྟན་པ། 

 
tegünčilen iregsen-ü 
nasun-u činege-yi    

uqaγuluγsan 

  
2. དྡེ་བཞྲིན་གཤྡེགས་

པའྲི་སྐུ་ཚེའྲི་ཚད་བསྟན་

པ། 
tegünčilen iregsen 
burqan-u nasun-u 
činege-yi nomlaγsan 
neretü 

 
2. དྡེ་བཞྲིན་གཤྡེགས་

པའྲི་སྐུ་ཚེའྲི་ཚད་

བསྟན་པ། 
tegünčilen iregsen 
burqan-u nasun-u 
činege-yi 
nomlaγsan neretü 

― ―   3. 三身
分別 

3. 分別三身 
སྐུ་ངསུམ་རྣམ་པར་འབྱྡེད་

པ། 
γurban bey-e-yi teyin   

böged ilγaγsan 

 
3. སྐུ་ངསུམ་རྣམ་པར་

དབྱྡེ་བ། 
γurban bey-e-yi               
qaγačaγul-un 
nekeküi 

― 

                                                   
23 Chi3では「無染著陀羅尼」（*Asaṅgadhāraṇī）という章に相当する． 
24 Chi1の「付嘱」（Parīndanā）という章に入れ替えて編集されている． 
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3. Deśanā 3. Svapna 
 
 
 
 

3. 懺悔 4. 懺悔 4. 夢見金鼓懺悔 
རྲི་ལམ་ན་འགོད་ཚངས་    
བྱྡེད་པ་མཐངོ་པ། 
ǰegüdün-dür kśandi    

öčikü üǰegülügsen 

 
4. རྲི་ལམ་ན་བཤགས་པ། 

 

ǰegüdün-dür kśandi            
öčigsen 

 
3. རྲི་ལམ་མཐངོ་བ 

 
ǰegüdün üǰegsen 
neretü 

4. Deśanā 4. བཤགས་པ། 
kśandi öčigsen 
neretü 

― ― ― 5. 業障
滅 

5. 滅業障 
ལས་ཀྲི་སྲིབ་པ་རྣམ་པར་  

སོང་བ། 
ǰayaγan-u tüidker-i 
teyin böged arilγaqui 

 
5. ལས་ཀྲི་སྲིབ་པ་རྒྱུན་ 

གཆོད་པ། 
ǰayaγan-u 
tüidügči-yin ǰalqal-i 
tasuluγči neretü 

― 

― ― ― 6. 陀羅
尼最浄

地 

6. 最浄地陀羅尼 
ཤྲིན་ཏུ་རྣམ་པར་དག་པའྲི་ 
གཟུངས། 
masi teyin böged          
ariγun tarni 

 
6. ས་རྣམ་པར་སོང་བ། 

 
orun-i teyin böged          
bisilγaqui kemeküi 

― 

4. Kamalākara 5. Kamala- 
ākarasarva- 
tathāgatastava 

4. 讃歎 7. 讃歎 7. 蓮華喩讃 
མྡེ་ཏོག་ཀ་མ་ལ་འདྲ་བས་ 
བསོྟད་པ། 

 

 

 

 

 
čečeg kamala-dur 
adali-yi maγtaγsan 

 
7. འདས་པ་དང་མ་

འོངས་པ་དང་ད་ལྟར་

བྱུང་བའྲི་ཡང་ཏག་པར་

རོགས་པའྲི་སངས་རྒྱས་

ཐམས་ཅད་ལ་བསོྟད་པ། 

 

 
nögčigsen 
irege-edüi 
edüged-ün bükü 
ünen tegüs 
tuγuluγsan qamuγ 
burqan-nuγud-i 
maγtaγsan neretü 

 
5. འདས་པ་དང་མ་
འོངས་པ་དང་ད་ལྟར་

བྱུང་བ་དྡེ་བཞྲིན་

བཤྡེགས་པ་ཐམས་

ཅད་ལ་བསོྟད་པ་མྡེ་

ཏོག་པདྨའྲི་འབྱུང་

གནས། 
qamuγ tegünčilen 
iregsen-i 
maγtaγsan, 
lingqu-a čečeg 
γarqu-yin orun 
neretü 

― ― ― ― 8. 金勝陀羅尼 
གསྡེར་རྒྱལ་གྲི་གཟུངས། 

 
alta ilaγuγsan tarni 

 
8. གསྡེར་ཅན་ཞྡེས་བྱ་

བའྲི་གཟུངས། 
altatu neretü tarni 

― 

5. Śūnyatā 6. Śūnya 5. 空 8. 空 9. 重顕空性 
སོྟང་པ་ཉྲིད་ཀྲིས་རང་

བཞྲིན་བསྟན་པ། 
qoγusun činar             
uqaγuluγsan 

 
9. སོྟང་པ་ཉྲིད། 

 
qoγusun-u činar 
neretü 

 
6. སོྟང་པ་ཉྲིད། 

 
qoγusun-u činar 
neretü 
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― ― ― 9. 依空
満願 

10. 依空満願 
སོྟང་པ་ཉྲིད་ལ་བརྟྡེན་ནས་

སོན་ལམ་ཡོངས་སུ་རོགས་

པར་འགྱུར་བ། 
qoγusun-dur böged 
dolduyidču irüger           
oγuγata tegüsgeküi 

 
10. སོྟང་པ་ཉྲིད་ལ་

བརྟྡེན་ནས་བསམ་བ་

ཡོངས་སུ་རོགས་པ། 
qoγusun-dur böged 
dulduyidču sedkil               
oγuγata tegüsügsen 

― 

6. Caturmahā-    
rāja 

7. Caturmahā-    
rāja 

6. 四天
王 

10. 四
天王 

11. 四天王観察人天 
རྒྱལ་པོ་ཆྡེན་པོ་བཞྲིས་ས་ྷ

དང་མྲི་རྣམས་ལ་བལྟ་ཞྲིང་

བརྟག་པ། 
dörben maqarandsa 
tngri kümün-nügüd-i             
üǰeǰü sinǰilegsen 

 
11. རྒྱལ་པོ་ཆྡེན་པོ་

བཞྲིས་ལྷ་དང་མྲི་ལ་རྣམ་

པར་ལྟ་བ། 
dörben maqarandsa 
tngri nar kümün 
tngri nar-i sayitur 
üǰeküi neretü 

 
7. རྒྱལ་པོ་ཆྡེན་པོ་
བཞྲི། 

 
dörben 
maqarandsa-yin     
neretü 

12. 四天王護国 
རྒྱལ་པོ་ཆྡེན་པོ་བཞྲི་པོ་དག་    
གྲིས་ཡུལ་སྲུང་བ། 

 
dörben 
maqarandsa-ber orun 
ulus sakiqui      
neretü 

 
12. རྒྱལ་པོ་ཆྡེན་པོ་

བཞྲིས་ཡུལ་འཁོར་ཡོངས་

སུ་སོང་བ། 
dörben maqarandsa 
tngri nar ulus γaǰar-i 
sayitur sakiqui 
neretü 

― ― ― 11. 銀
主陀羅

尼 

13. 無染著陀羅尼 
མངོན་པར་ཞྡེན་པ་མྡེད་

པའྲི་གཟུངས། 
iledte sinuqaiqui ügei 
tarni 

 
13. ཆགས་པ་མྡེད་པའྲི་

གཟུངས། 
qoričaqui ügei 
neretü tarni 

― 

― ― ― ― 14. 如意宝珠品 
ཡྲིད་བཞྲིན་གྲི་ནོར་བུ་རྲིན་

པོ་ཆྡེའྲི་གཟུངས། 
čindamani erdeni tarni 

 
14. ཡྲིད་བཞྲིན་གྲི་ནོར་

བུའྲི་གཟུངས། 
čindamani erdeni 
neretü tarni 

― 

7. Sarasvatī 7. Sarasvatī- 
devī 

7. 大弁
天神 

12.大弁
天 

15. 大弁才天女 
ལྷ་མ་ོསོབས་པ་ཆྡེན་མོ། 
yeke sambaγ-a-tu 
ökin tngri 

 
15. ལྷ་མོ་དབྱངས་ཅན། 
sarasvati kelembür 
ökin tngri neretü 

 
8. དབྱངས་ཅན། 
šurasuvasti neretü 

8. Śrī 9. Śrī- 
mahādevī 

8. 功徳
天 

13.功徳
天 

16. 大吉祥天女 
དཔལ་ངགྲི་ལྷ་མོ་ཆྡེན་མོ། 
yeke siri kini ökin 
tngri 

 
16. ལྷ་མོ་དཔལ། 
sirkini ökin tngri 
neretü 

 
9.ལྷ་མོ་ཆྡེན་མོ་དཔལ། 
yeke ökin tngri 
sirkini neretü 



究『金光明経』の思想的研究 

18 

9. Buddha- 
bodhisattva-      
nāma-        
saṃdhāraṇa 

10.Sarva- 
buddha-    
bodhisattva- 
saṃdhāraṇī 

17. 大吉祥天女増長
財物 
དཔལ་གྲི་ལྷ་མོ་ཆྡེན་མོས་

ནོར་འཕྡེལ་བར་བྱྡེད་པ། 

 
yeke ökin tngri siri      
kini ed-i nemegülün        
üiledügsen 

 
 
17. ལྷ་མོ་ཆྡེན་མ་ོདཔལ་

གྲིས་ནོར་ཡོངས་སུ་སྡེལ་

པ། 
yeke ökin tngri 
sirkini ed-i sayitur 
nemegülküi neretü 

10. Dṛḍhā 10. Dṛḍhā-  
pṛthivīdevatā 

9. 堅牢
地神 

14.堅牢
地神 

18. 堅牢地神 
སའྲི་ལྷ་མོ་བརྟན་མ། 

 
γaǰar-un ökin tngri 
vasundari 

 
18. སའྲི་ལྷ་མ་ོབརྟན་མ། 

 
γaǰar-un ökin tngri 
vasundari 

 
10. སའྲི་ལྷ་མ་ོབརྟན་

མ། 
γaǰar-un ökin tngri 
neretü 

11. Saṃjñāya 12. Saṃjñeya- 
mahāyakṣa-    
senāpati 

10.散脂
鬼神 

15.散脂
鬼神 

19. 僧慎爾耶薬叉大
将 
གནོད་སྲིན་གྲི་སྡེ་དཔོན་

ཆྡེན་པོ་ཡང་དག་ཤྡེས། 
yakṣa-un yeke noyan     
ünen-iyer medegči 

 
 
19. གནོད་སྲིན་གྲི་

དབང་པོ་ཡང་དག་ཤྡེས། 
čidküd-ün yeke 
noyan        
ünen-iyer medegči 
neretü 

 
 
11. ཡང་དག་ཤྡེས། 

 
ünen-iyer 
medegči 

12. Devendra- 
samaya 

13. Devendra- 
samaya 

11.正論 16.正論 20. 王法正論 
རྒྱལ་པོའྲི་ཆོས་ལུགས་ཡང་

དག་པའྲི་བསྟན་བཅོས་

བསྟན་པ། 
qaγan-u türü-yi 
üneker uqaγuluγsan 
tangγariγ-i  
üǰegülügsen 

 
20. རྒྱལ་པོ་སྟན་བཅོས་

ལྷའྲི་དབང་པོའྲི་དམ་ཚིག 

 
qaγan-u šastir tngri 
nar-un erketü-yin 
tangγariγ neretü 

 
12. རྒྱལ་པོ་སྟན་

བཅོས་ལྷའྲི་དབང་

པོའྲི་དམ་ཚིག 
qaγan-u šastir 
tngri nar-un 
erketü-yin 
tangγariγ neretü 

13. 
Susaṃbhava 

14. 
Susaṃbhava 

12.善集 17.善集 21. 善生王品 
རྒྱལ་པོ་ལྡེགས། 
sočati qaγan 

 
21. ལྡེགས་པར་བྱུང་བ། 
sayitur boluγsan 
sočati neretü qaγan 

 
13.ལྡེགས་པར་བྱུང་བ། 
sočati neretü 
qaγan 

14. 
Yakṣāśraya 

15. 
Yakṣāśraya 

13.鬼神 18.鬼神 22. 諸天薬叉護持 
ལྷ་དང་གནདོ་སྲིན་རྣམས་

ཀྲི་ཡོངས་སུ་བསྲུང་ཞྲིང་

འཛིན་བར་བྱྡེད་པ། 
tngri kiged yakṣas-ud 
sayitur saqiǰu bür-ün, 
üiledküi 

 
22. གནོད་སྲིན་གྲི་

གནས་ཤྡེས་བྱ་བ་ཀུན་ཏུ་

བསྲུང་བ། 
yakṣas-un orun 
neretü qamuγ-iyer 
sakiqui 

 
14. གནོད་སྲིན་གྲི་

གནས་ཤྡེས་བྱ་བ་ཀུན་

ཏུ་བསྲུང་བ། 
yakṣas-un orun 
neretü qamuγ-iyer 
sakiqui 
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15. Daśadeva- 
putrasahasra-           
vyākaraṇa 

16. Daśadeva- 
putrasahasra-           
vyākaraṇa 

14.授記 19.授記 23. 授記 
ལུང་བསྟན་པ། 

 
vivanggirid 
üǰegülügsen 

  
23. ལྷའྲི་བུ་ཆ་སོྟང་ཕྲག་

བཅུ་ལུང་བསྟན་པ། 
arban mingγan 
tngri-yin      
köbegüd-tür 
vivanggirid     
öggügsen neretü 

  
15. ལྷའྲི་བུ་སོྟང་ཕྲག་

བཅུ་ལུང་བསྟན་པ། 
arban mingγan 
tngri-yin           
köbegüd-dür 
vivanggirid          
öggügsen 

16. Vyādhi-    
praśamana 

17. Vyādhi-    
praśamana 

15.除病 20.除病 24. 除病 
ནད་རབ་ཏུ་ཞྲི་བར་བྱས་པ། 

 
ebedčin-i sayitur     
amurliγulqui 

 
24. ནད་རབ་ཏུ་ཞྲི་བར་

བྱ་བ། 
qamuγ ebedčin-i 
sayitur 
amurliγuluγsan 
neretü 

 
16. ནད་རབ་ཏུ་ཞྲི་

བར་བྱ་བ། 
qamuγ ebedčin-i               
amurliγuluγsan 
neretü 

17.  
Jalavāhana 

18. 
Jalavāhana- 
syamatsyavai- 
neya 

16.流水
長者子 

21.流水
長者子 

25. 長者流水 
ཚོང་དཔོན་གྲི་བུ་ཆུ་

འབྡེབས། 

 
sardayaki-in köbegün 
tsalavaqani 

 
25. ཆུ་འབྡེབས་ཀྲིས་

གདུལ་བའྲི་ཉའྲི་སོྔན་

བྱུང་བ། 
tsalavaqani 
köbegün-ü vinakin 
erte ǰiγasun-dur       
törügsen neretü 

 
17. ཆུ་འབྡེབས་ཀྲིས་

ཉ་བཏུལ་བའྲི་སོང་

བྱུང་བ། 
tsalavaqani erte 
ǰiγasun-i 
nomudquiqaqui 
bolun               
törügsen neretü 

18. Vyāghrī 19. Vyāghrī 17.捨身 22.捨身 26. 捨身 
ལུས་ཡོངས་སུ་བཏང་བ། 

 
bey-e-ben sayitur       
ǰaruγsan 

 
26. སྟག་མ་ོལ་ལུས་

ཡོངས་སུ་བྟང་བ། 
bars-tur bey-e-ben            
öggügsen neretü 

 
18. སྟག་མ་ོལ་ལུས་

ཡོངས་སུ་བྟང་བ། 
bars-tur bey-e-ben                  
öggügsen neretü 

19. Sarva-           
tathāgatastava 

20. Sarva-          
tathāgatastava 

18.讃仏 23.讃仏 27. 十方菩薩讃歎 
ཕོགས་བཅུའྲི་བྱང་ཆུབ་

སྡེམས་དཔའ་རྣམས་ཀྲིས་

བསྔགས་པ་བརོད་པ། 
arban ǰüg-ün boodhi 
saduva nar-un 
sayisiyan ögülügsen 

 
27. བྱང་ཆུབ་སྡེམས་

དཔའ་ཐམས་ཅད་ཀྲིས་

བསོྟད་པ། 
qamuγ boodhi 
saduva nar-un 
maγtaγsan neretü 

 
19. བྱང་ཆུབ་སྡེམས་

དཔའ་ཐམས་ཅད་

ཀྲིས་བསོྟད་པ། 
qamuγ boodhi 
saduva nar-un 
maγtaγsan neretü 

28. 妙幢菩薩讃歎 
བྱང་ཆུབ་སྡེམས་དཔའ་

མཛེས་པའྲི་ཏོག་གྲིས་

བསྔགས་པ་བརོད་པ། 
ručiraketu boodhi 
saduva-yin sayisiyan   

ögülügsen 

 
28. དྡེ་བཞྲིན་གཤྡེགས་

པ་ ཐམས་ཅད་ལ་བསོྟད་
པ། 
qamuγ tegünčilen     
iregsed-i maγtaγsan            
neretü 

 
20. དྡེ་བཞྲིན་

གཤྡེགས་པ་ཐམས་

ཅད་ལ་བསོྟད་པ། 
qamuγ tegünčilen 
iregsed-i  

maγtaγsan neretü 
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21. Nigamana 29. 菩提樹神讃歎 
བྱང་ཆུབ་ཀྲི་ཤྲིན་གྲི་ལྷ་མོས་ 

བསྔགས་པ་བརོད་པ། 
boodhi modun-u ökin 
tngri-yin sayisiyan          
ögülügsen 

 
29. མཟུག་སྡུད། 

 
ečüs quriyangγui 

 
21. མཟུག་སྡུས་པ། 

 
ečüs quriyaqui 
neretü 

― ― ― ― 30. 大弁才天女讃歎 
ལྷ་མ་ོསོབས་ཆྡེན་མོས་

བསྔགས་པ་བརོད་པ། 
šarišudi ökin tngri-yin 
sayisiyan ögülügsen 

― ― 

― ― 19. 嘱
累品 

24. 付
嘱 

31. 付嘱 
ཡོངས་སུ་གཏང་བ། 
Sayitur 
qadangqadqaγsan 

― ― 

以下に最も発展した形態を示す漢訳（Chi3）に基づいて，各章の概説を示すならば，次の通り

である．括弧の中には当該章に対応する現存Skt.章名を示すが，Skt.が存在しない場合は想定さ

れる Skt.にアスタリスク（*）を付して表す． 

1. 「序品」または「因縁品」（Nidāna） 

世尊が王舎城（Rājagṛha）の鷲峰山（Gṛdhrakūṭa）において，九万八千人の阿羅漢，百千万億5 

の菩薩摩訶薩，五億八千の梨車毘（Licchavi）童子，四万二千の天子，二万八千の龍王，三万六

千のヤクシャ，四万九千のガルダ王，八部衆に『金光明の妙法最勝経の王』（Suv）を宣説し，懺

悔することによって一切の業を除くべきことを説く．阿閦（*Akṣobhya）・宝相（*Ratnaketu）・阿弥陀

（*Amitābha）・天鼓音王(*Dundubhisvara)の四方四仏がそのことを証明するために登場する．世

尊は本経典の威力によって，四天王（Caturmahārāja），大弁才天女（Sarasvatī），堅牢地神10 

（Dṛḍhā），梵天（Brahman）・帝釈天（Indra）などがすべての生きとし生きるものを守護することを説

く． 

2. 「如来寿量品」（Tathāgatāyuḥpramāṇa） 

妙幢（Ruciraketu）菩薩が登場し，世尊の寿命が永遠ではなく，なぜ八十年であったかということ

に疑問を持つ．それについて四方四仏は世尊の寿命は無量であると教える．それにもかかわらず15 

世尊がなぜ八十歳の寿命をもつ者として現れたのかという質問に対し，「愚かな者や信心の薄い

者及び悪い考え，或いは邪な考えを抱く者たちに如来への信仰心を生じさせるためである」と説く．

その時，法師授記（Ācāryavyākaraṇa）というバラモンが，仏の遺骨を得て，それを恭敬供養し，天

に生まれ変わることを希望する．一切衆生憙見（Sarvasattvapriyadarśana）という童子はそれが不

可能であると説くが，世尊は善男子と菩薩摩訶薩に三つの十種からなる法の実践や十種からなる20 

如来の実践を説き，涅槃（nirvāṇa）のもつ深い意味を教える． 
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3. 「分別三身品」（*Kāyatrayavibhāga） 

虚空蔵（*Ākāśāgarbha）菩薩の請願に応じて，世尊が化身（nirmāṇakāya），応身（＝報身

saṃbhogakāya），法身（dharmakāya）とは何かについて説く． 

4. 「夢見金鼓懺悔」（Deśanā） 

一人のバラモンが大きな金色の大鼓を打ち鳴らし，懺悔の法（＝Suv）を説くという夢を妙幢菩5 

薩が見る．妙幢菩薩はその夢のことを世尊に語り，自らの起こした罪を懺悔する． 

5. 「滅業障品」（*Nirodhakarmāvaraṇa） 

前章に続き，世尊が懺悔思想を説く．すなわち昼に三回と夜に三回，十方の諸仏に礼拝し，過

去になした罪を懺悔する．また一切諸法は空であるということを観じ，生滅の因縁を説明すること

ができないことを完全に知る時，あらゆる過去において行った悪い行為によって生じた障害は除10 

かれることになる．次に大乗菩薩の五法として，随喜（anumodanā），勧請（adhyeṣaṇa），廻向

（pariṇāmana），礼仏（vandanā），懺悔（deśanā）を挙げる．また最後に本経典の功徳を説く． 

6. 「最浄地陀羅尼品」（*Viśuddhabhūmidhāraṇī） 

本章は菩提心を軸とする内容である．無碍光焔（*Siṃhadhvajāpratihataprabhaṃkara）菩薩が世

尊に対して「菩提心とは何か」という質問からは始まる．それに対して世尊が「十地」，「十波羅蜜」，15 

「十の三昧」，「十の陀羅尼」の順に説法する．説法が終わった後に，無碍光焔菩薩が讃仏の偈

頌を唱える．次に大自在梵天王（*Maheśvarabrahmarāja）が経典読誦の功徳について説く25． 

7. 「蓮華喩讃品」（Kamalākara） 

妙幢菩薩が金龍王（*Suvarṇanāgarāja）という名前で現れ，諸仏を蓮華に喩えて讃え，仏身が

素晴らしくかつ厳かであることを褒め讃え，これら諸仏を褒め讃えた功徳により懺悔の優れた教え20 

を聞く． 

8. 「金勝陀羅尼品」（Hiraṇyāvatīdhāraṇī） 

 本章は「導入」，「陀羅尼」，「陀羅尼の実践方法」の三部分からなり，三世の諸仏世尊の母なる

「金勝陀羅尼」について世尊が説く26． 

9. 「空性品」（Śūnyatā） 25 

 本章は 33 の偈頌からなる空性を説く章である．世尊が六根，六境，六識，四大元素，十二縁起，

五蘊の順に空を説き，涅槃に至ることができる智慧というのはどのようなものかを説く27． 

10. 「依空満願品」（*Āśrayaśūnyatāparipūrṇasaṃkalpa） 

世尊が如意宝光輝天女（*Cintāmaṇiratnaprabhādevī）に対し，次のことを教示する．すなわち生

滅を離れ，有無の二辺に依ることなく，法界は五蘊に同一であり，自ら空であると理解している者30 

も多くの良い行いを修め，多くの徳目を実践すべきである．しかし俗を捨てることなく，真実からも

離れることなく，法界にとどまり，菩提の実践を習得すべきである． 

11. 「四天王観察人天品」（Caturmahārāja） 

持国天（Dhṛtarāṣṭra ），増長天（Virūḍhaka ），広目天（Virūpākṣa），毘沙門天（多聞天 ; 
                                                   
25 詳細については本論第３章を参照せよ． 
26 詳細については本論第２章を参照せよ． 
27 詳細については本論第１章を参照せよ． 
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Vaiśravaṇa）が本経典を受持する国王並びに民衆を外敵から護衛し，安穏な生活，諸の災厄から

護ることを世尊が説く． 

12. 「四天王護国品」（Caturmahārāja） 

本経典を伝持する国王を四天王が守護し，国王が領有する国の国民に福徳と利益をもたらす

ことを世尊が説き，四天王の守護呪，即ち「如意宝珠陀羅尼」（*Cintāmaṇiratnadhāraṇī）の法であ5 

る，護身の呪，神呪，如意末尼宝心呪，請召呪を誦することを勧める． 

13. 「無染著陀羅尼品」（*Asaṅgadhāraṇī） 

世尊と舎利子（Śāriputra）の会話の形を取り，無染著陀羅尼（*asaṅgadhāraṇī）は諸菩薩の修行

する法の入り口であり，過去の菩薩が受持したものあり，それが菩薩の母であるということを世尊が

説く． 10 

14. 「如意宝珠陀羅尼品」（*Cintāmaṇiratnadhāraṇī） 

世尊がアーナンダ（Ānanda）及び大衆に，「如意宝珠陀羅尼」があり，それの力により一切の災

厄から免れることができることを説く．その後観自在（Avalokiteśvara）菩薩摩訶薩，秘密主

（*Guhyakādhipati）である執金剛（*Vajrapāṇi），娑婆世界の主（*Lokadhātu Sahāṃ pati）である梵

天（*Brahman），神々の主（Devendra）である帝釈天（Indra），持国天（*Dhṛtarāṣṭra）と増長天15 

（*Virūḍhaka）と広目天（*Virūpākṣa）と毘沙門天（*Vaiśravaṇa）の四天王が「真言陀羅尼」を説く． 

15. 「大弁才天女品」（Sarasvatī） 

弁才天女（Sarasvatī）が本経典を読誦，講説，聴聞する者たちに対し，不可思議の弁才と尽き

ることのない知恵を与え，さらに呪薬洗浴法（snānakarman）を明かし，病疫，闘争，悪夢，毒など

の諸悪の障害を除滅させる陀羅尼を説く． 20 

16. 「大吉祥天女品」（Śrī） 

大吉祥天女（Śrīmahādevī）が，本経典を奉りさらにそれを持っている者に対し，生活を営むに

必要な資財を与え，また五穀百果を提供し，福徳や繁栄という現世利益が増大することを世尊が

説く． 

17. 「大吉祥天女増長財物品」（Buddhabodhisattvanāmasaṃdhāraṇa） 25 

大吉祥天女（*Śrīmahādevī）と世尊の会話の形式で説かれる．多聞天王の「有財」（*Alakāvatī）

と呼ばれる都城において，瑠璃金山宝花光照吉祥功徳海（Ratnakusumaguṇasāgaravaiḍūrya- 

kanakagirisuvarṇakāñcanaprabhāsaśrī）という如来に敬礼し，香花，飲食を布施し，大吉祥天女を

供養し，さらに大吉祥天女を請来する神呪を読誦すれば，その者の財や穀物が増大することを世

尊が説く． 30 

18. 「堅牢地神品」（Dṛḍhā） 

堅牢地神（Dṛḍhā）と世尊の会話形式で説かれる．本経典を誦する者を堅牢地神が守護するこ

と，さらに請召呪，神呪，護身呪を唱えれば，その者の願いが成就することを世尊が説く． 

19. 「僧慎爾耶薬叉大将品」（Saṃjñāya） 

僧慎爾耶薬叉大将（Saṃjñāyamahāyakṣasenāpati）と世尊の会話形式で説かれる．僧慎爾耶薬35 

叉大将は薬叉諸神と共に，本経典を誦する者を守護する．さらに陀羅尼を引き合いに出し，それ
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の功徳を説明し，祈祷の作法を僧慎爾耶薬叉大将が教え，そのことに世尊は賛成する． 

20. 「王法正論品」（Devendrasamaya） 

堅牢地神と世尊の会話で始まり，世尊が妙幢菩薩に対し，王法のあるべきあり方を説く． 

21. 「善生王品」（Susaṃbhava） 

過去世において世尊が善生王として正法によって国を治め，Suv を聴聞し，受持する者を供養5 

した因縁を説く． 

22. 「諸天薬叉護持品」（Yakṣāśraya） 

世尊が大吉祥天女に説法する形式で始まり，その後諸のヤクシャ鬼神が本経典を受持する者

たちを守護し，国土の安穏及び外敵から護ることを説く． 

23. 「授記品」（Daśadevaputrasahasravyākaraṇa） 10 

世尊が妙幢菩薩とその二子の銀幢（Rūpyaketu）と銀光（Rūpyaprabha）に成仏の授記をすると

共に，最勝光明（*Suvarṇabhāsita）菩薩を上首とする１万の天子のために，未来世において妙幢

菩薩が成仏することを授記する．授記の話を聴いた菩提樹神（*Bodhisamuccayā）は歓喜する． 

24. 「除病品」（Vyādhipraśamana） 

流水（*Jalavāhana）が，その父である持水（*Jaṭindhara）から医術の秘密法を学び，病に悩む15 

人々を病から救ったことを世尊が菩提樹神に説く． 

25. 「長者子流水品」（Jalavāhana） 

流水子長者（*Śreṣṭhidārakajalavāhana）が干上がった池の魚を救い，その後大乗経典を読誦し，

解脱の因縁を説く．この章に登場する流水子長者は過去世の世尊であり，父である持水は妙幢

菩薩であり，その二子が銀幢と銀光であり，十千の天子とはその池の魚であったことが最後に世20 

尊自身によって明らかにされる． 

26. 「捨身品」（Vyāghrī） 

世尊の過去世物語にあたり，昔世尊が大車王（*Mahāratha）の王子摩訶薩埵（*Mahāsattva）と

いう太子として生まれた時，餓えた雌虎及びその子虎のために，体を犠牲にして供養したことを菩

提樹神に説く． 25 

27. 「十方菩薩讃歎品」（Sarvatathāgatastava） 

世尊が本経典を説いた時に，十方界の諸々の菩薩が鷲峰山に来て，世尊を讃える．それに対

して世尊が諸々の菩薩に仏の功徳を讃え，生きとし生きる者に利益をもたらす行いをするように助

言する28． 

28. 「妙幢菩薩讃歎品」（*Ruciraketubodhisattvastava） 30 

妙幢菩薩が世尊の姿を褒め讃える．それに対して世尊が妙幢菩薩に仏の功徳を讃え，現世に

利益をもたらすように助言する． 

29. 「菩提樹神讃歎品」（*Bodhisamuccayāstava） 

菩提樹神が世尊の智慧や行いなどを讃える．それに対して世尊が菩提樹神にこの上ない悟り

とは何かを示し，すべての生きとし生きる者を正しい法の入り口に導くように助言する． 35 

                                                   
28 第 27–30章は Skt.では一つの章 Sarvatathāgatastavaにまとめられて説かれている． 
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30. 「大弁才天女讃歎品」（*Sarasvatīstava） 

大弁才天女（*Sarasvatī）が世尊を讃える．それに対して世尊が大弁才天女に無上の法の入り

口を示し，世の中のすべてのものに利益をもたらすように助言する． 

31. 「付嘱品」（*Parīndanā） 

世尊がすべての者に対し，この経典を流布させることを命じる．その後皆が世尊の言葉に従うこ5 

とを誓う． 
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0.5. 翻訳研究史 

0.5.1. サンスクリット原典からの翻訳研究 

Suv の現代語への最初の全訳は泉芳璟によって 1933 年になされた．泉[1933]は自らが校訂し

たテキストを底本とし，漢訳（Chi1）と対照させて和訳を行った． 

阿満[1934]は光寿会所蔵のネパール写本に基づいて和訳を行った．阿満[1934]はこの写本の5 

詳細を明らかにしていないが，N. D. Mironov によってこの写本の校訂が行われたものの中断さ

れたことを報告している．阿満[1934]は翻訳にあたって漢訳とチベット語訳，または泉芳璟校訂本

を参照したという． 

Emmerick [1970]は Nobel 校訂本に基づいて Suv を初めて英訳した．彼は英訳にあたって

Prods Oktor Skjærvøによる未出版のコータン語訳 Suvを参照した．また Emmerick [1970]は英訳10 

に加え，Nobel校訂本に対してテキストの訂正を行っている．この Emmerick [1970]の英訳につい

て Norman [1971]，de Jong [1972]，Friedrich [1974]らによる重要な書評があり，翻訳およびテキス

トに対する訂正案を示している．彼らによるこの訂正案は Emmerick [1970]の再版に反映されてい

る． 
岩本[1975]は Nobel 校訂本に基づく和訳を公刊している．しかし，彼の訳は一部の箇所に訳を15 

与えていない部分がある29．和訳にあたり岩本[1975: 110]は Nobel校訂本について「文献学的に

は精緻を極めた出版である．なお原写本が不完全であり，所伝の本文が不良であるために，構成

されたテキストには相当に問題が残されている」と評価し，数箇所の訂正を行ったというが，具体

的な訂正箇所は示していない．個々の章に対する翻訳研究として，「空性品」に対する和訳が古

坂[2003]によって発表された．しかし，古坂[2003]の訳語は漢訳術語に大部分で依拠している． 20 

0.5.2. 漢訳からの翻訳研究 

漢訳からの全訳としては渡邊[1917]による Chi3に基づく訳が『国訳大蔵経』第 11巻に収録され

ている．渡邊[1917]は内容に対して脚注を付し，また重要とされる語には想定される Skt.の形を提

示している． 

Chi3 に基づく昭和新纂国訳大蔵経編輯部[1928]によってなされた訳が『昭和新纂国訳大蔵経』25 

経集部の第４巻に収録されており，Chi1 に基づく中里[1933]による訳が『国訳一切経』経集部の

第５巻に収録されている．何れも固有名詞に対して逐一註釈をあたえ，それに対する想定される

Skt.の形を示している． 

壬生[1987]による Chi3に基づく訳が『仏典講座』第 13巻に収録されている．この訳は仏教術語

に対して注解をし，さらに各章の末にその章の内容概説を行っている．また附録として「金光明経30 

                                                   
29 詳細は付論 I「空性品」和訳研究を参照せよ． 

http://repo.komazawa-u.ac.jp/opac/repository/all/30231/jbk069-10.pdf
http://repo.komazawa-u.ac.jp/opac/repository/all/30231/jbk069-10.pdf
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陀羅尼集」を挙げており，漢字音写真言を Skt.原文へ復元することを試みている． 

0.5.3. チベット語訳からの翻訳研究 

Nobel [1958]は漢訳（Chi3）からの重訳であるチベット語訳（Tib3）をドイツ語に訳した
30．彼は翻

訳にあたり Skt.を始め，Chi.，Tib.，Mong.などの翻訳に加え，Skt.，パーリの並行資料を参照して

いる．また漢訳（Chi3）の大正新脩大藏経における対応箇所の頁数を示し，漢訳（Chi3）の重要な5 

術語を脚注に挙げている． 

0.5.4. モンゴル語訳からの翻訳研究 

Schmidt [1831]は自ら編纂したモンゴル語の文法書の練習問題としてモンゴル語訳 Suv「捨身

品」（Vyāghrī）を取りあげ，同品に基づくドイツ語訳を行い，仏教術語に注解を付した． 

Hänisch [1954]はモンゴル語訳トド文字写本の第 17章 Usu Orôlukci dsagasu nomogodhokson 10 

urida boluksan（「長者子流水品」，Jalavāhana）に対するドイツ語訳を行った．Hänisch [1954]は Skt.

を始めとする諸伝本と多少ずれる箇所には，それらの対応箇所を示している． 

石濱[1969]は東京大学所蔵「金勝陀羅尼品」の断片の翻訳を行った31．石濱[1969]は翻訳の

際にMpr.所収のMong3と Radlov & Malov [1913–1917]と漢訳（Chi3）における対応箇所を示して

いる． 15 

櫻部[1969]は石濱[1969]に対する補遺として能海寛請来の大谷大学所蔵「紺紙金銀泥写本」

を用いて「金勝陀羅尼品」断片の箇所を和訳している． 

Damdinsüren [1959]はMong2における第 24章 qamuγ ebedčin-i sayitur amurliγuluγsan neretü 

（「除病品」，Vyādhipraśamana）と第 25 章 sardayaki-in köbegün tsalavaqani （「長者子流水品」，

Jalavāhana）をキリル文字モンゴル語に翻訳している．Damdinsüren [1959]は 1695 年の木版を底20 

本として用い，Jaya Paṇḍita Namkaiǰamsu訳トド文字写本や Tib.などを参照し，Skt.術語には逐一

注解をしている．また文末注において底本の誤植などを指摘し，解題を付している．Damdinsüren 

[1959]はまた，Quriyangγui Altan-gerel（縮本『金光』）と称される伝本における第 10章や第 24–26

章に対しても同じような形で翻訳を行った． 

0.5.5. コータン語訳からの翻訳研究 25 

Pelliot [1913]は敦煌出土の断片テキストを校訂し，フランス語訳し，刊行した．またドイツ語訳と

して，Leumann [1920]，Konow [1935]によるものが刊行されている．近年 Skjærvø [2004]は先行

研究を網羅的に扱い，テキストの再校訂と英訳を行い，また Skt.テキストに対しても校訂を行っ

た． 
                                                   
30 Nobel [1958]が底本として用いた Tib.について詳細は序論 0.3.2 を参照せよ． 
31 東京大学所蔵「金勝陀羅尼品」の断片について詳細は石濱[1969]，櫻部[1969]，または金岡[1980: 177–184]
を参照せよ． 
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0.5.6. ウイグル語訳からの翻訳研究 

ウイグル語訳からの訳としては，トルファン出土写本がMüller [1908]によって，一部に漢訳の並

行箇所を添える形でドイツ語に訳された．また Bang & Gabain [1930]はトルファン出土写本の一

部をドイツ語に訳した． 

Radloff [1930]は敦煌出土写本の自らの校訂テキスト（Radlov & Malov [1913–1917]）を基に第5 

1–14 章までのドイツ語訳を刊行した．Çagatay [1945]は同じテキストを扱い，「捨身品」の箇所をト

ルコ語に訳し，Malov [1951]は同じ箇所をロシア語に翻訳している．Zieme [1996]はそれの全訳

を索引付きで刊行した． 
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0.6. 思想研究史 

Suv の思想的研究は主に日本の研究者を中心に行われた．以下にその Suv の思想研究史を

概観する． 

高崎[1972]は Suv における如来蔵説について研究を行った．高崎[1972]は Suv「分別三身品」

の漢訳とチベット語訳を基に同品では，主に『究竟一乗宝性論』（T. No. 1611, 31; Ratnagotra- 5 

vibhāgamahāyānottaratantra）と同じ如来蔵思想が説かれているということを明らかにした． 

金岡[1978]は Suv における仏身論について考察した．彼は次のように言う．まず「如来寿量品」

に説かれる仏身論は化身（nirmāṇakāya），応身（＝報身 saṃbhogakāya）の二身説に基づいており，

それは『法華経』「寿量品」（T. No. 262, 9）に説かれる久遠法身説の影響を強く受けて成立してい

る．また Suv「如来寿量品」は大乗仏教における最も古い仏身論を明確な名称の下に提示してい10 

る．「分別三身品」における仏身論を弥勒（Maitreya）作とされる『大乗荘厳経論』（T. No. 1604, 31; 

Mahāyānasūtrālaṃkāra）に説かれる仏身論と比較すると，Suv「分別三身品」に説かれる化身，応

身，法身（dharmakāya）の三身説へと分化した仏身論の変遷が明らかになる．さらに Suvにおける

仏身論が発展して如来蔵思想と菩薩十地思想が現れたのであり，『勝鬘経』（T. No. 353, 12；

Śrīmālā）と『華厳経』（Avataṃsaka）「十地品」（T. No. 278, 9）に説かれる如来蔵説や菩薩十地説15 

の内容と比較した場合，両思想は『勝鬘経』や『華厳経』などの大乗経典に説かれる思想から影

響を受けている． 

金岡[1979]は Suvにおける懺悔思想について考察した．彼は次のように述べる．まず懺悔思想

と慈悲思想は Suv「懺悔品」に説かれる思想であるが，寂天（Śāntideva）作『大乗集菩薩学論』（T. 

No. 1636, 32; Śikṣāsamuccaya）には異なる品から引用されており，両思想は同一の空観に基づく20 

ものの，行動原理を異にするという共通性と機能上の差異がある．また両思想は空思想の観点か

ら見れば，共通であるが，実践からみれば異なるものである． 

金岡[1980]32は Suv における政治思想について考察した．金岡[1980]は Suv「王法正論品」が

仏教教理に基づく政治思想の理論を Suv において最も重点的に論じていると指摘し，王権の権

威づけのために権力者が Suv を信仰対象の経典として信仰していたということを明らかにした．ま25 

た同品は「帝王神権説」というバラモン教に基づく国王観を踏襲していると指摘した． 

鈴木[2004，2005]は Suv「弁才天女品」と「四天王品」を取りあげ，Suv の編纂意図を探り，「Suv

は大乗仏教の自立の模索の表れである」という仮説を提示し，その仮説の立証を試みた． 

次に鈴木[2006, 2007, 2008, 2009, 2010]は Suv「吉祥天女品」，「堅牢地神品」，「散脂鬼神品」，

「善生王品」，「諸天薬叉護持品」に現れる儀礼についての記述に着目し，これらの章の研究結果30 

を踏まえて，「Suv が大乗仏教の生き残り策として成立した」という仮説を立て，その仮説の立証を

試みた． 

                                                   
32 金岡[1980]の中は金岡[1978，1979]における内容が含まれているので，金岡[1980]における第３章「『金光明経』
の政治思想」についての箇所のみを取りあげる． 
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Matsumura [2010, 2012]はスリランカに伝承された虎ジャータカ（Vyāghrījātaka）と北伝仏教が

伝えるその並行伝本との比較考察を行った研究において Suv「捨身品」の漢訳３本の概要を示し

た．Matsumura [2010, 2012]は法顕が『高僧法顕伝』（T. No. 2085, 51, 858b6–11）の中で，「竺刹

尸羅（Taxila）において菩薩が捨身を行った所に仏塔が建てられている」と報告していることを根拠

に，法顕が知り得ていた虎ジャータカが『仏説菩薩投身飴餓虎起塔因縁経』（T. No. 172, 3, 5 

424b5–428a12）の伝承に基づいており，「般遮羅（*Pañcāla）国の大樹の下で世尊が説法を行っ

た時，仏塔が地中から現れた」とする Suv「捨身品」の伝承に基づいていたものではないことを指

摘した． 

日野[2010, 2011]は Suv「四天王品」において説かれる説法師供養のための「法の聴聞のため

の供養儀礼」を検証し，Suv「弁才天女品」と「四天王品」の増補部分にそれぞれ現れる「呪薬洗10 

浴法」（snānakarman）と「多聞天勧請儀礼」（*Vaiśravaṇādhyeṣaṇavidhāna）との比較を行い，それ

らの儀礼に関する記述がSuvに導入されるにあたり説法師（dharmabhāṇaka）が関わっていた可能

性を指摘している． 

鈴木[2011, 2012, 2013]は Suv「序品」，「懺悔品」，「蓮華喩讃品」を取り上げ，「Suvは大乗仏教

の生き残り策」として成立した」という自身の仮説を引き続き検証した．鈴木[2011, 2012, 2013]によ15 

ればSuvがこのような形で増補された理由は，Suvの編者がSuvという経典が教義を完備している

ことをアピールすることに主眼を置いていたからであるという． 

鈴木[2014]は Suv「懺悔品」に着目し，同品の内容を冒頭部（Chi3411a18–b3），中心部（411b4–

413b27），増補部（413b27–c5）という三つの部分にわけて考察した．鈴木[2014]は懺悔思想が

Suv の根底にある中心的な思想であったのかという疑問を投げかけ，「『金光明経懺悔品』の主題20 

は懺悔の重要性でもその実践でもなく，『金光明経』の聞法（dharmaśravaṇa）であった」と結論を

付した． 

日野[2014]は Suv「捨身品」における虎ジャータカを取りあげ，漢訳テキストと Skt.原典に相違が

あることを指摘し，「捨身品」に登場する仔虎が漢訳では７匹であるのに対して Skt.，Tib.は５匹と

する点に着目し，虎ジャータカの並行伝本との内容比較を通じて，Suv の Skt.と Tib.テキスト以外25 

は仔虎を５匹とする並行話が存在しないことを指摘した．また Suv「捨身品」の原型となるテキスト

がどのような形を取っていたかを解明しょうと試みた． 

Radich [2014]は真諦訳Suvの「三身分別品」，「業障滅品」，「陀羅尼最浄地品」，「依空満願品」

の源泉資料の解明を試み，『菩薩蔵経』（*Karmāvaraṇapratisrabdhisūtra, T. No. 1491, 24），『大

乗三聚懺悔経』（T. No. 1493, 24），『仏説荘厳菩提心経』（*Bodhisattvadaśabhūmikasūtra, T. No. 30 

307, 10），『仏説大方広菩薩十地経』 （T. No. 308, 10），『仏説解節経』（Saṃdhinirmocanasūtra, T. 

No. 677, 16），『深密解脱経』（T. No. 675, 16），『孔雀王呪経』（Mahāmāyūrīsūtra, T. No. 984, 19），
སྐུ་གསུམ་ལ་འཇུག་པའྲི་སོ་ཞྡེས་བྱ་བའྲི་བསྟན་བཅོས་（*Kāyatrayāvamukhaśāstra, D3980; P5290）などがそれ

らの源泉資料である可能性を指摘した． 
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0.7. 研究の方法 

以上の Suvの研究史を振り返るに，次のような問題点が浮上する． 

Suv の写本，テキスト伝承及びそれらに関する歴史的状況を扱った研究は，ドイツの研究者を

中心になされている．しかし，テキストの翻訳研究は Nobel [1958]による Tib.のドイツ語訳，

Emmerick [1970]による Skt.の英訳の他，目ぼしい研究成果を見ていない．  5 

漢訳，Skt.に対する日本の学者による業績もあるが，漢訳の現代語訳は原典を書き下したもの

に過ぎず，現代の学術水準に即応したものとは言い難い．また Skt.に対する和訳も，漢訳語にか

なり依拠したものである．確かに漢訳語は中国の仏教僧たちがどのようにサンスクリット語を理解し

ようとしたかを知る上で重要な価値を持っている．しかし，サンスクリット語は豊かな造語能力を持

っているので，漢訳語を一律にあてるだけではテキストの正確な解釈を行うことは不可能である．10 

例えば dṛṣṭi（動詞語根 dṛś+KtiN）という語一つを例に取って見ても，Skt.では「見る行為」という意

味にも，「見る手段」すなわち「眼」とも解釈可能である（Cf. Pāṇini 3.3.94: striyāṃ ktin）．しかしこ

れに「見」という漢訳語を一律にあてがってしまえば，本来のSkt.が持つ多様な意味を和訳に正確

に反映させることは不可能になってしまう．19 世紀以来のインド学・チベット学の成果を基に時代

に即応した正確なテキストの訳を与えることが重要である． 15 

Suv はテキスト上の問題を多く含んでおり，翻訳にあたっては広範囲の資料を検討することも必

要となる．翻訳研究の少なさは，先行の研究者がこうした問題を度外視してテキストの内容を扱う

ことに対して慎重な姿勢を取ったことの現れとも考えられる．しかし，「答えが書かれた紙が出てこ

ない限り，答えを出さない」という姿勢を貫いていては，研究が本来の文献学のあるべきあり方か

らますます離れたものとなってしまう．限られた範囲で，最新の研究成果を基にテキスト解釈を進20 

めて行くことが我々に課せられた責務であると筆者は考える．例えば Nobel[1944, 1958]がチベッ

ト語訳に対する校訂テキスト及び翻訳を刊行した当時に比べて，より多くのチベット語訳の版本を

我々は今日参照することが可能なのである． 

Suv の思想史的研究も未だ十分とは言えないのが実情である．Suv の思想史的研究は日本の

学者を中心に行われてきたが，それらは Suvに説かれる中心的な思想とされている仏身論，三身25 

説，懺悔思想，慈悲思想や儀礼などを扱ったものである．しかし，陀羅尼，菩薩十地説，空性説

については，十分と言える研究成果を未だ見ていない．また思想史的研究では漢訳註釈文献に

依拠するものが多く，大乗仏教や密教と言った特定の枠組みの中でしか考察が行われていない．

大乗仏教の思想も，伝統的なバラモン教や初期仏教からの思想を受け継いでいることは渡辺

[1996]が指摘する通りである．このことを意識して，初期仏教から密教までを視野に入れて思想研30 

究を行う必要があろう． 

以上の問題点を考慮に入れ，筆者は本論においてどのような歴史的背景から，空性説，陀羅

尼，菩薩十地説が Suv に説かれたかという問題の解明を試みる．具体的研究方法は次の通りで

ある． 
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本論第一章では，Nobel校訂本を底本として，ナルタン版（N）を中心とする８種の Tib.を補助的

に用いて，Suv における空性説を従来の中国仏教，日本仏教における伝統的な解釈を離れ，初

期仏典から密教経典までを視野に入れた新たな視点から検討し，本経に説かれる空性思想の特

徴を明らかにする． 

本論第二章では，チベット語訳（Tib2）からの和訳に基づいて，Suvに「金勝陀羅尼」が挿入され5 

た理由やそこに説かれる陀羅尼の思想的特徴を明らかにする．テキストの和訳にあたっては漢訳

仏教術語を用いることをなるべく避け，想定されるSkt.を推定した上で現代語訳する．Tib．の版本

としてはラサ版（L），ナルタン版を中心に，チベット大蔵経の東西系統の８種の版本を網羅的に取

り扱う．また Radloff [1930]や Nobel [1958]などの先行訳，並びに漢訳とモンゴル語訳を批判的に

検討し，適宜脚注に示す． 10 

本論第三章では，Suv に菩薩十地説がどのような思想的背景からどのようにして取り入れられ，

そこにどのような思想的特徴が見られるかという問題を，Suv「最浄地陀羅尼品」と『仏説荘厳菩提

心経』などの菩薩十地説を説く先行する大乗経典と内容比較することを通じて解明することを試

みる． 



 

 
 
 
 
 
 

第 I部 

本論 

 
 
 
 
 
 



 
 

 
 
 
 
 

 
第 1章 

「空性品」の研究 

 
 



第 1章 「空性品」の研究 

37 

第 1章 「空性品」の研究 

1.1. 問題の所在 

空（śūnya）とは実体がなく，からっぽなことを指す．空性（śūnyatā）とは空に，性質（bhāva）を表示

する taddhita接辞 taL（Pāṇini 5.1.119: tasya bhāvaḥ tvatalau）が，導入されて派生する抽象名詞で

「空の性質」を意味する．空性は，『雑阿含経』（Saṃyuttanikāya）や『法句経』（Dhammapada）など5 

の初期仏典では無我説や禅定などに関連づけて説かれ1，『二万五千頌般若経』（Pañcaviṃśati-  

sāhasrikāprajñāpāramitā）や龍樹（Nāgārjuna）の『中論』（Madhyamakakārikā）などの大乗仏典論

書では，般若波羅蜜や縁起説などと関連づけて説かれる2． 

                                                   
1 初期仏典において「無我」と「空」との関係を説明している用例は，『雑阿含経』（T. No. 99, 2）と，それに対応する
Saṃyuttanikāyaには次のような形で見られる． 

『雑阿含経』56b23–29: 「世尊．所謂世間空．云何名爲世間空．佛告三彌離提．眼空常恒不變易法空
我所空．所以者何．此性自爾．若色眼識眼觸．眼觸因縁生受．若苦若樂不苦不樂．彼亦空常恒不變

易法空我所空．所以者何．此性自爾．耳鼻舌身意．亦復如是．是名空世間」． 
   [Saṃyuttanikāya IX, 54.2–16] 

suñño loko suñño loko ti bhante vuccati, kittāvatā nu kho bhante suñño loko ti vuccati. yasmā ca kho 
ānanda suññam attena vā attaniyena vā tasma suñño loko ti vuccati. kiñca ānanda suññam attena vā 
attaniyena vā. cakkhuṃ kho ānanda suññaṃ attena vā ttaniyena vā. rūpā suññā attena vā attaniyena vā. 
cakkhuviññāṇaṃ suññam attena vā attaniyena vā. cakkhusamphasso suñño attena vā attaniyena vā, pe. 
yampidam manosamphassapaccayā uppajjati vedayitaṃ sukhaṃ vā dukkhaṃ vā, adukkham asukhaṃ vā, 
tam pi suññam attena vā attaniyena vā. yasmā ca kho ānanda suññam attena vā. attaniyena vā, tasma 
suñño loko ti vuccatī ti. 
藤田[1982: 417–418]: 「尊師よ，〈世間は空である，世間は空である〉と言われる．尊師よ，いったい，ど
の点から〈世間は空である〉と言われるのでしょうか？アーナンダよ，我あるいは我所については空であ

るから〈世間は空である〉と言われる．尊師よ，我あるいは我所については空であるというのは，どういうこ

とでしょうか？アーナンダよ，眼は我あるいは我所については空である．諸色は我あるいは我所につい

て空である．眼識は我あるいは我所については空である．眼触は我あるいは我所については空である．

…耳は…鼻は…舌は…身は…意は…およそ意触を縁として生ずる楽・苦・不苦不楽の受なるものも，我
あるいは我所については空である．アーナンダよ，我あるいは我所については空であるから〈世間は空

である〉と言われる．」 
この箇所を藤田[1982: 418]は「無我説の立場に立って，六根等によって示される世間は空であると説かれる」と

解釈する．また羽矢[1992: 13]は「空によって無我を解説している文章としてよく紹介される」だと指摘する． 
初期仏典において「禅定」と「空」との関係を説明している用例は Dhammapada に次のような形で見られる． 

 [Dhammapada 373] 
 suññāgāraṃ paviṭṭhassa santacittassa bhikkhuno amānusī ratī hoti sammā dhammaṃ vipassato. 
 中村[1978: 62]: 「修行僧が人のいない空屋に入って心を静め真理を正しく観ずるならば，人間を超え 

た楽しみがおこる」． 
「空」と「禅定」について藤田[1982: 436]は，「「空屋」に行くことはほとんどすべて禅定を修することを意味している．

―〔中略〕―空屋における禅定の修習が深まるとき，そこに空の体験が生まれると見ることは，決して無理なことでは
ないであろう」と解釈する．漢訳『法句経』（T. No. 210, 4）は当該箇所を欠く． 
2 「般若波羅蜜」と「空」の関係についての用例として Pañcaviṃśatisāhasrikāprajñāpāramitā の箇所をあげると次の

通りである． 
[Pañcaviṃśatisāhasrikāprajñāpāramitā IV. 72.30] 
punar aparaṃ subhūte prajñāpāramitā lokaḥ śūnya iti jñāpayati. 
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Suvで「空性」を説く「空性品」（śūnyatāparivarta）は，triṣṭubh調（ᴗ – ᴗ – – | ᴗ ᴗ – ᴗ – –）による 33

の偈頌から構成される．内容上の構成から分類すると，「空に関する法」（śūnyadharma）を説く趣旨

が第 1–3 偈で提示される．これが「空性品」の序論にあたる．次の中核となる議論が第 4–21 偈で，

六根（ṣaḍindriya）の働き，六境（ṣaḍviṣaya）の領域，六識（ṣaḍvijñāna）の範囲，［四］大元素

（mahābhūta）の性質，十二縁起（dvādaśāṅgapratītyasamutpāda），五蘊（pañcaskandha）の順に説か5 

れる．第 22–33偈では当該章の要約が示される． 

「空性品」を，大乗経典で説かれる空の分類体系によって分類し註釈したのは，唐代の慧沼の

Chi3 に対する註釈書である『金光明最勝王経疏』である．彼によれば「空性品」では (1)内

（ adhyātma ） ， (2)外（ bahirdhā ）， (3)内外（ adhyātmabahirdhā ）， (4)畢竟（ atyanta ）， (5)無際

（anavarāgra），(6)無散（anavakāra），(7)性（prakṛti），(8)一切法（sarvadharma）という８種の空が説か10 

れているという3．壬生[1987]は Chi3 に対する翻訳で「空性品」の内容を説明するにあたり，慧沼疏

                                                                                                                                                     
渡辺[2013: 136]: 「般若波羅蜜は世間を空であると知らしめる」． 
[Pañcaviṃśatisāhasrikāprajñāpāramitā IV. 73.7–8] 

 punar aparaṃ subhūte prajñāpāramitā tathāgatasya lokaḥ śūnya iti darśayati. 
 渡辺[2013: 136]: 「般若波羅蜜は如来の世が空であると示す」． 
また「縁起」と「空」の関係を説明したものは Madhyamakakārikāに見られる．その用例は次の通りである． 
 [Madhyamakakārikā 24.18–19] 

yaḥ pratītyasamutpādaḥ śūnyatāṃ tāṃ pracakṣmahe | sā prajñaptir || upādāya pratipat saiva madhyamā || 
apratītya samutpanno dharmaḥ kaścin na vidyate | yasmāt tasmād aśūnyo hi dharmaḥ kaścin na vidyate || 
斎藤[1998: 34]: 「縁起をわれわれは空と呼ぶ．それはまた［何かに］依っての表示（仮名）であり，それこ
そが中道である．縁起していないいかなる法（dharma）もないのであるから，それゆえ空でないいかなる
法もない」． 

本章では Madhyamakakārikā における用例をあげたが，「空」と「縁起」の関係は初期仏典にも見られるようである．

藤田[1982: 424–428]は「現在の原始経典を検討してみると，空と縁起とのかかわりを示唆する教説が幾つか見出さ
れる」と Saṃyuttanikāya とそれ対応する『雑阿含経』の用例をあげている． 
3 慧沼とは唐代の法相宗の僧侶である．彼は，瑜伽行唯識文献の『十八空論』（T. No. 1616, 31）や『弁中辺論』（T. 
No. 1600, 31）を基にして，Suv「空性品」を解釈する．『十八空論』，『弁中辺論』は，「空」をそれぞれ 18種，16種に
分類している．『弁中辺論』の 16種の空は，『十八空論』の 18種の空に内包されるものである．慧沼疏（T. No.1788, 
39）が挙げる八種類の空の中の「無際空」と「無散空」は『十八空論』の十八種の空の名前とは訳語の違いが見られ
るが，想定されるサンスクリット語は同一である．『十八空論』中の十八空の並列している箇所は次の通りである． 

『十八空論』861a20–25: 「種類不同．開爲十八．何者．一内空．二外空．三内外空．四大空．五空空．
六眞實空．七有爲空．八無爲空．九畢竟空．十無前後空．十一不捨離空．十二佛性空．十三自相空．

十四一切法空．十五無法空．十六有法空．十七無法有法空．十八不可得空．合此十八爲十六空」. 
『弁中辺論』と Madhyāntavibhāgaśāstra（『中辺分別論』T. No. 1599, 31）における十六種の空性を示す箇所は次

の通りである． 
『弁中辺論』466a3–6: 「此空差別復有十六．謂内空外空内外空大空空空勝義空有爲空無爲空畢竟空
無際空無散空本性空相空一切法空無性空無性自性空」． 
『中辺分別論』452c16–20: 「此空有十六．一内空．二外空．三内外空．四大空．五空空．六第一義空．
七有爲空．八無爲空．九畢竟空．十無前後空．十一不捨空．十 二性空．十三相空．十四一切法空．十
五非有空．十六非有性空」． 

       [Madhyāntavibhāgaśāstra 41.17–18] 
ayamaparaḥ prabhedaḥ ṣoḍaśavidhā śūnyatā, adhyātmaśūnyatā, bahirdhaśūnyatā, 
adhyātmabahirdhaśūnyatā, mahāśūnyatā, śūnyatāśūnyatā, paramārthaśūnyatā, saṃskṛtaśūnyatā, 
asaṃskṛtaśūnyatā, atyantaśūnyatā, anavarāgraśūnyatā, anavakāraśūnyatā, prakṛtiśūnyatā, lakṣaṇaśūnyatā, 
sarvadharmaśūnyatā, abhāvaśūnyatā, abhāvasvabhāvaśūnyatā ca saiṣā samāsato boditavyā． 
長尾[1976: 249]: 「また別な分類として，ここに十六種の空性がある．すなわち，内の空性，外の空性，
内と外との空性，大なる空性，空性の空性，勝義の空性，有為の空性，無為の空性，究極の空性，無始

無終の空性，無消散の空性，本性の空性，相の空性，（仏陀の）あらゆる特性の空性，無という空性，無
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と同じく，空を８種の空に分類している4．古坂[2003]は，慧沼疏の問題点を「解釈に『十八空論』を

直接的に適用した仕方は問題を孕んでいる」と指摘しながら，和訳は漢訳に大部分で依拠してい

る．また解釈についても慧沼の見解を踏襲している部分が多く見られる．しかし『中阿含経』

（Majjhimanikāya）の「大空性経」（Mahāsuññatasutta）を起源とする内空，外空，内外空の三空を除

けば，Suv の空性説に慧沼疏に基づく８種の空にあてる分類は必ずしも妥当ではない5．従って5 

Suv「空性品」の構造を再検討することが必要であるように思われる．また Suv「空性品」における空

性説の説明には身体を「人気のない村」（śūnyagrāma）に，四大元素を四匹の「毒蛇」（āśīviṣa）に譬

える表現など，初期仏典で説かれる表現と共通する特徴が数多く見られる．それが初期仏典から

の直接の影響か，或いは特定の大乗仏典論書を通して受け入れられたかという問題は，未だ解明

されていない．また「智という剣」（jñānāsi）や「一瞬の間に起こった智」（ekakṣaṇapravṛttaṃ tu yaj 10 

jñānaṃ）など，般若経典類で説かれる智慧（prajñā）に関する表現が見られることも，先行研究では

指摘されていない． 

以上の点を踏まえ，本章では慧沼疏が説く８種の空の分類体系に従う先行研究とは異なる観点

から(1)阿含経典類と「空性品」との関係，(2)大乗経典論疏類と「空性品」との関係という２点の解明

を試みる6． 15 

                                                                                                                                                     
を本質としてあることの空性である．要約して，それはまた次のよう（な空性）であると知らねばならな

い」． 
4 慧沼疏は『十八空論』，『弁中辺論』で説かれる空の中から「八種の空」を選び，Suv「空性品」の内容を分析する．
その「八種の空」が慧沼疏と壬生[1987]の分類で言う「空性品」偈頌上の位置づけを示すと次の通りである． 

 
5 『中阿含経』（T. No. 26, 1）における三空の用例と，それに対応するMajjhimanikāyaにおける箇所は次の通りであ

る． 
『中阿含経』738c2–c18: 「阿難．如是比丘持内心住止令得一定．彼持内心住止令一定已．當念内
空．彼念内空已．其心移動不趣向近．不得清澄．不住不解於内空也．―〔中略〕―．彼比丘當念外
空．彼念外空已．―〔中略〕―．彼比丘當念内外空．彼念内外空已」． 
[Majjhimanikāya III, 112.14–30] 
ten’, ānanda, bhikkhunā tasmiṃ yeva purimasmiṃ samādhinimitte ajjhattam eva cittaṃ saṇṭhapetabbam 
sannisādetabbam ekodikātabbam samādahātabbam. so ajjhattaṃ suññataṃ mansikaroti; tassa ajjhattaṃ 
suññataṃ manasikaroto ajjhattaṃ suññatāya cittaṃ pakkhandati pasīdati santiṭṭhati vimuccati. .... so 
bahiddhā suññataṃ manasikaroti; so ajjhattabahiddhā suññataṃ manasikaroti; .... 
片山[2001: 358–359]: 「アーナンダよ，このように比丘は，内に心を確立し，しずめ，専一にし，定めます．
かれは，内に空性を思惟します．内に空性を思惟するかれには，空性によって，心が跳入せず，清まら

ず，確立せず解脱しません．―〔中略〕―．かれは外に空性を思惟します．―〔中略〕―．かれは内外に
空性を思惟します」． 

6 テキストの訳注については〈付論 I「空性品」翻訳研究〉を見よ．Suv「空性品」はサンスクリットテキスト，漢訳，チベ
ット語訳，モンゴル語訳の全ての伝本に存するが，それらの間には偈頌数に相違がある．しかし，内容上大きな相

違は見られない． 

八種の空 慧沼疏 壬生[1987]
内空 第5–8偈前半
外空 第8偈後半–9偈
内外空 第10–15偈
畢竟空 第16偈前半 第16偈
無際空 第16偈後半–20偈 第17偈
無散空 第21偈 第21偈
性空 第22偈 第22偈
一切法空 第23–33偈 第23–25偈

第4–15偈
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1.2. 「空性品」の構成 

1.2.1. 「空性品」序論―第 1–3偈 

Suv「空性品」第 1–3 偈にあたる序論は，「空性」について説く趣旨を挙げる箇所である．同箇所

は，「経典のうちで最も勝れた最高のもの」，「経典の王であり，最も勝れた最高のもの」，「最も勝れ

た王のようなこの経典」という本経の形容句を述べ，「空性」を説く理由を説明する． 5 

[Suv 5.1] 

anyeṣu sūtreṣu acintiyeṣu ativistaraṃ deśita śūnyadharmāḥ | 

tasmād ime sūtravarottamena saṃkṣepato deśita śūnyadharmāḥ || 1 || 

他の考えられない［程多くの］経典の中では，空に関する法は非常に詳細に示されて

いる．したがって，経典のうちで最も勝れた最高のもの（Suv）によって，これら空に関する10 

法を要約して示そう．（1） 

[Suv 5.2] 

sattvo ’lpabuddhir avijānamāno na śakya jñātuṃ khalu sarvadharmāḥ | 

tasmeha sūtrendravarottamena saṃkṣepato deśita śūnyadharmāḥ || 2 || 

智慧が乏しく無知な衆生達は，実にすべての法を知ることができない．したがって，こ15 

こにこの経典の王であり，最も勝れた最高のもの（＝最勝王経，Suv）によって，空に関す

る法を要約して示そう．（2） 

[Suv 5.3] 

anyair upāyair nayahetubhiś ca sattvāna kāruṇyavaśodayārtham | 

prakāśitaṃ sūtravarendram etad yathābhijānanti hi sarvasattvāḥ || 3 || 20 

また，その他諸々の方便や道理や理由を用いて，衆生達に大悲の力を生起させるた

めに，実に，すべての衆生達が理解するように，この最も勝れた王のようなこの経典（Suv）

が説かれるのだ．（3） 

「空に関する教え」については，多くの経典の中では詳細に説かれるが，Suv はそれを略説する

ことを強調する．この趣旨を示す文（第 1–3 偈）には，世尊に相対して教えを告げられる対告者が25 

現れないという特徴があることを壬生[1987: 178]は指摘している．壬生はこの理由を明らかにして

いない．しかし Suv の構成上の流れを考えると「空性品」の前章 Kamalākaraparivarta（Chi1「讃歎

品」，Chi3「蓮華喩讃品」）は世尊が Bodhisattvasamuccayāṃ Kuladevatā（一群の菩薩のうちの優れ

た一族出身の女神，Chi1「地神堅牢善女天」，Chi3「菩提樹神善女天」）という女神に教えを説くこと

から始まる．「空性品」はそれに続いて説かれているから，対告者が登場しない形式が採られてい30 
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ると推測できる．また以下に見る「空性品」の第 16 偈には，「女神よ，汝はこれら諸法を見よ

（paśyāhi tvaṃ devata eta dharmān）」という箇所があり，この「女神」（devatā）は前章の Bodhisattva- 

samuccayāṃ Kuladevatāのことを指していると考えられるから，対告衆が現れないことにも合点が行

く． 

1.2.2. 「空性品」本論―第 4–21偈 5 

人間を物質的要素，或いは精神的要素の観点からみて五つの構成要素に分類したのが，五蘊

である．十二処，十八界は五蘊を認識論の立場から分類したものである7．Suvでは，まず人間の六

つの感覚器官である六根を提示し，次にその六根の対象となる六境を示し，最後に六根と六境を

縁（pratyaya）として生じる識（vijñāna）について論じている．では以下に，六根・六境・六識を Suvは

どのように説明しているかを詳細に見てみよう． 10 

1.2.2.1. 六根―第 4偈 

六根（六内処）とは視覚，聴覚，嗅覚，味覚，触覚という五種の感覚器官に心作用（manas）を加

えたものであり，衆生のもつすべての感覚器官を指す．初期仏典，アビダルマ論書，大乗仏典論

書等における空の分類体系では，この六根を「内空」に分類する8． 

Suvは，身体を人気のない村，六根を六盗賊に譬え，次のように説明する． 15 

 [Suv 5.4] 

ayaṃ ca kāyo yatha śūnyagrāmaḥ ṣaḍ grāmacauropama indriyāṇi | 

tāny ekagrāme nivasanti sarve na te vijānanti paraspareṇa || 4 || 

そして，この身体は人気のない村のように存在している．６つの感官（根）は村に巣くう

盗賊のようなものである．彼等は皆，同一の村に住んでいる．［しかし］彼等は互いを知ら20 

ない．（4） 

『十地経』（Daśabhūmika）においては，「六根」の働き場所として「空村」（śūnyagrāma）の用例が

見られる9．初期仏典には，「空性の住まい（suññatāvihāra）」，「空宅（suññagāra）」または「空舎
                                                   
7 「五蘊」，「十二処」，「十八界」についての詳細な説明は渡辺[2009a: 171]を参照せよ. 
8 初期仏典，アビダルマ論書，大乗仏典論書の用例をあげる．『中阿含経』における内空・外空・内外空について
は本章注５を参照せよ．『大毘婆沙論』（T. No. 1545, 27）における十種の空は次の通りである． 

『大毘婆沙論』37a13–15: 「十種空者．謂内空．外空．内外空．有爲空．無爲空．散壞空．本性空．無際
空．勝義空．空空」. 

『大般若波羅蜜多経』（T. No. 220, 5–7）には十八空や二十空が複数説かれ，その中から一例を示す． 
『大般若波羅蜜多経』13b22–26: 「復次舍利子．若菩薩摩訶薩．欲通達内空．外空．内外空．空空．大
空．勝義空．有爲空．無爲空．畢竟空．無際空．散空．無變異空．本性空．自相空．共相空．一切法空．

不可得空．無性空．自性空．無性自性空．應學般若波羅蜜多」.  
『中辺分別論』における内空・外空・内外空については本章注３を参照せよ． 

9 『十地経』（T. No. 287, 10）における śūnyagrāmaの用例と，それ対応するDaśabhūmikaの箇所は次の通りである． 
『十地経』544a3–6: 「從蘊執藏不能勝進．隨順四種顛倒而行．依止六處空曠聚落．被四大種毒蛇迫逐．
五蘊怨賊之所嬈害受無量苦」. 



究『金光明経』の思想的研究 

42 

（suññageha）」といった「空」に関する記述が多数存在する．例えば『中阿含経』の「小空性経」

（Cūḷasuññatasutta）には，「アーナンダよ，私は今，空性の住まいによって，何度も住んでいます」と

ある10．『中阿含経』の用例について藤田[1982: 433]は「空に関する教説が多く禅定と結合した形

で説かれていることによって知られるが，それについてはまず注目されるのは，禅定を修習する場

として「空屋」に住むことがしばしば説かれていることである」と指摘している． 5 

Suvは，初期仏典などに説かれる修行の場としての「空屋」を修行者そのものとし，そこに巣くう六

盗賊を六根に譬えている．それと対照的に『雑阿含経』では，人気のない村を六根，六盗賊を六境

に譬えている11．当該箇所は，Suv と比喩するものとされるものに違いこそあれ，六根と六盗賊の比

喩を用いる点では共通性を持っていることがわかる．また『大智度論』（Mahāprajñāpāramitā- 

śāstra）は，『雑阿含経』のそれを「波羅蜜」（pāramitā）の意味を説明する時に引用している12． 10 

                                                                                                                                                     
 [Daśabhūmika 18.5–7] 

ātmātmīyābhiniviṣṭā bateme sattvāḥ skandhālayānuccalitāś caturviparyāsānuprayātāḥ 
ṣaḍāyatanaśūnyagrāmasaṁniśritāś caturmahābhūtoragābhidrutāḥ skandhavadhakataskarābhighātitā 
aparimāṇaduḥkhapratisaṁvedinaḥ. 
荒牧[1974: 89]: 「ここなる衆生は，「私」に執着し，「私のもの」に執着している．五種のまよいの存在なる
居宅（諸蘊窟宅）をふみこえることはない．無我を有我などとあやまって思う四種の日常的思惟（四顛倒

行）を追いかけまわす．六種の知覚能力のはたらく地域（六処空聚）に住んでいる．そこに住むなにかの

主体が存在するわけではないにもかかわらず．四種の元素なる毒蛇（四大毒蛇）がどんどんせまってくる．

五種のまよいの存在なる殺人強盗（五蘊怨賊）に，いままさにうち殺されようとする」． 
10 訳は片山[2001: 347]を採用した．『中阿含経』とそれに対応するMajjhimanikāyaの原典は次の通りである． 

『中阿含経』737a4–5: 「阿難．我多行空．彼世尊所説我善知善受爲善持耶」． 
[Majjhimanikāya III, 104.13–14] 
pubbe cāhaṃ, ānanda, etarahi ca suññatāvihārena bahulaṃ viharāmi. 

11 『雑阿含経』における原文と Saṃyuttanikāyaにおける対応箇所は次の通りである． 
『雑阿含経』313b22–c18: 「爾時士夫畏四毒蛇．五拔刀怨．及内六賊．恐怖馳走還入空村．見彼空舍
危朽腐毀．有諸惡物．捉皆危脆無有堅固．人復語言．士夫．是空聚落．當有群賊來必奄害汝．―〔中

略〕―毒蛇者．譬四大地界水界火界風界．―〔中略〕―空村者．譬六内入．―〔中略〕―空村群賊者．

譬外六入處」． 
[Saṃyuttanikāya IV, 173.21–175.10] 
atha kho so bhikkave puriso bhīto catunnam āsīvisānam uggatejānaṃ ghoravisānaṃ bhīto pañcannam 
vadhakānam paccatthikānam bhīto chaṭṭhassa antaracarassa vadhakassa ukkhittāsikassa yena vā tena vā 
palāyetha, so passeya suññaṃ gāmaṃ yaññyad evaṃ gharaṃ paviseyya rittakaññeva paviseyya 
tucchakaññeva paviseyya suññakaññeva paviseyya, yaññayadeva bhājanam parimaseyya tucchakaññeva 
parimaseyya suññakaññeva parimaseyya tucchakaññeva parimaseyya suññakaññeva parimseyya, tam 
enam evam vadeyyuṃ. idāni ambho purisa imam suññagāmaṃ corā gāmaghātakā vadhissanti, yan te 
ambho purisa karaṇīyaṃ taṃ karohīti. ... cattāro āsīvisā uggatejā ghoravisā ti kho bhikkhave catunnetam 
mahābhūtānam adhivacanaṃ, pathavīdhātuyā āpodhātuyā tejodhātuyā vāyodhātuyā, ... suñño gāmo ti kho 
bhikkhave channam ajjhattikānam adhivacanaṃ, ... corā gāmaghātakā ti kho bhikkhave channam 
bāhirānam āyatanānam adbivacanaṃ.  
立花[1940: 273–275]: 「その時比丘等よ，この人威光熾んにして毒気猛烈なる［これ等］四匹の毒蛇を
恐れ，五人の殺人なる怨敵を恐れ，第六の利刄を抜ける闖入者殺人者を恐れて，何処へか逃げ去らん

に，彼空なる村落を見つけ，何れの家か空虚にして住人なきものに入り，何れの器か空虚なるものを手

に取らんに，人々彼に告げてかく言ふとせよ，「汝君よ，今この住人なき村落に村落破壊の群盗入り来ら

ん．汝君よ，汝の当に作すべきことを作せ」と．―〔中略〕―人威光熾んにして毒気猛烈なる四匹の毒蛇

とは比丘等よ，これ地界・水界・火界・風界なる四大の喩語なり．…空なる村落とは比丘等よ，これ六の
内［処］の喩語なり．―〔中略〕―村落破壊の群盗とは比丘等よ，これ六の外［処］の喩語なり」． 

12 『大智度論』（T. No. 1509, 25）の「人気のない村」を六根，「六盗賊」を六境に比喩する箇所は次の通りである． 

『大智度論』145b16–23: 「此聚雖空是賊所止處．汝今住此必爲賊害愼勿住也．―〔中略〕―．空聚是
六情．賊是六塵」． 
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また，身体を人気のない村に譬えている箇所としては，『維摩経』（Vimalakīrtinirdeśa）に「この身

体は空村にも似て」という身体を「空村」に比喩する表現と，「六内処を空村と判断する喜び」という

六根を「空村」と判断する箇所がある13．従って Suv は，初期仏典や大乗仏典に見られる表現を踏

襲していることがわかる． 

1.2.2.2. 六境―第 5–6偈 5 

六境（六外処）とは，五種の感覚器官（五根）の対象となる色，声，香，味，触と意の対象となる法

を指す．この六境は，「内空」の対象として「外空」であると初期仏典などの空の分類体系で説かれ

る． 

Suvは，六根の感覚と心作用の対象としての六境を提示している． 

 [Suv 5.5] 10 
cakṣvindriyaṃ rūpagateṣu dhāvati śrotrendriyaṃ śabdavicāraṇeṣu | 
ghrāṇendriyaṃ gandhavicitrahāri jihvendriyaṃ nitya raseṣu dhāvati || 5 || 

眼根は色に向かって行き，耳根は声という考察対象に[向かって行く]．鼻根は香という

様々なものを奪い，舌根は常に味に向かって行く．（5） 

[Suv 5.6] 15 

kāyendriyaṃ sparśagateṣu dhāvati manendriyaṃ dharmavicāraṇeṣu | 

ṣaḍindriyāṇīti paraspareṇa svakasvakaṃ viṣayam abhikramanti || 6 || 

身根は触にあるものへ向かって行き，意根は法という考察対象に［向かって行く］．以

上のように，六根は互いに各々の対象（六境）に向かって歩いて行く．（6） 

第 5–6 偈で表すような六根と六境の対応関係を示す箇所は，『雑阿含経』の中に殆ど同一の表20 

現が見られる14．当該箇所は，Suvの内容から見て，それの影響を受けたことが推測され得る． 
                                                                                                                                                     

Lamotte [1966–1980: II. 707]: « Bien que ce village soit vide, il sert de halte aux voleurs. Si tu restes ici, 
tu devras prendre garde aux voleurs. Ne reste donc pas ... le village vide, ce sont les six attraits (ruci); les 
voleurs, ce sont les six objets des sens (ṣaḍbāhyāyatana) ». 
梶山・赤松[1989: 160–161]: 「この村は空っぽではあるが，実は盗賊たちの休憩場所である．あなたが
もしここに住めば，必ずかれら盗賊たちに危害を加えられるでしょう．決してここに住んではなりません，

と．―〔中略〕―．人気のない村というのは六つの感覚器官（眼・耳・鼻・舌・身・意）である．盗賊たちとい

うのは六つの対象領域（色・声・香・味・触・法）である」． 
13 『維摩経』（T. No. 475, 14）における原文とそれに対応する Vimalakīrtinirdeśaの箇所は次の通りである． 

『維摩経』539b28: 「是身如毒蛇如怨賊如空聚」. 
  [Vimalakīrtinirdeśa 18.19–20] 
  vadhakāśīviṣaśūnyagrāmopamo ’yaṃ kāyaḥ skandhadhātvāyatanaparigṛhītaḥ. 

高橋・西野[2011: 36]: 「この身体は，死刑執行人，毒蛇，空村にも似て，［五］蘊・［四大］界・［六内］処
にとらわれている」． 
『維摩経』543b2–3: 「樂觀内入如空聚」. 

  [Vimalakīrtinirdeśa 40.7] 
  āyataneṣu śūnyagrāmavivekaratiḥ. 

高橋・西野[2011: 77]: 「［六内］処を空村と判断する喜び」． 
14 『雑阿含経』とそれに対応する Saṃyuttanikāyaにおける原文は次の通りである． 

『雑阿含経』313a14–b13: 「眼根常求可愛之色．不可意色則生其厭．耳根常求可意之聲．不可意聲則
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1.2.2.3. 六識―第 7–10偈 

内なる六種の感覚器官である六根とその六根の対象となる六境とを合わせて十二処という．初

期仏典などにおける空の分類体系では十二処は，「内外空」として扱われる．その十二処を縁とし

生じた心の識別を六識という．Suv は，これを識（vijñāna，［分別や判断などの］認識作用）ではなく，

認識作用を行う認識主体としての citta（心）という語を用いて表している． 5 

 [Suv 5.7–10] 

cittaṃ hi māyopama cañcalaṃ ca ṣaḍindriyaṃ viṣayavicāraṇaṃ ca | 

yathā naro dhāvati śūnyagrāme ṣaḍgrāmacaurebhi samāśritaś ca || 7 || 

実に，心（＝識)は幻のように気まぐれであり，六根は[それぞれの]対象（境）という考察

対象を持つものである．ちょうど人が人気のない村に向かって行き，六人の盗賊と一緒に10 

［村に］身を寄せているように．（7） 

[Suv 5.8] 

cittaṃ tathā ṣaḍviṣayāśritaṃ ca prajānate indriyagocaraṃ ca | 

rūpaṃ ca śabdaṃ ca tathaiva gandhaṃ rasaṃ ca sparśaṃ tatha dharmagocaram || 8 || 

そのような形で心（＝識）は六境に依拠し，感官（六根）の働く領域を見出している．す15 

なわち，色と声と香と味と触，ならびに法という領域である．（8） 

[Suv 5.9] 

cittaṃ ca sarvatra ṣaḍindriyeṣu śakunir iva cañcalam indriyasaṃpraviṣṭam | 

yatra yatrendriya saṃśritaṃ ca tatrendriyaṃ kurvatu jānam ātmakam || 9 || 

そして，心（＝識）は六根全体の中で鳥のように飛び回り，感官の中に入り込み，凡そ20 

どこであれ，感官が依拠するところ，それに対して，感官は認識を自身に属するものとな

                                                                                                                                                     
生其厭．鼻根常求可意之香．不可意香則生其厭．舌根常求可意之味．不可意味則生其厭．身根常求

可意之觸．不可意觸則生其厭．意根常 求可意之法．不可意法則生其厭．此六種根種種行處．種種境
界．各各不求異根境界．此六種根其有力者．堪能自在隨覺境界」． 

        [Saṃyuttanikāya IV, 198.13–25] 
kathañ ca bhikkhave asaṃvaro hoti. idha bhikkhave bhikkhu cakkhunā rūpaṃ disvā piyarūpe rūpe 
adhimuccati, appiyarūpe rūpe vyāpajjati, anupaṭṭhitakāyasatī ca viharati parittacetaso, tañca cetovimuttim 
paññāvimuttiṃ yathābhūtaṃ nappajānāti, yatthassa te uppannā pāpakā akusalā dhammā aparisesā 
nirujjhanti, sotena saddaṃ sutvā, ghānena gandhaṃ ghāyitvā, jivhāya rasaṃ sāyitvā, kāyena poṭṭhabbam 
phusitvā. manasā dhammaṃ viññāya piyarūpe dhamme adhimuccati, appiyarūpe dhamme vyāpajjatī 
anupaṭṭhitakāyasatī ca viharati parittacetaso tañ ca cetovimuttim paññāvimuttiṃ yathābhūtaṃ nappajānāti, 
yatthassa te uppannā pāpakā akusalā dhammā aparisesā nirujjhanti.  
立花[1940: 273–275]: 「比丘等よ，如何が不摂護なる．比丘等よ，ここに比丘あり，眼を以て色を見て愛
すべき色には心を傾け，愛すべからざる色には心を背け，正念を現前せしめず，思慮乏しくして住し，

又かの心解脱慧解脱をも如実に知らず，彼に起る所のかの悪不善の諸法の如き，残りなく滅ぼすことな

し．耳に以て声を聞きて……鼻を以て香を嗅ぎて……舌を以て味を味ひて……身を以て触に触れて
……意を以て法を識りて，愛すべき法には心を傾け，愛すべからざる法には心を背け，正念を現前せし
めず，思慮乏しくて住し，又かの心解脱慧解脱をも如実に知らず，彼に起る所の彼の悪不善の諸法の

如き，残りなく滅ぼすことなし」． 
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す．（9） 

[Suv 5. 10] 

kāyaś ca niśceṣṭa nirvyāpāraś ca asārakaḥ pratyayasaṃbhavaś ca | 

abhūtaparikalpasamutthitaś ca sthitakarmayantram iva śūnyagrāmaḥ || 10 || 

また，身体は静止して活動せず，本質がなく，縁によって生じたものである．虚妄分別5 

（非実在の構想）より生じ，動かなくなった機械のようであり，人気のない村のようである．

（10） 

Suv は，認識主体としての citta（心＝識）を幻に譬え，六根と六境との相互関係を示している．

『中辺分別論』は，「虚妄分別」abhūtaparikalpa を中心に唯識思想と空思想を解説し，「三自性説」

によって初期仏教以来のすべての教理を包摂し，瑜伽行（yogācāra）の具体的な修行法を提示し10 

ている15．Suv も空性の説明にあたり「虚妄分別」という語を採用している点で『中辺分別論』と共通

している．この表現は，慧沼が Suv の「空性説」の説明に『弁中辺論』を引用している一つの根拠で

はないかと推測できる． 

第 4–9偈までは，六根，六境，六識の相互関係を説明し，第 10偈はそれを認識論に基づいてま

とめている．従って第 4–10 偈にあたる箇所は十二処，十八界にまとめられる一切法からなる身体15 

（＝我）について説明している16．また当該箇所は，「その身体（＝我）が本質ない」という「無我説」

の立場に基づき，「空性」を説明していると考えられる． 

1.2.2.4. 四大元素―第 11–17偈 

「空性品」第 11–17 偈では，万物を作りあげる物質的元素である地（kṣiti），水（salila），火（tejas），

風（anila）の四大元素について説いている．そこでは，四大元素を四匹の毒蛇に譬え，それぞれの20 

性質を説明している．肉体としての身体を作る地，水，火，風の物質的な四大元素は，別々の性質

を持ち，互いに対立しているという． 

 [Suv 5.11] 

kṣitiś ca tejo salilānilāś ca grāmāntarasthā sthita deśe deśe | 

paraspareṇaiva sadā viruddhā yathaiva āśīviṣa ekaveśmani || 11 || 25 

地，火，水，風とは村の中に住み，至るところに留まっている．実に，１つの籠に入れら

れた毒蛇のように，互いに常に敵対している．（11） 

                                                   
15 詳細は桂[2012: 12–13]を参照せよ．Madhyāntavibhāgaśāstraの abhūtaparikalpaについて説く箇所は次の通りで
ある． 

 [Madhyāntavibhāgaśāstra 1.2] 
 abhūtaparikalpo’sti dvayaṃ tatra na vidyate | śūnyatā vidyate tvatra tasyāmapi sa vidyate || 

長尾[1976: 232]: 「虚妄なる分別はある．そこに二つのものは存在しない．しかし，そこすなわち虚妄な
る分別のなかに空性が存在し，その空性のなかにまた，かれすなわち虚妄なる分別が存在する」． 

16 森[2001: 69]は「原始聖典には，このほかに「十二処」とか「十八界」という分類方法も見出されるが，これらも衆生
あるいは人間を別の視点から分析したまでのことで，これらも「一切法」の同義語である」と指摘する． 
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[Suv 5.12] 

dhātūragās te ca caturvidhāni dve ūrdhvagāmī dvaya heṣṭagāmī | 

dvayādvayaṃ diśavidiśāsu sarvā naśyanti te dhātubhujaṃgamāni || 12 || 

それら蛇のような要素は４種あり，２つは昇り，２つは下降している．それら蛇のような要

素はすべて２つずつ身体の各処にあり，消滅する．（12） 5 

[Suv 5. 13] 

kṣityuragāś ca saliloragāś ca imau ca heṣṭā kṣayatāṃ vrajete | 

  tejoragāś cānilamārutoragā imau hi dve ūrdhvagatau ca bhonti || 13 || 

そして，これら地という蛇と水という蛇とは下降して，滅する．これら火という蛇と風の気

流という蛇である２匹は上昇する．（13） 10 

四大元素を毒蛇に比喩している記述は『雑阿含経』の中に見られる17．説一切有部は，すべての

物質を形成する依り処として四大元素を説く18．Suv が四つの元素が身体を依り処としていると説い

ている点は，説一切有部の説と共通している．また，『維摩経』や『十地経』の中でも四大元素を四

匹の毒蛇に比喩している箇所がある19．しかし，その四大元素の性質に関する説明をしている点は

                                                   
17 『雑阿含経』とそれに対応する Saṃyuttanikāyaにおける原文は次の通りである． 

『雑阿含経』313b22–c18: 「爾時士夫畏四毒蛇．五拔刀怨．及内六賊．恐怖馳走還入空村．見彼空舍
危朽腐毀．有諸惡物．捉皆危脆無有堅固．人復語言．士夫．是空聚落．當有群賊來必奄害汝．―〔中
略〕―毒蛇者．譬四大地界水界火界風界．―〔中略〕―空村者．譬六内入．―〔中略〕―空村群賊者．
譬外六入處」． 
[Saṃyuttanikāya IV, 173.21–175.10] 
atha kho so bhikkave puriso bhīto catunnam āsīvisānam uggatejānaṃ ghoravisānaṃ bhīto pañcannam 
vadhakānam paccatthikānam bhīto chaṭṭhassa antaracarassa vadhakassa ukkhittāsikassa yena vā tena vā 
palāyetha, so passeya suññaṃ gāmaṃ yaññyad evaṃ gharaṃ paviseyya rittakaññeva paviseyya 
tucchakaññeva paviseyya suññakaññeva paviseyya, yaññayadeva bhājanam parimaseyya tucchakaññeva 
parimaseyya suññakaññeva parimaseyya tucchakaññeva parimaseyya suññakaññeva parimseyya, tam 
enam evam vadeyyuṃ. idāni ambho purisa imam suññagāmaṃ corā gāmaghātakā vadhissanti, yan te 
ambho purisa karaṇīyaṃ taṃ karohīti. ... cattāro āsīvisā uggatejā ghoravisā ti kho bhikkhave catunnetam 
mahābhūtānam adhivacanaṃ, pathavīdhātuyā āpodhātuyā tejodhātuyā vāyodhātuyā, ... suñño gāmo ti kho 
bhikkhave channam ajjhattikānam adhivacanaṃ, ... corā gāmaghātakā ti kho bhikkhave channam 
bāhirānam āyatanānam adbivacanaṃ.  
立花[1940: 273–275]: 「その時比丘等よ，この人威光熾んにして毒気猛烈なる[これ等]四匹の毒蛇を恐
れ，五人の殺人なる怨敵を恐れ，第六の利刄を抜ける闖入者殺人者を恐れて，何処へか逃げ去らんに，

彼空なる村落を見つけ，何れの家か空虚にして住人なきものに入り，何れの器か空虚なるものを手に取

らんに，人々彼に告げてかく言ふとせよ，「汝君よ，今この住人なき村落に村落破壊の群盗入り来らん．

汝君よ，汝の当に作すべきことを作せ」と．―〔中略〕―人威光熾んにして毒気猛烈なる四匹の毒蛇とは

比丘等よ，これ地界・水界・火界・風界なる四大の喩語なり．…空なる村落とは比丘等よ，これ六の内［処］
の喩語なり．―〔中略〕―村落破壊の群盗とは比丘等よ，これ六の外［処］の喩語なり」． 

18 森[2001: 143]は「説一切有部は，物質はどんなものでも地・水・火・風という四つの元素から成り立っていると考え
る」と指摘する． 
19 『維摩経』や『十地経』における四元素を毒蛇に比喩している記述は，それぞれ次の通りである． 
    『維摩経』543b2: 「樂觀四大如毒蛇」. 

[Vimalakīrtinirdeśa 40.7] 
 dhātuṣv āśīviṣaparitulanāratiḥ. 

高橋・西野[2011: 77]: 「諸界（四大）を毒蛇とみなす喜び」.  
『十地経』544a3–6: 「從蘊執藏不能勝進．隨順四種顛倒而行．依止六處空曠聚落．被四大種毒蛇迫逐．
五蘊怨賊之所嬈害受無量苦」. 
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Suvに特有である．さらに『大智度論』は，六根，六境の譬えと同じく『雑阿含経』の四匹の毒蛇を四

大元素に比喩する箇所を引用している20．  

[Suv 5.14] 

cittaṃ ca vijñāna samāśritaṃ ca gatvā yathā pūrvakṛtena karmāṇā | 

deve manuṣyeṣu ca triṣv apāye yathā kṛtaṃ karma bhave pravṛttam || 14 || 5 

[身体は]心と識に依存し，前世に行われた業に従って天，人間，また三悪道に赴いて，

業がなされた通りに，[身体は]輪廻生存の中に起こる．（14） 

[Suv 5.15] 

śleṣmānilaṃ pitta kṣayāntaprāptaṃ kāya mṛto mūtrapurīṣapūrṇaḥ | 

nirabhiramyaḥ kṛmiskandhabhūtaḥ kṣiptaḥ śmaśāne yatha kāṣṭhabhūtaḥ || 15 || 10 

粘液素，体風素，胆汁素は消滅という結末に到達する．[その時，]身体は死んで，糞

尿汚物に満ち溢れ，見るも気持ち悪くて，蛆虫の集まりに等しいものとなって，木片のよう

なもののように，火葬場に投げ捨てられる．（15） 

[Suv 5.16] 

paśyāhi tvaṃ devata eta dharmān katir atra sattvas tatha pudgalo vā | 15 

śūnyā hi ete khalu sarvadharmā avidyataḥ pratyayasaṃbhavāś ca || 16 || 

女神よ，汝はこれら諸法を見よ．この世にどれだけの衆生や個人がいようと，これらの

一切法は実に空であり，無知なるが故に，縁によって生ずるものである．（16） 

[Suv 5.17] 

ete mahābhūta [mahā asaṃbhavāḥ] abhūta [saṁbhūta a]saṃbhavāś ca | 20 

tasmān mahābhūta mayā prakīrtitā yasmāc ca bhūtā hi asaṃbhavāś ca || 17 || 

                                                                                                                                                     
[Daśabhūmika 18.5–7] 
ātmātmīyābhiniviṣṭā bateme sattvāḥ skandhālayānuccalitāś caturviparyāsānuprayātāḥ 
ṣaḍāyatanaśūnyagrāmasaṁniśritāś caturmahābhūtoragābhidrutāḥ skandhavadhakataskarābhighātitā 
aparimāṇaduḥkhapratisaṁvedinaḥ. 
荒牧[1974: 89]: 「ここなる衆生は，「私」に執着し，「私のもの」に執着している．五種のまよいの存在なる
居宅（諸蘊窟宅）をふみこえることはない．無我を有我などとあやまって思う四種の日常的思惟（四顛倒

行）を追いかけまわす．六種の知覚能力のはたらく地域（六処空聚）に住んでいる．そこに住むなにかの

主体が存在するわけではないにもかかわらず．四種の元素なる毒蛇（四大毒蛇）がどんどんせまってくる．

五種のまよいの存在なる殺人強盗（五蘊怨賊）に，いままさにうち殺されようとする」． 
20 『大智度論』における四大元素を四匹の毒蛇に比喩する当該箇所は次の通りである． 

『大智度論』145b10–22: 有人得罪於王．王令掌護一篋．篋中有四毒蛇．―〔中略〕―．篋者人身．四毒
蛇者四大」． 
Lamotte [1966–1980: II. 703–707]: « Un homme s’étant rendu coupable envers le roi, ce dernier lui 
ordonna de prendre en main une malle. Dans cette malle, il y avait quatre serpents venimeux, ... la malle, 
c’est le corps humain; les quatre serpents venimeux, ce sont les quatre grands éléments (caturmahābhūta)  
». 
梶山・赤松[1989: 159–160]: 「ある人が王から処罰された．王はその者の手に一つの箱をしっかり持た
せた．箱の中には四匹の毒蛇がいた．―〔中略〕―．箱とは人間である．四匹の毒蛇とは，地・水・火・風

の四大元素である」． 
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これら元素は偉大であり，生起することがない．生じていない［元素］は生じていて，生

起しないのである．実に，生じているものは生起しない故に，元素と私が名づけた．（17） 

慧沼疏は，第 16 偈の前半が「畢竟空」，偈の後半から第 20 偈までが「無際空」を説明する内容

であると解釈する．壬生[1987]は，第 16偈が「畢竟空」，第 17偈が「無際空」の説明であると述べる．

しかし両者がどのような根拠からそのような分類をしているかは不明である． 5 

第 17偈で説かれる理論は，『金剛般若経』（Vajracchedikā）に説かれる「即非の論理」（AはAで

はない．それ故 A である），つまり物事を否定することによってその物事を肯定するという説明の形

を取っている点で共通性を持っている21． 

この第 11–17 偈で身体（＝一切法）は空であり，縁によって生ずるものであり，それを造る物質的

要素である地，水，火，風は非存在であると強調している．また身体は「縁によって生ずるものであ10 

り，物質的には非存在である」という「無常説」の立場に基づき，「空性」を説明していると考えられ

る． 

1.2.2.5. 十二縁起―第 18–20偈 

 初期仏教以来の基本的教義である十二縁起は，「無明」（avidyā）という根本原因によって「苦し

み」（duḥkha）が生じ，それによってすべてが形成されるということを十二種の因果関係によって示し15 

たものである．これについて Suvは以下のように述べる． 

 [Suv 5.18] 

avidyayā naiva kadāci vidyate avidyataḥ pratyayasaṃbhavāś ca | 

avidyamānaivam avidyayā ca tasmān mayā ukta avidya eṣā || 18 || 

無知なるが故に，如何なる時も［生起しないことを］知ることが決してない．そして，無知20 

なるが故に縁によって生ずるものである．そして，このように［生起しないことが］知られな

いというのは無知によるからである．それ故，これを私は無明という．（18） 

[Suv 5.19–20] 

saṁskāravijñāna sanāmarūpaṃ ṣaḍāyatana sparśa tathaiva vedanā | 

tṛṣṇā upādāna tathā bhavaś ca jātijarāmaraṇaśoka upadravāṇāṃ || 19 || 25 

duḥkhāni saṃsāra acintiyāni saṃsāracakre ca yathā sthitāni | 

abhūta saṃbhūta asaṃbhavāś ca ayoniśaś cittavicāraṇaṃ ca || 20 || 

［縁起とは］行，識，名色，六処，触，全く同様に受，愛，取，同様に有と生と老死，憂

                                                   
21 『金剛般若経』の原文とそれに対する玄奘訳（『大般若波羅蜜多経』）は次の通りである． 

渡辺[2009c: 60.20–21]: prajñāpāramitā tathāgatena bhāṣitā saiva-a-pāramitā tathāgatena bhāṣitā. 
tenocyate prajñāpāramiteti. 
渡辺[2013a: 47]: 「般若波羅蜜であると如来が説かれたもの，それこそが波羅蜜ではないと如来が説か
れているからである．それ故に般若波羅蜜であると呼ばれるのである」． 
『大般若波羅蜜多経』982a9–11: 「如是般若波羅蜜多．如來説爲非般若波羅蜜多．是故如來説名般若
波羅蜜多」． 
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いである．諸々の苦悩と関係する．輪廻における諸々の苦しみは考えられない［ほど多

い］．ちょうど輪廻転生の輪の中にあるように，生じていない［苦しみは］生じていて，生起

しないのである．それを生み出す母胎もなく，心で思案されるものである．（19-20） 

Suvでいう「無明」は，「縁」（pratyaya）によって生じたものである．また生活活動，精神活動，精神

的存在と物質的存在，六種の感官の依り所，感官の接触，感受，愛，執着，存在，生まれること，5 

老，死などの苦しみが無明という原因によって生じる．第19–20偈で説かれるのは，上記の「即非の

論理」で「存在するものは生起しない」（非存在）ことを強調している．以上の第 18–20偈に説かれる

のは，「苦」の原因による十二縁起説である． 

1.2.2.6. 五蘊―第 21偈 

五蘊とは，人間を物質的要素である「色」，精神的要素である「受・想・行・識」の五つにわけたも10 

のである．「空性品」では五蘊を次のように説く． 

[Suv 5.21] 

dṛṣṭīgataṃ chetsyatha ātmanasya jñānāsinā chindatha kleśajālam | 

skandhālayaṃ paśyatha śūnyabhūtaṃ spṛśatha taṃ bodhiguṇaṃ hy udāram || 21 || 
自身（ātman）に関する誤った考えを断ち切れ．智（ཡེ་ཤེས）という剣で煩悩という網を断15 

ち切れ．［五］蘊という住まいは空に等しいものと見よ．実にかの勝れた菩提という性質に

触れよ．(21) 

第 21 偈で説かれる内容は，慧沼疏と壬生[1987]の分類では「無散空」に相当する．しかし両者

がこれを「無散空」の説明であると見做す根拠は不明である． 

人間を構成する五つの要素である五蘊について Suv は，「蘊という住まいは空に等しいものと見20 

よ（skandhālayaṃ paśyatha śūnyabhūtaṃ）」と説いている．当該箇所は Suttanipāta の第五章

（Pārāyanavagga）に説かれる「モーガラージャンよ，常に想いをこらし，自我に執着する見解を打ち

破って，世間を空として観察せよ」22という表現と非常に類似している． 

この第 21 偈は，第４偈から説いてきた六根，六境，六識，四大元素，十二縁起の認識論上の身

体の要素を物質的，精神的な構成要素である五蘊に結びつけ，その「五蘊を空に等しいもの」と見25 

るべきであると述べている．また当該箇所は，「五つの構成要素（五蘊）があり，そして，それらはも

ともと空である」という意味合いで読み取ることもできる23． 

第 4–21偈は，六根，六境，六識からなる十八界，十二縁起，四大元素，五蘊の外的構成要素を

                                                   
22 訳は藤田[1982: 417]を採用する.

 
Suttanipātaにおける原文は次の通りである． 

 [Suttanipāta 1119] 
suññnato lokaṃ avekkhassu mogharāra sadā sato attānudiṭṭhiṃ ūhacca, evaṃ maccutaro siyā: evaṃ 
lokaṃ avekkhantaṃ maccurājā na passatī. 

23 「五つの構成要素（五蘊）があり，そして，それらはもともと空である」という解釈については渡辺[2009a: 139]を参
照せよ. 
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通して空を理解する智慧について説いていると推測できる．それが第 21 偈にある「智という剣で煩

悩という網を断ち切れ」（jñānāsinā chindatha kleśajālam）という智慧の表現から裏付けられよう24． 

1.2.3. 「空性品」結論―第 22–33偈 

1.2.3.1. 不死＝涅槃―第 22–25偈 

不死（amṛta）は，ヴェーダ期以来，諸文献の中に現れる語である．初期仏教でもこの語が多く用5 

いられ，度々涅槃（nirvāṇa）と結びつけられている25．Suv は「不死」という語を使って涅槃を表して

いる26．第 22–25 偈は「勝れた菩提という性質（第 21 偈 cd 句）」が「不死」に他ならず，それは同時

に「涅槃」であることが説かれる． 

 [Suv 5.22] 

vivṛtaṃ ca me amṛtapurasya dvāraṃ saṃdarśitam amṛtarasasya bhājanam | 10 

pravekṣyahaṃ amṛtapurālayaṃ śubhaṃ tarpiṣyahaṃ amṛtarasena ātmanam || 22 || 

そして，私は甘露（＝不死）という城の門を開いた．甘露（＝不死）の液を受ける，かの

器を完全に示した．私は甘露（＝不死）という城の清浄な家に入るだろう．私は甘露（＝

不死）の液で自己を満足させるだろう．(22) 

[Suv 5.23] 15 

parāhatā me varadharmabherī āpūrito me varadharmaśaṅkhaḥ | 

prajvālitā me varadharma ulkā pravarṣitaṃ me varadharmavarṣam || 23 || 

私は勝れた法という太鼓を叩いた．私は勝れた法という法螺貝を吹き鳴らした．私は勝

れた法という松明を灯した．私は勝れた法という雨を降らせた．(23) 

[Suv 5.24] 20 

parājitā me parakleśaśatravaḥ ucchrepitaṃ me varadharmadhvajaṃ hy anuttaram | 

pratāritā me sattva bhavasamudrāt pithitāni me trīṇy apāyapathāni || 24 || 

私は最大の煩悩という敵に勝利した．私は実に，無上の勝れた法という旗を揚げた．

私は衆生を生存の海から救い出した．私は悪道に通じる三つの道を閉ざした．（24） 

[Suv 5. 25] 25 

.......................................................... .......................................................... | 

kleśāgnidāhaṃ śamayitva prāṇināṃ ......................................................... || 25 || 

衆生は煩悩という火に焙られ，依り処もなく，逃げ場もない．［私は］煩悩が心を苦しめ

                                                   
24 「智慧」の種類については渡辺[2009a: 140–141]を参照せよ. 
25 初期仏典における aṃrtaについては雲井[1955: 75–79]を参照せよ． 
26 渡辺[1996: 80]は「「不死」は「悟りの世界」に対応する．仏教の「悟りの世界」は涅槃であり、それがしばしば不死
（aṃrta甘露）と訳されるのは周知の事実である」と aṃrta と涅槃の関係を解釈する． 
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ている衆生を安らかにさせ，冷たい甘露（＝不死）の液で満足させた．（25）27 

第 22偈の内容を慧沼疏と壬生[1987]は「性空」の説明だと解釈する．しかし根拠を示していない．

また壬生[1987]は第 23–25偈，慧沼疏は第 23–33偈を「一切法空」の説明と見做すが，何れもその

根拠を明らかにしていない． 

Suvは第 22–25偈で「不死」という語を用いて涅槃を表す．涅槃とは修行者が目指す最終的な目5 

標である．Suvは「空性品」本論 2.2–2.5までで説いてきた諸説の帰着点を涅槃と結びつけている．

悟りの帰着点である涅槃というのは，悟りの世界に至ったということである．その涅槃に至る手段は

どういうものであるかは次の第 26–33偈で説かれる． 

1.2.3.2 智慧―第 26–33偈 

智慧（悟りの智慧）とは，初期仏教では修行者に悟りを導くものを意味し，智（jñāna）と同じ意味を10 

持っていた．大乗仏教では波羅蜜（pāramitā，彼岸に至った状態）に結びつけられ，悟りを生み出

す知の働きとして重視された．以下 Suvの記述を確認する． 

[Suv 5.26] 

yasyārtha pūrvam aham anekakalpā acintiyā pūjita nāyakā hi | 

caritva bodhāya dṛḍhavratena saddharmakāyaṃ pariyeṣamāṇaḥ || 26 || 15 

そのため，私はかつて数劫の間，実に考えられない程多くの仏に供養した．悟りの知

を求め，堅く誓いを立てて修行し，正しい法の身体（＝涅槃）を探し求めた．（26） 

[Suv 5.27] 

hastau ca pādau ca parityajitvā dhanaṃ hiraṇyaṃ maṇimuktibhūṣaṇam | 

nayanottamāṅgaṃ priyaputradhītarā suvarṇavaiḍūryavicitraratnā || 27 || 20 

両手と両足と財宝，銀，宝石，真珠，装飾品，眼，頭，愛する息子や娘，黄金，瑠璃，

様々な宝石を［捨てた］．（27） 
                                                   
27 この箇所の訳文は Tib.によるものである．その原文は以下の通りである． 
  [D14b3; D2205a5–6; N127a2–3; N2290a5–6; Sa1402a7–b1; Sa278b6–7; Sb1359b1–2; Sb2259a3–4] 

སེམས་ཅན་ཉོན་མོངས་མ་ེཡིས་གདུངས་གྱུར་པ། །རེན་མེད་གྱུར་ཅངི་དཔུང་གཉནེ་མདེ་པ་དག། 
སོག་ཆགས་ཉོན་མོངས་སེམས་གདུངས་ཞི་བྱས་ནས། །བདུད་ར་ིཁུ་བ་བསིལ་བས་ཚམི་པར་བྱས།། ༢༥ 

この箇所に対応する Chi1と Chi3は以下の通りである． 
 [Chi1 340c2–3] 
 「煩惱熾然．燒諸衆生．無有救護．無所依止．我以甘露．清涼美味」． 

[Chi3 424c13–14] 
「煩悩熾火焼衆生．無有救護無依止．清涼甘露充足彼．身心熱悩並皆除」． 

Chi3からの重訳である Tib3と Uig.のそれぞれの現代語訳は以下の通りである． 
Nobel [1958: 172]: „Die Wesen, die das flammende Feuer der kleśas verbrennt und für die es keinen 
Schutz und Schirm gibt noch (etwas, worauf) sie sich stützen (können), mit dem erquickenden Nektar 
(habe ich) diese befriedigt und die Hitze-Qual ihres Körpers und ihres Sinnes ganz beseitigt“. 
Radloff [1930: 203]: „Die im heftigen Feuer der Leidenschaften brennenden Lebewesen, die in Leiden 
schutz- und hülfelosen herrenlos seienden Elenden fühlten sich jetzt wohl nach Herzenslust in der Ruhe 
des ewigen Nirvāṇa. Das Schwachwerden des Körpers, der Zunge und des Sinnes, Alles dies ist 
vollständig geschwunden“. 
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[Suv 5.28] 

chinditvā trisahasrāyāṃ sarvavṛkṣatṛṇavanaspatibhyaḥ | 

……………………. sarvaṁ ca dharaṇīruhaḥ || 28 || 
三千世界におけるすべての草とすべての木と森と大地から生ずるすべてのものを切り，

粉砕し，（28）28 5 

[Suv 5.29] 

cūrṇayitvā ca tat sarvaṃ kuryāc chūkṣmarajopamam | 

cūrṇarāśiṃ karitvā tu yāvad ākāśagocaram || 29 || 

そして，そのすべてを砕き，微細なる塵のようになすであろう．実に，虚空領域に達す

るまで砕かれたものの山を作ってから，（29） 10 

[Suv 5. 30] 

tri śakto bhāgabhinnāya dharaṇīrajasamānivā | 

[sarvasyāḥ trisahasrāyāḥ rajadhātur acintiyaḥ] || 30 || 

大地の塵を３つに分けることができるように，数えきれない三千世界のすべての塵を３

つ分けることもできよう．（30） 15 

[Suv 5. 31] 

.......................................................... 

.......................................................... || 31 || 

すべての衆生の智慧が一人の衆生に集められるとすれば，その智慧で，諸々の塵の

粉を数えられるであろうが，（31）29 20 

                                                   
28 この箇所の訳文は Tib.によるものである．その原文は以下の通りである． 
  [D114b5; D2205a7–b1; N127a5–6; N2290b1–2; Sa1402b3–4; Sa279a2–3; Sb1359b4–5; Sb2259a6–7] 

སོང་གསུམ་ཤངི་ལནོ་ཐམས་ཅད་དང་། །རྩྭ་དང་རྩྭ་རྣམས་ཐམས་ཅད་དང་།། 

ནགས་ཚལ་དག་དང་ས་ལས་ནི། །འཁྲུངས་པ་ཐམས་ཅད་བཅད་གཏུབས་ཏེ།། ༢༨ 
この箇所に対応する Chi2と Chi3は以下の通りである． 

 [Chi2 380a10] 
 「三千大千世界中．所有樹木折爲籌」． 

[Chi3 424c21–22] 
「假使三千大千界．盡此土地生長物．所有叢林諸樹木．稻麻竹葦及枝條」． 

Chi3からの重訳である Tib3と Uig.のそれぞれの現代語訳は以下の通りである． 
Nobel [1958: 173]: „Auch wenn man in der Welt der Dreitausend-grossen-Tausend, was auch immer an 
Dingen auf der Erde wächst, was da vorhanden ist an Wäldern, Bäumen, Reis, Hanf, Bambus, Gräsern, 
Zweigen“. 
Radloff [1930: 203]: „Wenn auch dieses Erd-Wasser, die drei tausend die grossen tausend Reiche, nur 
eine Ebene wäre, eine glatte Fläche wie die Handfläche, und wenn dort lauter Bäume wüchsen und 
dazweischen pflanzen ohne eine Öffnung (zulassen) Schlingpflanzen, Hanf und hartes Schilf und dichtes 
Laubwerk ohne Lücken, wenn man dann alle diese Dinge restlos abschneiden und einernten würde, wenn 
man sie Alle zusammen zerstückeln“. 

29 この箇所の訳文は Tib.によるものであり，その原文は以下の通りである． 
  [D114b6–7; D2205b2; N127a7; N2290b3–4; Sa1402b5–6; Sa279a5; Sb1359b6–7; Sb2259b1–2] 
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[Suv 5. 32] 

sarvasattvātirekebhir jñānavatatarair naraiḥ | 

sarvaṃ gaṇayituṃ śakyaṃ na tu jñānaṃ jinasya ca || 32 || 

すべての衆生を超えていて，一層優れた智を持つ人々ですら，，勝者のすべての智

慧を数えることはできない．（32） 5 

[Suv 5. 33] 

ekakṣaṇapravṛttaṃ tu yaj jñānaṃ ca mahāmuneḥ | 

anekakalpakoṭīṣu na śakyaṃ gaṇayituṃ kvacit || 33 || 

そして，偉大な聖者が抱く一瞬の間に起こった智は，数千劫において如何なるところ

でも，数えることはできない．（33） 10 

第 26–27 偈では，「正しい法の身体」（＝涅槃）を探し求め，そこに到達する手段として「智慧」が

必要であることが述べられる．第 28–33 偈は，その涅槃に到達できる智慧とはどういうものかを説明

している．「空性品」の Skt.では jñānaを「智慧」と「智」の両方の意味を含ませて説かれている．一方，
Tib1&2は ཤེས་རབ（prajñā，智慧）と ཡེ་ཤེས（jñāna，智）に訳し分けている．何れにしてもここで説かれる

智慧は，修行者を悟りに到達させる「智慧」を説いている．そのことは世友（Vasumitra）の『異部宗15 

輪論』（Samayabhedoparacanacakra）や『二万五千頌般若経』などに説かれる，「一刹那」（ekakṣaṇa）

や「一心刹那」（ekacittakṣaṇa）に悟ることができる「智慧」の説と同様の「一瞬の間に起こった智」

（ekakṣaṇapravṛttaṃ tu yaj jñānaṃ）について Suvが説いていることから判断できる30． 

                                                                                                                                                     

སེམས་ཅན་ཀུན་གིས་ཤེས་པ་གང། །དེ་ནི་སེམས་ཅན་གཅིག་གིར་གྱུར།། 
ཤེས་པ་ད་ེཡིས་རྡུལ་རྣམས་ཀི། །ཕེ་མ་བགྲང་བར་བེྱད་ན་ནི།། ༣༡ 

 この箇所に対応する Chi2と Chi3は以下の通りである． 
 [Chi2 380a13] 
 「如是人等如微塵．算此微塵可知數」． 

[Chi3 424c27–28] 
「假使一切衆生智．以此智慧與一人．如是智者量無邊．容可知彼微塵數」． 

Chi3 からの重訳である Tib3と Uig.のそれぞれの現代語訳は以下の通りである． 
Nobel [1958: 173]: „Wenn mann (dann) das Wissen von sämtlichen Wesen – (wenn man) diese Weisheit 
einem einzigen Menschen geben würde, dann mag er wohl mit einem solchen Wissen, das an Mass keine 
Grenzen hat, die Zahl dieser feinen Staub(körner) kennen lernen können“. 
Radloff [1930: 204]: „Wenn man aller Lebewesen weises Wissen vereinigen würde und es auf einen 
einzigen Menschen übertragen würde und ihn so äusserst weise machen würde, und derartige Weise 
zahllos auf dieser Erde wären, so möcheten sie gewiss im Stande sein gefunden zu haben die Zahl jener 
Staubatome“. 

30 「一刹那」や「一心刹那」の『異部宗輪論』（T. No. 2031, 49）やそれの異訳である『十八部論』（T. No. 2032, 49）や
『部執異論』（T. No. 2033, 49）の当該箇所とPañcaviṃśatisāhasrikāprajñāpāramitāの一例を示すと次の通りである． 

『異部宗輪論』15c4–6: 「一刹那心了一切法．一刹那心相應般若知一切法．諸佛世尊盡智無生智恒常
隨轉．乃至般涅槃」． 
『十八部論』18b16–18: 「如來一心知一切法．一念相應慧覺一切法．如來一切時．盡智無生智常現在
前．乃至涅槃」． 
『部執異論』20c4–7: 「如來一心能通一切境界．如來一刹那相應般若．能解一切法．如來盡智無生智．
恒平等隨心而行．乃至無餘涅槃」． 
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1.3. 小結 

Suv「空性品」の構造を内容上(1) 序論，(2) 本論，(3) 結論の三つに区分して考察した．その構

造を図示すると以下の通りである． 

 

 5 

以上「空性品」の内容を慧沼疏が説く８種の空の分類体系に従う先行研究とは異なる観点から

考察した．そこから導かれる結論は次の通りである． 

(1) 「空性品」は十八界に「無我説」，四大元素に「無常説」，十二縁起に「苦」を結び付けて説い

ている．阿含経典類に説かれる体系化された「無我・無常・苦」からなる一切法に基づいて「空」

とは何かを解釈し，五蘊からなる一切法もまた「空」であると説いている． 10 

(2) 「空性品」は，『金剛般若経』で説かれる「即非の論理」，『中辺分別論』で説かれる「虚妄分

別」という大乗仏典論書が空性思想を説明する時に用いる理論や表現を取り入れている．また

十八界，十二縁起，四大元素，五蘊という外的構成要素を通して，空性を理解する智慧につい

て説いている．そのことは般若経典類で説かれる智慧に関する表現（第 21 偈，第 33 偈）が出さ

れることから読み取れる．その空性を理解する智慧こそが，悟りの目的である「涅槃」に至るため15 

の智慧である． 

                                                                                                                                                     
Tsukamoto [2004: 97–98]: “One instant of [the Buddha’s] mind (ekakṣaṇikacitta) contains distinct 
knowledge of all dharmas. [His] wisdom (prajñā), arising in unison with one instant of mind, understands 
all dharmas. In the venerable Buddhas, the knowledge of cessation [of present passions](kṣayajñāna) and 
the knowledge of no more birth [of future passions](anutpādajñāna) operate uninterruptedly until they 
enter final nirvana”. 
[Pañcaviṃśatisāhasrikāprajñāpāramitā V. 153.17–23] 
tad yathā ’pi nāma subhūte arhan sarvamārgeṣu śikṣitvā samyaktvaniyāmam avakrāmati, na ca tāvat 
phalaṃ prāpnoti, yāvan na phalamārgam utpādayati. evam eva subhūte bodhisattvo mahāsattvaḥ 
sarvamārgān utpādya bodhisattvaniyāmam avakrāmati, na ca tāvat sarvākārajñatām anuprāpnoti, yāvan na 
vajropamaḥ samādhiḥ pratilabdho bhavati, tataḥ sa ekalakṣaṇasamāyuktayā prajñayā sarvākārajñatām 
anuprāpnoti. 
渡辺[2009b: 127]: 「例えば阿羅漢がすべての道を学んで正性決定の位に入る．しかし，結果の道に生
じない限り，結果には至らない．全く同じように，スブーティよ，菩薩摩訶薩はすべての道に生じ，菩薩の

確定した状態に入る．しかし，金剛のような三昧を獲得しない限り，すべての形象を知る智慧に至らない．

それから，かの一刹那に相応した般若によって，すべての形象を知る智慧に至る」． 

偈頌 筆者による三区分

第1–3偈 「空性品」序論

第4–10偈 六根／六境／六識 無我

第11–17偈 四大元素 無常

第18–20偈 十二縁起 苦

第21偈 五蘊

第22–25偈

第26–33偈

空を理解するための智慧

説かれる内容

空性を説く理由

甘露（amṛta）＝不死＝涅槃（nirvāṇa）
「空性品」結論

「空性品」本論

空に関する法

（śūnyadharma）＝一切法
空

空

空を理解するための智慧＝

涅槃に至るための智慧
智慧（prajñā）
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第 2章 「金勝陀羅尼品」の研究 

2.1. 問題の所在 

「金勝」（hiraṇyāvatī）とは，「金」を意味する名詞 hiraṇya に taddhita接辞 matUPが導入されてで

きた形容詞 hiraṇyavat（Pāṇini 5.2.94: tad asyāsty asmin iti matup || 8.2.9: mādupadhāyāś ca mator 

vo ’yavādibhyaḥ ||）に taddhita接辞ṄīPが，さらに導入されてできる語である（Pāṇini 4.1.6: ugitas ca 5 

||）．従って hiraṇyāvatīdhāraṇī とは，文字通りには「金を有する陀羅尼」を意味する． 

「陀羅尼」（dhāraṇī）とは，「保つ」を意味する第一類動詞語根 dhṛ（Dhātupāṭha 1.948: dhṛÑ 

dhā́raṇe）から派生する語で，「仏陀の教え」，すなわち「大乗の教義を学習し，心に保つこと」を意

味し，初期大乗経典では菩薩が備えるべき徳性の一つとして説かれて来た 1．『大智度論』

（Mahāprajñāpāramitāśāstra）は，陀羅尼に「能持」（保つもの），「能遮」（遮るもの）という語釈を与10 

え，これを得た菩薩は聞いた教えのすべてを記憶して忘れなくなると述べている2．後に密教が成

                                                   
1 陀羅尼は初期大乗経典『八千頌般若』「薩波陀倫品」（Aṣṭasāhasrikāprajñāpāramitā sadāpraruditaparivarta）など
で言及されており，『法華経』（Saddharmapuṇḍarīka）などの大乗経典類には陀羅尼そのものについて説く「陀羅尼

品」（dhāraṇīparivarta）も現れる．Aṣṭasāhasrikāprajñāpāramitā に説かれる「陀羅尼」についての原文とそれに対応

する漢訳『小品般若波羅蜜経』「薩波陀倫品」（T. No. 227, 8）の箇所は次の通りである． 
[Aṣṭasāhasrikāprajñāpāramitā 244.10–12] 
āryo dharmodgato bodhisattvo mahāsattvo dhāraṇīpratilabdhaḥ pañcābhijñaḥ pūrvajinakṛtādhikāraḥ 
mama saṁparigrāhakaḥ kalyāṇamitraṁ ca. dīrgharātraṁ ca mama tenārthaḥ kṛtaḥ. 
梶山・丹治 [1975: II, 331]: 「聖者ダルモードガタ菩薩大士は秘呪（陀羅尼）を獲得し，五神通をそなえ，
過去の勝者（仏陀）にお仕えし，私の守護者であり，善友である．彼は長いあいだ私の利益をはかってく

ださったのである」（下線筆者）． 
『小品般若波羅蜜経』582a12–14: 「曇無竭菩薩已得陀羅尼諸神通力．已曾供養過去諸佛．世世爲我
善知識．常利益我」. 

Saddharmapuṇḍarīka Dhāraṇīparivarta 395.1–403.9; 鳩摩羅什訳『妙法蓮華経』「陀羅尼品第二十六」（T. No. 
262, 9: 58b8–59b27）; 竺法護訳『正法華経』「総持品第二十四」（T. No. 263, 9: 129c26–130c28）． 
2 『大智度論』（T. No. 1509, 25）における陀羅尼の説明は次の通りである．以下『大智度論』における Skt.術語の還
梵形については Lamotte [1966–1980]に従う． 

『大智度論』95c10–96a04: 「陀羅尼秦言能持．或言能遮．能持者．集種種善法．能持令不散不失．―
〔中略〕―．能遮者．惡不善根心生．能遮令不生．若欲作惡罪．持令不作．是名陀羅尼．―〔中略〕―．

復次得陀羅尼菩薩．一切所聞法以念力故．能持不失」（下線筆者）． 
Lamotte [1966–1980: I. 317–318]: « Dhāraṇī, en langue Ts’in, signifie « Capable de tenir » (dhāraṇa) ou 
« Capable d’empêcher » (vidhāraṇa): « Capable de tenir » : Réunissant toutes sortes de bons Dharma 
(kuśaladharma), la Dhāraṇī les « tient » (dhārayati) pour qu’ils ne soient pas dispersés ou perdus. ... « 
Capable d’empêcher » : Haïssant les racines du mal (akuśalamūla), la Dhāraṇī les « empêche » 
(vidhārayati) de naître. Elle empêche de commettre le mal à ceux qui voudraient le commettie. Voilà ce 
qu’on nomme Dhāraṇī. ... En outre, le Bodhisattva qui possède la Dhāraṇī peut, par la force de son 
souvenir (smṛtibala), retenir et ne pas oublier tous les enseignements qu’il a entendus (śrutadharma) » 
(emphasis mine). 
梶山・赤松[1989: 83–84]: 「ダーラニーとは中国語では「よく保つもの」あるいは「よく遮るもの」を意味す
る．「よく保つもの」とは種々の良い事柄を集め，それを保持して，散らしたり，失ったりさせないことをいう．

―〔中略〕―．「よく遮るもの」とは，不善の根を憎み，それを生じさせないことである．もしひとが罪悪を行
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立して来ると，陀羅尼は真言（mantra）3を包摂する形で説かれるようになる． 

Suvにおける陀羅尼に関する章（parivarta）の思想的位置は，大乗仏典で説かれる「聞持陀羅尼」

（dhāraṇadhāraṇī）4が密教の「真言」と同一と見做されるようになる過程での，中間点とも言える立場

に置かれ得る．従ってこれらの章の研究は，陀羅尼の諸相を明らかにする上では無論のこと，Suv

における陀羅尼品の歴史的位置づけの解明，Suvの成立史研究に資するものである． 5 

「金勝陀羅尼品」に関する先行研究としては，渡邊[1917]，Radloff [1930]，Nobel [1958]，平松

[1983]，壬生[1987]，Lin [2001]らによる翻訳研究および内容概説がある5．Suv におけるその他の

陀羅尼を説く章と同様に6，「金勝陀羅尼品」が(1)具体的にどのように特徴付けられる陀羅尼を説

                                                                                                                                                     
おうと思うと，それ遮って行わせない．これをダーラニーと呼ぶのである．―〔中略〕―，ダーラニーを得た

菩薩は，聞いた教えのすべてを，憶念の力によって記憶して忘れない」（下線筆者）． 
3 以下，「真言」という語を用いるが，これは密教で説かれる「真言」を意図するものであることをお断りしておく．ただ
し，「金勝陀羅尼」で説かれる སྔགས་ を「真言陀羅尼」と訳し，གཟུངས་ は内容に応じて「陀羅尼」，或いは「真言陀羅
尼」と訳す． 
4 『大智度論』は陀羅尼を「聞持陀羅尼」，「分別知陀羅尼」，「入音聲陀羅尼」の三種類に分類する．その漢訳及び
現代語訳の箇所をあげると次の通りである． 

『大智度論』96a5–96a16: 「問曰．是陀羅尼有幾種．答曰．是陀羅尼多種．一名聞持陀羅尼．得是陀羅
尼者．一切語言諸法耳所聞者皆不忘失．是名聞持陀羅尼．復有分別知陀羅尼．得是陀羅尼者．諸衆

生諸法大小好醜分別悉知．―〔中略〕―．復有入音聲陀羅尼．菩薩得此陀羅尼者．聞一切語言音．不

喜不瞋．一切衆生如恒河沙等劫．惡言罵詈心不憎恨」（下線筆者）． 
Lamotte [1966–1980: I. 318–319]: « La première est nommée śrutadharadhāraṇī. Celui qui possède cette 
Dhāraṇī n’oublie jamais les paroles et les enseignements qu’il a entendus de ses oreilles. Il y a aussi la 
vibhajyajñānadhāraṇī. Celui qui la possède connaît en détail les qualités des êtres, leur grandeur ou leur 
petitesse, leur beauté ou leur laideur. .... Il y a enfin la ghoṣapraveśadhāraṇī. Le Bodhisattva qui la 
possède entend toutes espèces de paroles et de sons sans se réjouir ni s’irriter. Tous les êtres, durant des 
Kalpa aussi nombreux que les grains de sable du Gange (gaṅgānadīvālukopamakalpa) pourraient le 
calomnier et l’injurier, il n’éprouverait aucune irritation » (emphasis mine). 
梶山・赤松[1989: 83–84]: 「このダーラニーには多くの種類がある．一つは聞持陀羅尼と名付けられる．
このダーラニーを得る者は，耳で聞くすべての言葉や教えをみな忘れない．これを聞持陀羅尼という．ま

た次に分別知陀羅尼というものがある．このダーラニーを得る者は，もろもろの有情や事物の大小・美酷

を区別して，ことごとく知ることができる．―〔中略〕―．また入音声陀羅尼というものがある．菩薩がこのダ

ーラニーを得れば，いかなる言葉や音声を聞いても，喜びもせず，怒りもしない．たとえあらゆる有情が，

ガンジス河の砂の数ほどのカルパにわたって悪口をいい，罵っても，菩薩は憎んだり，恨んだりしな

い」． 
「聞持陀羅尼」の想定される Skt.は dhāraṇadhāraṇīであることは周知の通りである．しかし Lamotte [1966–1980]

は「聞持陀羅尼」に*śrutadharadhāraṇī という Skt.を想定する．また Daśabhūmika 60.18 には śrutagrahaṇadhāraṇī と
いう「聞持陀羅尼」（『仏説十地経』T. No. 287, 10: 574a27）に相当する Skt.を確認できる．しかし，荒牧[1974: 332]は
当該箇所に「教えを聴聞して理解し，仏法のエッセンス―陀羅尼―」という訳を与え，術語として解釈していない． 
5 陀羅尼品の内容概説および現代語訳については Radloff [1930]，Nobel [1958]，壬生[1987]を参照せよ．「金勝
陀羅尼品」のMong.について石濱[1969]，櫻部[1969]，金岡[1980]を参照せよ．「最浄地陀羅尼品」を始めとする章
の中で平松[1983]らの報告では「陀羅尼浄地陀羅尼品」に 10 種，「金勝陀羅尼品」に１種，「無染著陀羅尼品」に１
種，「如意宝珠陀羅尼品」に６種の陀羅尼が説かれると共通の指摘をする． 
6 本経典は，増補され，発展して行く段階で多数の陀羅尼が挿入されている．Suv で陀羅尼について説く独立した
章（parivarta）としては「最浄地陀羅尼」（*Viśuddhabhūmidhāraṇī），「金勝陀羅尼」（Hiraṇyāvatīdhāraṇī），「無染著
陀羅尼」（*Asaṅgadhāraṇī），「如意宝珠陀羅尼」（*Cintāmaṇi[ratna]dhāraṇī）という４つの章がある．これらの章には
Skt.原典が存在しないが，チベット語訳，漢訳，モンゴル語訳，ウイグル語訳などが伝承されている． 

ས་རྣམ་པར་སྦྱོང་པ་གཟུངས་（最浄地陀羅尼）から想定される Skt.は*Viśuddhabhūmidhāraṇīである．Hiraṇyāvatīdhāraṇī
については Hoernle [1916: 110]を参照せよ．Asaṅgadhāraṇī については『大智度論』（97c05）の「無礙陀羅尼」を
Lamotte [1966–1980: 328]は Asaṅgadhāraṇī と想定する．Suvの ཆགས་པ་མདེ་པའ་ིགཟུངས་（無染著陀羅尼）から基づい
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いているか，(2)何故 Suv に挿入されたか，(3)陀羅尼に関する章が Suv においてどのような意味を

持つかという問題は，未だ解明されていない．本章は，「金勝陀羅尼品」を基に，この三つの問題

点の解明を試みるものである． 

  

                                                                                                                                                     
た想定される*Asaṅgadhāraṇī もそれと同一である．ཡིད་བཞིན་གི་ནྦྱོར་བུའི་གཟུངས་（如意陀羅尼）から想定される Skt.は
*Cintāmaṇidhāraṇīであり，Tib3 ཡིད་བཞིན་གི་ནྦྱོར་བུ་རིན་པྦྱོ་ཆེའ་ིགཟུངས་（如意宝珠陀羅尼）から*Cintāmaṇiratnadhāraṇī と

想定する．Suvの Skt.（Nobel [1937], 泉 [1931]），Chi.，Tib.と Mong.の「陀羅尼品」を対比した位置づけを図示す
ると以下の通りである． 

Nobel本 泉本 Chi1 Chi2 Chi3, Tib3, Mon3 Tib2, Mon2 Tib1, Mon1 

― ― ― 6. 陀羅尼
最浄地 

6. 最浄地陀羅尼   
ཤིན་ཏུ་རྣམ་པར་དག་པའི་
གཟུངས།      
masi teyin böged ariγun 
tarni 

 
6. ས་རྣམ་པར་སྦྱོང་པ།      

orun-i teyin böged 
bisilγaqui kemeküi 

― 

― ― ― ― 8. 金勝陀羅尼    
གསེར་རྒྱལ་གི་གཟུངས། 
             
alta ilaγuγsan tarni 

 
8. གསེར་ཅན་ཞེས་བྱ་བའི་
གཟུངས།    
altatu neretü tarni 

― 

― ― ― 11. 銀主陀
羅尼 

13. 無染著陀羅尼 
མངྦྱོན་པར་ཞེན་པ་མེད་པའི་
གཟུངས།         

iledte sinuqaiqui ügei 
tarni 

 
13. ཆགས་པ་མེད་པའི་གཟུངས།  
 
qoričaqui ügei neretü tarni 

― 

― ― ― ― 14. 如意宝珠品  
ཡིད་བཞིན་གི་ནྦྱོར་བུ་རིན་པྦྱོ་
ཆེའི་གཟུངས།      
čindamani erdeni tarni 

 
14. ཡིད་བཞིན་ག་ིནྦྱོར་བུའ་ི
གཟུངས།    
čindamani erdeni neretü 
tarni 

― 
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2.2. 「金勝陀羅尼品」について 

2.2.1. 構造 

「金勝陀羅尼品」の基本構造は，世尊（bhagavān）が善住（*Supratisthita）菩薩に「金勝陀羅尼」

とはどのようなものかを説く導入の部分（D202a4–b1），陀羅尼を習得する手順を説く部分（D202b1

–203b3），陀羅尼を習得する実践方法を説く部分（D203b3–204a1）という三つの部分から成る． 5 

2.2.2. 定義 

「金勝陀羅尼品」の導入部では，世尊が善住菩薩に「金勝陀羅尼」とは，どのようなものであるか

を説明する．原文は次の通りである7． 

[D202a4–b1; L294b3–295a1; N285b5–286a3; P210a3–7; S174a7–b5; S2245a3–b1; 

Ul169b4–70a1; Ul2236a4–b1] 10 

དེ་ནས་བཅྦྱོམ་ལྡན་འདས་ཀིས་འཁྦྱོར་དེའི་ནང་ན་བྱང་ཆུབ་སེམས་དཔའི་སེམས་དཔའ་ཆེན་པྦྱོ་བདེ་བར་

གནས་པ་ལ་འདི་སྐད་ཅེས་བཀའ་སྩལ་ཏྦྱོ།། 

རིགས་ཀི་བུ་གསེར་ཅན་ཞེས་བྱ་བའི་གཟུངས་འདི་རིགས་ཀི་བུ་འམ་རིགས་ཀི་བུ་མྦྱོ་གང་ལ་ལས་འདས་པ་དང་། 

མ་འྦྱོངས་པ་དང་། ད་ལྟར་གི་སངས་རྒྱས་ཐམས་ཅད་མངྦྱོན་དུ་མཆྦྱོད་ཅངི། བཀུར་བསིར་བྱེད་པར་འདྦྱོད་པས་

གཟུངས་འདི་འཆང་ཞིང་བཟུང་བར་བྱའྦྱོ། །དེ་ཅིའི་ཕིར་ཞེ་ན།  གཟུངས་འདི་འདས་པ་དང་། མ་འྦྱོདས་པ་དང་། 15 

ད་ལྟར་གི་སངས་རྒྱས་བཅྦྱོམ་ལྡན་འདས་རྣམས་ཀི་ཡུམ་ཡིན་པའྦྱོ་ཕིར། གཟུངས་འདི་འཛིན་པའི་བསྦྱོད་ནམས་ཀི་

ཚོགས་རྒྱ་ཆེར་འཕེལ་བར་འགྱུར་རྦྱོ། །འདས་པའི་སངས་རྒྱས་བཅྦྱོམ་ལྡན་འདས་དཔག་ཏུ་མེད་པ་དག་ལ་དགེ་བའི་

རྩ་བ་བསེད་པ་རྣམས་ཀིས་འཛིན་ཅིང་འཆང་བར་འགྱུར་རྦྱོ། །ཚུལ་ཁིམས་རྣམ་པར་དག་པ་མ་ཉམས་ཤིང་སྦྱོན་མེད་

པ་རྣམས་ཀིས་ཆྦྱོས་ཀི་རྣམ་གྲངས་ཤིན་ཏུ་ཟབ་མྦྱོ་འདི་ལ་འཇུག་ནུས་པར་འགྱུར་རྦྱོ།། 
それから，世尊はその集会の中で善住（*Supratisthita）菩薩摩訶薩に次のように語ら20 

れた． 

「善男子よ，金勝という名のこの陀羅尼を，凡そどのような誰善男子・善女人であれ，過

去・未来・現在の一切諸仏に対して供養を行い，恭敬しようと欲するなら，心に保ちしっか

                                                   
7 本章では Tib2 གསེར་ཅན་ཞེས་བྱ་བའི་གཟུངས་ から翻訳を行い，訳語中の固有名詞については Chi3から採用する．本

章で扱うテキストの訳注については〈付論 II「金勝陀羅尼品」翻訳研究〉を見よ． 
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りと理解すべきである．それはなぜかと言えば，この陀羅尼は過去と未来と現在の仏世尊

たちの母であるからである．この陀羅尼を学習する者の一群の福徳は，大きく増大するこ

とになろう．過去の量り知れない程の諸仏に対して善根を生じた者たちは，この［陀羅尼

を］学習し心に保つであろう．［受持する］戒が清浄かつ完全であって，過失のない者た

ちは，この非常に深遠なる法門に入って行くことができるであろう」と． 5 

世尊は善住菩薩に，「凡そどのような誰善男子・善女人であれ，三世の一切諸仏に対して供養

を行い，恭敬しようとする者は『金勝陀羅尼』を学習し，心に保つべきである」という，その理由につ

いて，世尊は「『金勝陀羅尼』は三世の仏世尊たちの母であるからである」と説明する．「三世の仏

世尊たちの母」である「金勝陀羅尼」とは，般若経典類で説かれる般若波羅蜜（prajñāpāramitā）の

ことを指していると考えられる．般若波羅蜜は「過去，現在，未来を通じて一貫して説かれる普遍の10 

教え」8であり，それは「ブッダを生むものとして仏母と称する」9ものであるとも解釈され得ることから

理解できる．従ってここで説かれる「金勝陀羅尼」とは，「学習したものを心に保つ」陀羅尼，すなわ

ち「聞持陀羅尼」のことであり，「仏母」である般若波羅蜜に他ならないことがわかる10．氏家[1984: 

19]が「聴聞能力としての陀羅尼も，空のような普遍的真理を理解し，記憶する」と指摘しているよう

に，「空性」を理解するには，陀羅尼を習得する必要があると経典の編者は判断したようである．こ15 

の理由から経典の編者は化身（nirmāṇakāya）・応身（saṃbhogakāya）・法身（dharmakāya）という三

身説に基づく仏身論を基礎に11，次の「空性」（śūnyatā）を説く章の前提となる陀羅尼を説いている

と推測される． 

2.2.3. 「金勝陀羅尼」を習得する手順 

2.2.3.1. 諸尊の唱名 20 

「金勝陀羅尼品」は，陀羅尼を習得する手順として，まず初めに諸尊の名号を唱え，次に「真言

陀羅尼」12を読誦すべきことを説く．最後に「金勝陀羅尼」によってもたらされる功徳を説明する． 

                                                   
8 氏家[1984: 61]を参照せよ．氏家[1987: 27–29]は「念仏も陀羅尼も空の般若波羅蜜の理解と伝承にかかわってい
た．―〔中略〕―．空三昧の念仏が，般若波羅蜜の憶持で出発した陀羅尼と結びつく」と陀羅尼と般若波羅蜜の関

係を説明する．また氏家[1987: 57–58]は「陀羅尼は，般若経およびその他の大乗経典において菩薩の三昧や智慧
と深い関係をもって説かれている．思うに般若経では，経法とは般若波羅蜜以外の何物でもないのであるから，般

若波羅蜜を忘失しないということは，三昧の実修によって生じる智慧の内容を指している」と陀羅尼と智慧の関係を

説明する． 
9 「仏母」の説明は渡辺[2013: 135]を参照せよ． 
10 渡辺[2013: 135]は「小品系から大品系に発展するなかで，一切智は，道智と一切相智とを加えた三智へと発展
するが，その智を生むものが般若波羅蜜である」と般若波羅蜜から「智慧」が生まれることを説明する．また松長

[1969: 35]は「呪もダラニももとに究極の知恵である般若波羅蜜にほかならない」と指摘する． 
11 Suvにおける仏身論については金岡[1978]を参照せよ． 
12 『瑜伽師地論』（T. No. 1579, 30）には「法に関する陀羅尼」，「意味に関する陀羅尼」，「真言に関する陀羅尼」，
「菩薩が忍をえるための陀羅尼」の四種の陀羅尼を説く．そのうち「真言に関する陀羅尼」すなわち「真言陀羅尼」を

説明する箇所をあげると以下の通りである． 
  [Bodhisattvabhūmi 272.12–14] 
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[D202b1–3; L295a1–4; N286a3–6; P210a7–b1; S174b5–75a1; S2245b1–3; Ul170a1–4; 

Ul2236b1–3] 

དེ་ནས་བཅྦྱོམ་ལྡན་འདས་ཀིས་བཀའ་སྩལ་པ།  གཟུངས་སྔགས་སྒྲུབ་པའི་ཆྦྱོ་ག་ནི།  སྔར་སངས་རྒྱས་བཅྦྱོམ་

ལྡན་འདས་དང་། བྱང་ཆུབ་སེམས་དཔའི་མཚན་འདི་དག་བརྦྱོད་ཅིང་སམེས་རྩེ་གཅིག་པས་ཕག་འཚོལ་ལ། དེ་ནས་

སྔགས་འདི་གདྦྱོན་པར་བྱའྦྱོ།། 5 

ཕྦྱོགས་བཅུའི་སངས་རྒྱས་ཐམས་ཅད་ལ་ཕག་འཚལ་ལྦྱོ། །བྱང་ཆུབ་སེམས་དཔའ་སེམས་དཔའ་ཆེན་པྦྱོ་རྣམས་ལ་

ཕག་འཚལ་ལྦྱོ། །ཉན་ཐྦྱོས་དང་རང་སངས་རྒྱས་དང་། འཕགས་པ་ཐམས་ཅད་ལ་ཕག་འཚལ་ལྦྱོ།། 
それから，世尊は語られた．「陀羅尼を習得する儀礼の手順は，まず始めに仏世尊と

菩薩のこれらのお名前を口にし，一心不乱なる気持ちで頂礼し，それから次の真言[陀

羅尼]を読誦せよ」． 10 

「十方の一切諸仏に頂礼あれ．菩薩摩訶薩たちに頂礼あれ．声聞・縁覚・一切の聖な

る方々に頂礼あれ」． 

陀羅尼を習得する儀礼の手順としては，初めに仏世尊と菩薩の名号を唱えることだという．それ

は，陀羅尼を習得する前提が念仏（buddhānusmṛti）であるということを示している13．念仏は，仏身

を記憶して心に保つことであるから，「金勝陀羅尼品」は，仏身論を基礎に説かれていることを推測15 

できる． 

【五仏への頂礼】 

[D202b3–4; L295a4–6; N286a6–7; P210b1–2; S175a1–2; S2245b3–5; Ul170a4–6; 

Ul2236b3–5] 

                                                                                                                                                     
tatra katamā bodhisattvānāṃ dhāraṇī. samāsataś caturvidhā draṣṭavyā. dharmadhāraṇī arthadhāraṇī 
mantradhāraṇī bodhisattvakṣāntilābhāya ca dhāraṇī. 
それらのうち菩薩たちの陀羅尼とは何か．簡潔に言えば四種類の［陀羅尼が］認められるべきである．

［すなわち］法に関する陀羅尼・意味に関する陀羅尼・真言に関する陀羅尼・菩薩が忍耐力をえるため

の陀羅尼である．  

『瑜伽師地論』542c16–17: 「云何菩薩妙陀羅尼．當知如是妙陀羅尼略有四種．一者法陀羅尼．二者
義陀羅尼．三者呪陀羅尼．四者能得菩薩忍陀羅尼」． 

 [Bodhisattvabhūmi 272.23–273.3] 
tatra mantradhāraṇī katamā. iha bodhisattvas tadrūpaṃ samādhivaśitāṃ pratilabhate yayā yāni 
mantrapadānītisaṃśamanāya sattvānāmadhitiṣṭhanti. tāni siddhāni bhavanti. paramasiddhāny amoghāni 
anekavidhānām ītīnāṃ saṃśamanāya. iyam ucyate bodhisattvasya mantradhāraṇī. 
氏家[1987: 92–93]: そのなか真言ダーラニーとは何か．このばあい菩薩は以下のような，すなわち諸真
言が衆生たちの病をしずめるために加持するとき，多くの病気がしずまるための有効な最高の成就とな

る真言の成就があるような，三昧の自在をえることである」．これが菩薩の真言に関する陀羅尼であると

言われる（下線部分は筆者による補訳である）． 
13 氏家[1987: 27]は「陀羅尼はとくに大乗の教法を記憶して忘れしめない念力（記憶力）の意義と性格を有していた．
その記憶の対象となる大乗の教法とは，説者たる仏によって与えられるものであったから，陀羅尼はかならず念仏を

前提としたのである」と陀羅尼を習得する時の念仏の必要性を説明し，また氏家[1987: 19]は「念仏の目的は空性
の智慧のかくとくであり，正覚の実現にある」と説明する． 
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སངས་རྒྱས་ཤཱཀ་ཐུབ་པ་ལ་ཕག་འཚལ་ལྦྱོ། །ཤར་ཕྦྱོགས་ཀི་སངས་རྒྱས་མི་འཁྲུགས་པ་ལ་ཕག་འཚལ་ལྦྱོ། །ལྦྱོ་

ཕྦྱོགས་ཀི་སངས་རྒྱས་རིན་པྦྱོ་ཆེའི་ཏྦྱོག་ལ་ཕག་འཚལ་ལྦྱོ། །ནུབ་ཕྦྱོགས་ཀི་སངས་རྒྱས་འྦྱོད་དཔག་མེད་ལ་ཕག་འཚལ་

ལྦྱོ། །བྱང་ཕྦྱོགས་ཀིས་སངས་རྒྱས་རྔ་སྒྲའི་རྒྱལ་པྦྱོ་ལ་ཕག་འཚལ་ལྦྱོ།། 

「シャキャムニ（*Śākyamuni）仏に頂礼あれ．東の阿閦（*Akṣobhya）仏に頂礼あれ．南

の宝幢（*Ratnaketu）仏に頂礼あれ．西の阿弥陀（*Amitābha）仏に頂礼あれ．北の天鼓5 

音王(*Dundubhisvara)仏に頂礼あれ」． 

唱えられるべき「五仏」のうち東の阿閦仏，南の宝幢仏，西の阿弥陀仏，北の天鼓音王仏の四方

四仏は，「序」（Nidāna）や第２章「如来寿量」（Tathāgatāyuḥpramāṇa）というSuvの冒頭の２つの章の

中に登場する14．後代に著された「金勝陀羅尼品」の中で，シャカムニ仏の名前が四方四仏の前に

挙げられているのは，先行章である「如来寿量」や第３章「分別三身」（*Kāyatrayavibhāga）という２10 

つの章の中で説かれる仏身論が基礎にあるからである． 

「金勝陀羅尼品」では，色身（rūpakāya）あるいは法身（dharmakāya）仏としてのシャカムニ仏が主

尊として登場しているが，後の密教では，報身（saṃbhogakāya）仏としての毘盧遮那（Vairocana）仏

などが主尊として登場することになる．阿閦仏を始めとする四方四仏が，密教の胎蔵マンダラや金

剛界マンダラにおける四方四仏に引き継がれた，あるいは影響を与えた可能性があることが，以上15 

の Suvに登場する諸尊の名称から推察され得る15． 

【十方諸仏への頂礼】 

[D202b4–203a1; L295a6–b5; N286a7–b7; P210b2–8; S175a2–b2; S2245b5–246a4; 

Ul170a6–4; Ul2236b5–237a3] 

སེང་གི་ཕྦྱོགས་ཀི་སངས་རྒྱས་ཡངས་པའི་དཔལ་ལ་ཕག་འཚལ་ལྦྱོ། །འྦྱོག་གི་ཕྦྱོགས་ཀི་སངས་རྒྱས་སྣང་བ་དམ་20 

པའི་དཔལ་ལ་ཕག་འཚལ་ལྦྱོ། །སངས་རྒྱས་རིན་ཆེན་སིང་པྦྱོ་ལ་ཕག་འཚལ་ལྦྱོ། །སངས་རྒྱས་ཀུན་ཏུ་འྦྱོད་ལ་ཕག་

འཚལ་ལྦྱོ། །སངས་རྒྱས་ཀུན་ཏུ་སྣང་བ་ལ་ཕག་འཚལ་ལྦྱོ། །སངས་རྒྱས་སྦྱོས་མཆྦྱོག་བརྩེགས་པའི་རྒྱལ་པྦྱོ་ལ་ཕག་

འཚལ་ལྦྱོ། །སངས་རྒྱས་པདྨ་དམ་པ་ལ་ཕག་འཚལ་ལྦྱོ། །སངས་རྒྱས་མཉམ་པར་གཟིགས་ལ་ཕག་འཚལ་ལྦྱོ། །སངས་

རྒྱས་རིན་ཆེན་གཙུག་ཏྦྱོར་ཅན་ལ་ཕག་འཚལ་ལྦྱོ། །སངས་རྒྱས་རིན་ཆེན་བླ་མ་ལ་ཕག་འཚལ་ལྦྱོ། །སངས་རྒྱས་རིན་

ཆེན་འྦྱོད་ལ་ཕག་འཚལ་ལྦྱོ། །སངས་རྒྱས་དི་མེད་འྦྱོད་སྣང་ལ་ཕག་འཚལ་ལྦྱོ། །སངས་རྒྱས་སྦྱོབས་པས་བཀྦྱོད་པར་25 

དགྦྱོངས་པ་ལ་ཕག་འཚལ་ལྦྱོ། །སངས་རྒྱས་ཟླ་འདྦྱོ་རྣམ་དག་གྲགས་པའི་ཏྦྱོག་གི་རྒྱལ་པྦྱོ་ལ་ཕག་འཚལ་ལྦྱོ། །སངས་

                                                   
14 「金勝陀羅尼品」の次は「功徳天品」で説かれる． 
15 田中[2013: 115]は Suvにおける四方四仏について「胎蔵と金剛界の四仏は，『金光明経』の四方四仏から，それ
ぞれ別の過程を経て成立した」と推定している．この推定は「金勝陀羅尼品」の五仏を踏まえた結論ではないが，

「金勝陀羅尼品」はそれをさらに明白に物語るものであろう． 
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རྒྱས་མེ་ཏྦྱོག་འྦྱོད་བཀྦྱོད་ལ་ཕག་འཚལ་ལྦྱོ། །སངས་རྒྱས་འྦྱོད་སྣང་རྒྱལ་པྦྱོ་ལ་ཕག་འཚལ་ལྦྱོ། །སངས་རྒྱས་དགེ་འྦྱོད་

དི་མ་མེད་པར་གྲགས་པའི་རྒྱལ་པྦྱོ་ལ་ཕག་འཚལ་ལྦྱོ། །སངས་རྒྱས་སན་རས་གཟིགས་དབང་མི་འཇིགས་པ་ལ་ཕག་

འཚལ་ལྦྱོ། །སངས་རྒྱས་འཇིགས་མེད་གྲགས་པ་ལ་ཕག་འཚལ་ལྦྱོ། །སངས་རྒྱས་རབ་མཆྦྱོག་རྒྱལ་པྦྱོ་ལ་ཕག་འཚལ་ལྦྱོ།། 
「上方の広衆徳（*Puṇyavaipulya）仏に頂礼あれ．下方の明徳（*Puṇyaprabhāsa）仏に

頂礼あれ．宝蔵（*Ratnagarbha）仏に頂礼あれ．普光（*Samantaprabha）仏に頂礼あれ．5 

普明（*Samantaprabhāsa）仏に頂礼あれ．香積王（*Gadharāśrāja）仏に頂礼あれ．蓮華勝

（ *Padmavijaya ）仏に頂礼あれ．王等見（ *Samadarśana ）仏に頂礼あれ．宝髻

（*Ratnaśikhin）仏に頂礼あれ．宝上（*Ratnaguru）仏に頂礼あれ．宝光（*Ratnaprabha）仏

に 頂礼 あ れ ． 無 垢光明 （ *Vimalaprabha ） 仏 に 頂礼 あ れ ． 弁 才荘厳思惟

（ *Pratibhānavyūhacintana ） 仏 に 頂 礼 あ れ ． 浄月 光称相王 （ *Viśuddhacandra- 10 

prabhāyaśolakṣaṇarāja）仏に頂礼あれ．華厳光（*Kusumavyūhaprabha）仏に頂礼あれ．

光明王（*Prabhāsarāja）仏に頂礼あれ．善光無垢称王（*Suprabhāmalayaśorāja）仏に頂

礼あれ．観察無畏自在（*Bhayeśvararāja）仏に頂礼あれ．無畏名称（*Abhayakīrti）仏に

頂礼あれ．最勝王（*Paramavijayarāja）仏に頂礼あれ」． 

五仏の名号を唱えた後，「十方諸仏」の名号を唱えるべきことが説かれる．「十方無量仏」（Chi3 15 

413b10）や「十方世界一切如来」（Chi3 414c28）は，Suv「懺悔」（Deśanā）と「滅業障」（*Nirodha- 

karmāvaraṇa）という２つの章に数箇所用例が見られるが，上方の広衆徳仏や下方の明徳仏を始め

とする諸尊の具体的な名称は挙がっていない． 

「十方諸仏」の用例は，『六度集経』（T. No. 152, 3: 3a25）や『摩訶般若波羅蜜経』（T. No. 223, 

8: 219c01）などの経典中にあるので，「金勝陀羅尼品」も先行経典に説かれる要素を受け継いでい20 

ることがわかる．しかし諸尊の名称を具体的に説くという特徴が「金勝陀羅尼品」にはある16．それは

「口称念仏」の思想の影響を受けた結果であろう．以上のように「金勝陀羅尼品」は，Suv「如来寿

量品」に説かれる仏身論に基づいた「観念の念仏」の思想から「口称の念仏」の思想が現れる過程

の一側面を示している． 

【菩薩への頂礼】 25 

[D203a1–4; L295b5–296a3; N286b7–287a5; P210b8–211a3; S175b2–6; S2246a4–b1; 

Ul170b4–71a1; Ul2237a3–7] 

བྱང་ཆུབ་སེམས་དཔའ་སེམས་དཔའ་ཆེན་པྦྱོ་སན་རས་གཟིགས་དབང་ཕྱུག་ལ་ཕག་འཚལ་ལྦྱོ། །བྱང་ཆུབ་སེམས་

                                                   
16 Suv は十方諸仏としてシャキャムニ仏と四方四仏の他に，20 の仏の名号をあげる．それと対照的に『仏説観仏三
昧海経』（T. No. 643, 15: 678a8–19）は，四方四仏を含む十方仏をあげる．それが「東方善徳仏，南方栴檀徳仏，西
方無量明仏，北方相徳仏，東南方無憂徳仏，西南方寶施仏，西北方花徳仏，東北方三乘行仏，上方広衆徳仏，

下方明徳仏」である．また『仏説観仏三昧海経』と同様の十方仏をあげるのが『十住毘婆沙論』（T. No. 1521, 26: 
41b7–11）である．それらと Suvが，共通の名号を持つのが「上方広衆徳仏」と「下方明徳仏」である． 
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དཔའ་སེམས་དཔའ་ཆེན་པྦྱོ་སའི་སིང་པྦྱོ་ལ་ཕག་འཚལ་ལྦྱོ། །བྱང་ཆུབ་སེམས་དཔའ་སེམས་དཔའ་ཆེན་པྦྱོ་ནམ་

མཁའི་སིང་པྦྱོ་ལ་ཕག་འཚལ་ལྦྱོ། །བྱང་ཆུབ་སེམས་དཔའ་སེམས་དཔའ་ཆེན་པྦྱོ་འཇམ་དཔལ་ལ་ཕག་འཚལ་

ལྦྱོ། །བྱང་ཆུབ་སེམས་དཔའ་སེམས་དཔའ་ཆེན་པྦྱོ་ཕག་ན་རྦྱོ་རེ་ལ་ཕག་འཚལ་ལྦྱོ། །བྱང་ཆུབ་སེམས་དཔའ་སེམས་

དཔའ་ཆེན་པྦྱོ་ཀུན་ཏུ་བཟང་པྦྱོ་ལ་ཕག་འཚལ་ལྦྱོ། །བྱང་ཆུབ་སེམས་དཔའ་སེམས་དཔའ་ཆེན་པྦྱོ་བླྦྱོ་གྲྦྱོས་མི་ཟད་པ་

ལ་ཕག་འཚལ་ལྦྱོ། །བྱང་ཆུབ་སེམས་དཔའ་སེམས་དཔའ་ཆེན་པྦྱོ་མཐུ་ཆེན་ཐྦྱོབ་པ་ལ་ཕག་འཚལ་ལྦྱོ། །བྱང་ཆུབ་5 

སེམས་དཔའ་སེམས་དཔའ་ཆེན་པྦྱོ་བྱམས་པ་ལ་ཕག་འཚལ་ལྦྱོ། །བྱང་ཆུབ་སེམས་དཔའ་སེམས་དཔའ་ཆེམ་པྦྱོ་ལེགས་

པའི་བླྦྱོ་གྲྦྱོས་ལ་ཕག་འཚལ་ལྦྱོ།། 
「観自在（*Avalokiteśvara）菩薩摩訶薩に頂礼あれ．地蔵（*Kṣitigarbha）菩薩摩訶薩

に頂礼あれ．虚空蔵（*Ākāśāgarbha）菩薩摩訶薩に頂礼あれ．文殊（*Mañjuśrī）菩薩摩

訶薩に頂礼あれ．金剛手（*Vajrapāṇi）菩薩摩訶薩に頂礼あれ．普賢（*Samantabhadra）10 

菩薩摩訶薩に頂礼あれ．無尽意（*Akṣayamati）菩薩摩訶薩に頂礼あれ．大勢至

（*Mahāsthāmaprāpta）菩薩摩訶薩に頂礼あれ．弥勒（*Maitreya）菩薩摩訶薩に頂礼あ

れ．善思（*Sādhumati）菩薩摩訶薩に頂礼あれ」． 

最後に現れるのが観自在菩薩を初めとする十の菩薩の名称である．これら十の名称は，前々章

「最浄地陀羅尼」（*Viśuddhabhūmidhāraṇī）という章で説かれる菩薩十地の思想を深く意識して説15 

かれたことが考えられ，菩薩十地の思想が根底にあることがわかる．またこのことは「最浄地陀羅尼

品」では，「十地」，「十波羅蜜」，「十の三昧」，「十の陀羅尼」のすべてが，菩薩の十地に一つずつ

対応する形で説かれるという特徴からも推察され得る． 

密教では観自在菩薩を始めとするこれらの菩薩は，マンダラに描かれ，配置されることになる．

「金勝陀羅尼品」が，密教のマンダラに影響を与えた可能性が高いことは次の根拠から指摘され得20 

る．すなわち，密教における「標準型八大菩薩」の中から除蓋障（*Sarvanīvaraṇaviṣkambhin）17を

除いたそのすべての菩薩が「金勝陀羅尼品」に登場しているからである18． 

2.2.3.2. 真言陀羅尼の読誦 

「金勝陀羅尼品」は次に「真言陀羅尼」（Mantradhāraṇī）を読誦すべきことを説く．そこで説かれる

「真言陀羅尼」は，次の通りである． 25 

[D203a4–a5; L296a3–a4; N287a5–a6; P211a3–a4; S175b6–b7; S2246b1–b2; Ul171a1–a2; 

Ul2237a7–a8] 
                                                   
17 田中[1987: 264]，Tib. སིྒྲབ་པ་ཐམས་ཅད་རྣམ་སེལ་Sarvanīvaraṇaviṣkambhī: Mvy 651，頼富[1990: 624]は Viṣkambhin
と還梵する． 
18 「標準型八大菩薩」については頼富[1990: 609–612]を参照せよ． 
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དེ་དག་ལ་ཕག་འཚལ་ནས་གཟུངས་འདི་གདྦྱོན་པར་བྱའྦྱོ།། 

།།ན་མྦྱོ་རཏྣ་ཏྲ་ཡཱ་ཡ། ཏདྱཐཱ། ཀུ་ཊི་ཀུ་ཊི་ནི་ཨི་མི་རི་ཏྦྱོ། ཀྦྱོཤཎི། ཨི་མི་རི་ཎི། ཨི་རཱི་སྭཱ་ཧཱ།། 

「彼らに頂礼してから次の［真言］陀羅尼を読誦せよ． 

三宝に頂礼あれ．すなわち kuṭikuṭini imirito kośani imiriṇi irī幸いあれ」． 

「金勝陀羅尼品」では，「聞持陀羅尼」を習得する段階で「真言陀羅尼」が読誦されるが，それが5 

もたらす効力についての説明は与えられない．しかし前々章「最浄地陀羅尼品」は，十地各地のそ

れぞれで読誦される「真言陀羅尼」が各地にある菩薩を，諸々の災厄から護る守護呪としての効力

を発揮することを説く．従って「金勝陀羅尼品」で説かれる「真言陀羅尼」は，「聞持陀羅尼」を習得

する過程の一つの手順となっていることがわかる．当該箇所は「真言陀羅尼」を読誦する直前に念

仏すべきことを説くので，成仏を目的にしていると考えられる．それが後の密教における即身成仏10 

をもたらす「口密」（vāc）の真言へと発展したと思われる19．当該箇所は「聞持陀羅尼」から「口密」の

真言へと思想的に発展する過程の一側面を示していると推測される． 

2.2.3.3. 「金勝陀羅尼」のもたらす功徳 

 多くの大乗経典は陀羅尼がもたらす功徳を説く20．「金勝陀羅尼品」もその例外ではない．その原

文は次の通りである． 15 

[D203a5–b3; L296a4–b5; N287a6–b7; P211a4–b2; S175b7–76b1; S2246b2–247a2; 

Ul171a2–b2; Ul2237a8–b7] 

དེ་ནས་བཅྦྱོམ་ལྡན་འདས་ཀིས་བྱང་ཆུབ་སེམས་དཔའ་བདེ་བར་གནས་པ་ལ་བཀའ་སྩལ་པ། གཟུངས་འདི་ནི་

དུས་གསུམ་གི་སངས་རྒྱས་རྣམས་ཀི་ཡུམ་ཡིན་པའི་ཕིར་རིགས་ཀི་བུ་འམ་རིགས་ཀི་བུ་མྦྱོ་གང་ལ་ལ་ཞིག་གིས་

གཟུངས་འདི་འཆང་ཞིང་འཛིན་ན་བསྦྱོད་ནམས་ཀི་ཚོགས་ཚད་མེད་དཔག་ཏུ་མེད་པ་དག་འཕེལ་བར་འགྱུར་20 

རྦྱོ། །གྲངས་མེད་པའི་སངས་རྒྱས་རྣམས་ལ་བཀུར་སི་དང་། མཆྦྱོད་པ་དང་། རིམ་གྲྦྱོ་དང་། བསྔགས་པར་བྱས་པར་

འགྱུར་རྦྱོ། །སངས་རྒྱས་དེ་རྣམས་ཀིས་ཀང་བླ་ན་མེད་པ་ཡང་དག་པར་རྦྱོགས་པའི་བྱང་ཆུབ་ཏུ་དེ་ལ་ལུང་སྦྱོན་པར་

འགྱུར་རྦྱོ།། 
                                                   
19 「口密」とは，密教の行者（Yogin）が成仏を目指して手に印を結び，口に真言を読誦し，心に本尊の観想を行う
「三密」（身[vāc]，口[kāya]，意[citta]）の一つである．氏家[1987: 170]は「口密の真言の発生と同時に諸仏が発生し，
ただちに曼荼羅の世界に溶け込み，我と本尊の入我我入が実現する．―〔中略〕―．真言の発生にいたるまでの，

真言行者の機根など種々の条件が必要であるが，ひとたび真言が発生されれば，ただちに自身が如来に加持され

て曼荼羅中に即身成仏できる」のが密教の解脱観の特色と基本であると述べている． 
「金勝陀羅尼品」は諸仏の名号を唱え，その後真言を読誦する．それがマンダラの中で実践される．しかし「金勝

陀羅尼品」では真言を読誦すれば，即身成仏できると判断し難い．ただし「金勝陀羅尼品」は「聞持陀羅尼」から即

身成仏できる「口密」の真言へと発展する過程の一側面を示している． 
20 『大智度論』（T. No. 1509, 25: 408a19–27）は，20 種の陀羅尼のもたらす功徳について説く． 
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བདེ་བར་གནས་པ་གང་ཞིག་གཟུངས་སྔགས་འདི་འཆང་བ་དེས་གྦྱོས་དང་། བསྦྱོད་སྦྱོམས་དང་། རིན་པྦྱོ་ཆེ་

དང་། མང་དུ་ཐྦྱོས་ཤིང་མཁས་པ་དང་། ནད་མེད་ཅིང་ཚེ་རིང་བ་ལ་སྦྱོགས་པ་ཡིད་བཞིན་དུ་འཐྦྱོབ་སེ། བསྦྱོད་

ནམས་ཤིན་ཏུ་མང་དུ་འཕེལ་ལྦྱོ། །ཅི་དང་ཅི་འདྦྱོད་པ་དེ་དང་དེ་ཐམས་ཅད་གྲུབ་པར་འགྱུར་རྦྱོ།། 

བདེ་བར་གནས་སྔགས་འདི་འཆང་ཞིང་འཛིན་ན། བླ་ན་མེད་པ་ཡང་དག་པར་རྦྱོགས་པའི་བྱང་ཆུབ་མ་ཐྦྱོབ་ཀི་

བར་དུ་རྟག་པར་བྱང་ཆུབ་སེམས་དཔའ་གསེར་གི་གྲྦྱོང་ཁེར་རི་བྦྱོ་དང་། བྱང་ཆུབ་སེམས་དཔའ་བྱམས་པ་དང་། 5 

བྱང་ཆུབ་སེམས་དཔའ་རྒྱ་མཚོ་དང་། བྱང་ཆུབ་སེམས་དཔའ་ཀུན་ཏུ་སན་རས་གཟིགས་དབང་ཕྱུག་དང་། བྱང་ཆུབ་

སེམས་དཔའ་འཇམ་དཔལ་དང་། བྱང་ཆུབ་སེམས་དཔའ་པིང་ག་ལ་ཆེན་པྦྱོ་ལ་སྦྱོགས་པ་དང་། ལན་ཅིག་ཏུ་གནས་

ཏེ། བྱང་ཆུབ་སེམས་དཔའ་དེ་རྣམས་ཀིས་སྲུང་བར་བྱེད་དྦྱོ།། 
その時，世尊は善住菩薩に語られた．「この陀羅尼は三［世］の諸仏の母であるから，

凡そどのような善男子・善女人あれ，この陀羅尼を心に保ちしっかりと理解するならば，10 

無量無数の一群の福徳が増すことになるだろう．［その善男子・善女人は］無数の仏たち

に敬礼し，供養し，身の回りのお世話をして讃えたことになろう．かの仏たちも彼らが無上

正等菩提を［得ること］を予言するであろう」． 

「善住よ，この陀羅尼を心に保つ者は衣と施物と宝石，非常に学識があって賢明なる

者の性質，無病と長寿を始めとするものを思いのままに獲得して，福徳を非常に大きく増15 

大させる．望むものを何でもすべて成就させることになろう」． 

「善住よ，この陀羅尼を心に保ちしっかりと理解するならば，無上正等菩提を獲得しな

い間に，常に金城山菩薩（*Kāñcananagaragiri）・弥勒菩薩・大海菩薩（*Sāgara）・観自在

菩薩・文殊菩薩・大ピンガラ（*Mahāpiṅgala）菩薩などと一緒に住し，かの菩薩たちによっ

て守られるであろう」． 20 

ここで説かれる陀羅尼の功徳とは，(1)福徳が増大すること，(2)所願を成就させること，(3)無上正

等菩提を獲得しない段階で，常に金城山などの６つの菩薩と一緒に住むことができ，菩薩たちによ

って守護されることの三つである． 

2.2.4. 「金勝陀羅尼」を習得する実践方法 

「金勝陀羅尼品」の末尾では，陀羅尼を習得する実践方法が述べられる．その記述は次の通り25 

である． 

[D203b3–204a1; L296b5–297a6; N287b7–288a7; P211b2–7; S176b1–77a1; S2247a2–b1; 

Ul171b2–72a2; Ul2237b7–238a6] 

བདེ་བར་གནས་པ་། གཟུངས་འདི་སྒྲུབ་པའི་ཆྦྱོ་ག་ནི་འདི་ཡིན་པར་ཤེས་པར་བྱའྦྱོ། །ཐྦྱོག་མར་བཟླས་བརྦྱོད་ཁི་
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རྩ་བརྒྱད་ཚང་བར་བཟླས་པས་བསེན་པར་བྱའྦྱོ། །དེ་ནས་ཁང་པ་དབེན་པའི་ནང་དུ་དཀིལ་འཁྦྱོར་བྱས་ཏེ། ཚེས་

བཅུ་དྲུག་གི་ཉིན་པར་ཁྲུས་བྱས་ཏེ། གྦྱོས་གསར་པ་གྦྱོན་ཏེ་བདུག་པ་དང་། མེ་ཏྦྱོག་དང་། ཞལ་ཟས་སྣ་ཚོགས་མང་པྦྱོ་

ལ་སྦྱོགས་པས་མཆྦྱོད་པ་བྱ་ཞིང་དཀིལ་འཁྦྱོར་གི་ནང་དུ་ཞུགས་ནས། ཐྦྱོག་མར་སྔར་སྦྱོས་པའི་སངས་རྒྱས་དང་། 

བྱང་ཆུབ་སེམས་དཔའ་རྣམས་ཀི་མཚན་ནས་བརྦྱོད་དེ།  གུས་པར་ཕག་འཚལ་ཞིང་སིག་པ་བཤགས་ནས།  པུས་མྦྱོ་

གཡས་པའི་ལ་ང་ས་ལ་བཙུགས་ཏེ།  སྔགས་དེ་སྦྱོང་རྩ་བརྒྱད་ཚང་བར་བཟླས་སྦྱོ།། 5 

དེ་ནས་ལུས་བསྲང་ཏེ་འདུག་ནས། ཅི་འདྦྱོད་པ་དེ་བསམ་པར་བྱའྦྱོ། དེ་ནས་ཉ་ིམ་ཤར་བར་དཀིལ་འཁྦྱོར་གི་

ནང་དུ་ཁ་ཟས་གཙང་མ་ཟ་གཅིག་ཏུ་བཟའ་བར་བྱའྦྱོ། །དེ་ནས་ཞག་བཅྭ་ལྔ་ལྦྱོན་པ་དང་། གཟྦྱོད་དཀིལ་འཁྦྱོར་དེ་

ནས་འབྱུང་བར་བྱས་ཏེ། མི་དེ་ནི་བསྦྱོད་ནམས་དང་། གཟི་བརིད་ཀི་མཐུ་བསམ་གིས་མི་ཁབ་པ་དང་ལྡན་ཞིང་། 

བསམ་པ་ཐམས་ཅད་ཡྦྱོངས་སུ་རྦྱོགས་པར་འགྱུར་རྦྱོ།། 

གལ་ཏེ་བསམ་པ་མ་གྲུབ་ན་ཡང་དཀིལ་འཁྦྱོར་དེར་ཞུགས་ན། བསམ་པ་ཡྦྱོངས་སུ་རྦྱོགས་པར་འགྱུར་བས།  དེ་10 

ཕིན་ཅད་ཀང་རྟག་ཏུ་རེས་སུ་དན་པར་བྱའྦྱོ།། 
「善住よ，この陀羅尼を習得する方法は次の通りであると知るべきである．まず始めに

低唱し，一万八回余すところなく低唱して勤行をなすべきである．次に人気のない家の

中にマンダラを造り，十六日の昼に沐浴をなして，新しい衣を着て，焼香と花と様々な施

食をはじめとするものを用いて供養をなし，マンダラの中に入ってから，そこで，まず以前15 

に説かれた仏，菩薩たちの名号を唱え，恭敬し，頂礼し，罪を告白し（懺悔し），右の膝

骨を地につけ，かの真言陀羅尼を一千八回きっちり低唱せよ」． 

「それから身体をまっすぐに起こしてから坐り，望むもののことを考えよ．それから太陽

が昇る（日の出の）時にマンダラの中で清浄な食物を一回の食事として食べるべきである．

それから十五日が経過してから，その時点でかのマンダラから出よ．するとその人は福徳20 

と想像できない威光の力を備えて一切の望みを完全に満たすことになろう」． 

「もし，望みが成就しないならば，再びそのマンダラの中に入れば，望みを満たせるで

あろうから，それからも常に［陀羅尼を］想念すべきである」． 

当該箇所ではまず初めに「聞持陀羅尼」を習得するための実践がマンダラの中で行われることを

説く．次に先述（2.3.2）の「真言陀羅尼」を読誦すべきことが強調される．「聞持陀羅尼」を習得する25 

過程で「真言陀羅尼」を読誦する．この二種の陀羅尼をマンダラに結びつけている点は大変興味

深い21． 
                                                   
21 氏家[1984: 140]は「真言陀羅尼を成就する法式（持呪法）が説かれる」と解説する．しかし筆者は当該箇所は，
「金勝陀羅尼」を習得する実践方法を説く中で，真言陀羅尼を説いている．それを成就する法式については説いて

いないと判断する．また氏家[1984: 140–141]は「マンダラ的な要素をもつ憶持の陀羅尼が真言化していく過程が感
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氏家[1984: 141]は「憶持の陀羅尼は純密の成立期にはマンダラのなかに吸収されてしまったの

ではないか」と推定する22．しかし，「金勝陀羅尼品」の陀羅尼を習得する儀礼実行の手順の記述

を踏まえれば，マンダラは，「聞持陀羅尼」を習得するための手段と見なされていると言えよう．「金

勝陀羅尼品」に現れるマンダラに関しては，その中でシャカムニ仏や四方四仏，十方諸仏，諸菩薩

の名号を唱える必要性が説かれるが，具体的にどのように諸尊を配置し，描くべきかについては説5 

かれていない．これらが説かれるようになるのは，後の胎蔵マンダラや金剛界マンダラが現れる段

階においてである． 

2.3. 小結 

本考察から導かれる結論は次の通りである． 

(1)「金勝陀羅尼品」で説かれる「金勝陀羅尼」とは，学習したものを心に保つ能力である「聞持陀10 

羅尼」である．この陀羅尼は，三世諸仏の母，すなわち般若波羅蜜と同一視される． 

(2) Suvの編者は仏身論や菩薩思想に基づき，空性説を理解させるために，般若波羅蜜に他な

らない陀羅尼の習得が必要と考え，この理由から「金勝陀羅尼品」を「空性品」の前に挿入したと推

測される． 

(3)「金勝陀羅尼品」は，仏身論に基づく「観念の念仏」から「口称の念仏」に，「聞持陀羅尼」から15 

「口密」の真言に至る思想的発展過程を示している．また「金勝陀羅尼」を習得する手段とされるマ

ンダラは，後の密教で描かれるマンダラの初源形態と見做されるものである． 

                                                                                                                                                     
じとられる．―〔中略〕―．金勝陀羅尼は，大乗の憶持の陀羅尼がマンダラ化すると同時にその本来の性格を失い

つつある陀羅尼ではないか」と推測する． 
22 陀羅尼とマンダラの関係については氏家[1984: 141]を参照せよ． 
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第 3章 「最浄地陀羅尼品」の研究 

3.1. 問題の所在 

菩薩十地説はシャーキャームニ・ブッダが菩薩だった時代の修行を段階付けるために部派仏

教時代に初めて説かれ，大乗仏教に受け継がれて発展した思想である．この十地思想を体系立

てて説明した最初の書物は『大智度論』（Mahāprajñāpāramitāśāstra）である．『大智度論』に説か5 

れる十地は大きく二種に分けられる．すなわち声聞（śrāvaka），縁覚（pratyekabuddha），菩薩

（bodhisattva）という三乗（triyāna）に共通する「共十地」（*sādhāraṇabhūmi）と，それに対する「不共

十地」とも言われる「但菩薩地」（bodhisattvabhūmi）である1．「共十地」は『大品般若経』で初めて

説かれたことから「般若十地」とも言われる2．また「但菩薩地」は大衆部系説出世部が伝える仏伝

Mahāvastu（『大事』）に初めて現れ，『華厳経』（Avataṃsaka）「十地品」において詳細に説かれるこ10 

とから「華厳十地」とも言われる3．この十地説はその後諸先学によって Mahāvastu に代表される

「本生十地」，般若経典類に代表される「般若十地」，『菩薩本業経』に代表される「本業十地」，

『華厳経』に代表される「華厳十地」，瑜伽行者によって菩薩行として実践される「瑜伽行十地」に

下位分類されるようになった4． 

Suv の原型が成立した段階では，菩薩十地説に関する記述は存在しなかったと考えられること15 

は，Suv の最初の漢訳である曇無讖訳（Chi1）には菩薩十地説が現れないことから裏付けられる．

しかし本経典が様々な思想を包摂して行くに連れて，陀羅尼を説く過程で菩薩十地思想を取り入

れることになる．「最浄地陀羅尼品」を含む Suv の漢訳とチベット語訳をあげると以下の通りであ

る． 

                                                   
1 『大智度論』（T. No. 1509, 25）における十地の説明は次の通りである．以下『大智度論』における Skt.術語の還
梵形については Lamotte [1966–1980]に従う． 

『大智度論』411a26–29: 「地有二種．一者但菩薩地．二者共地．共地所謂乾慧地乃至佛地．但菩薩
地者．歡喜地離垢地有光地増曜地難勝地現在地深入地不動地善根地法雲地」． 
Lamotte [1966–1980: V. 2383]: « Il y a deux espèces de terre : 1. les terres propres au Boddhisattva 
(bodhisattvabhūmi) seulement, 2. les terres communes (sādhāraṇabhūmi). les terres communes vont de 
la terre de la uve sèche (śuṣkavidarśanābhūmi) à la terre des Budda (buddhabhūmi). les terres propres 
aux Bodhisattva seulement sont: 1. la terre joyeuse (pramuditā bhūmi), 2. la terre sans tache (vimalā 

bhūmi), 3. la terre éclatante (prabhākarī bhūmi), 4. la terre de la sagesse ignée (arciṣmatī bhūmi), 5. la 
terre difficile à conquérir (sudurjayā bhūmi), 6. la terre de la presénce (abhimukhī bhūmi), 7. la terre qui 
va loin (dūraṃgamā bhūmi), 8. la terre non-agitée (acalā bhūmi), 9. la terre de la bonne sagesse 
(sādhumatī bhūmi), 10. la terre du Nuage de la Loi (dharmameghā bhūmi) ». 

 すなわち「共十地」は乾慧（śuklavidarśanā），性（gotra），八人（aṣṭamaka），見（darśana），薄（ tanū），離欲
（vītarāga），已作（kṛtāvi），辟支佛（pratyekabuddha），菩薩（bodhisattva），佛（buddha）であり，「但菩薩地」は歓喜
（pramuditā），離垢（vimalā），発光（prabhākarī），焔慧（arciṣmatī），難勝（sudurjayā），現前（abhimukhī），遠行
（dūraṃgamā），不動（acalā），善慧（sādhumatī），法雲（dharmameghā）である． 
2 『摩訶般若波羅蜜經』（T. No. 223, 8）における菩薩十地の名称を示す箇所を一箇所あげると次の通りである． 

「發趣品第二十」259c12–13: 「乾慧地性地八人地見地薄地離欲地已作地辟支佛地菩薩地」． 
3 『華厳経』（T. No. 279, 10）に説かれる菩薩十地の名称を示す箇所を一箇所あげると次の通りである． 

「十地品」179b22–25: 「如是説．何等爲十．一者歡喜地．二者離垢地．三者發光地．四者焔慧地．五
者難勝地．六者現前地．七者遠行地．八者不動地．九者善慧地．十者法雲地」． 

4 詳細については久野[1930]，水野[1953, 1954]，山田[1959]，平川[1965, 1968, 1989]，荒牧[1983]を参照せよ． 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9B%87%E7%84%A1%E8%AE%96
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Chi2: 真諦訳「陀羅尼最浄地品」 372c6–377b5. 

Chi3: 義浄訳「最浄地陀羅尼品」5 417c22–422b21. 
Tib2: Jinamitra，Śīlendrabodhi，Ye shes sde（ཡེས་ཤེས་སེ་）の三人による共訳 ས་རྣམ་པར་སྤྱོང་

བ་6 P2. 62b6–74b1. 

これら二種の漢訳とチベット語訳に伝えられる Suv「最浄地陀羅尼品」の構成は，独立した二本5 

の漢訳大乗経典『仏説荘厳菩提心経』，『仏説大方広菩薩十地経』とチベット語訳

Āryākṣayamatiparipṛcchā (Akṣ)，及び漢訳『大宝積経』の一部をなす「無尽慧菩薩会」の構成と類

似している7．以上の漢訳，チベット語訳の Suv「最浄地陀羅尼品」との並行箇所を示すならば，以

下の通りである．  

【羅】: 鳩摩羅什（Kumārajīva, 350–409年頃）訳『仏説荘厳菩提心経』 T. No. 307, 10: 10 

961b4–963b3. 

【吉】: 吉迦夜（*Kiṅkara, ５世紀頃）訳『仏説大方広菩薩十地経』 T. No. 308, 10:  

963b8–965b27. 

【流】: 菩提流志（Bodhiruci, 572–727年頃）訳『大宝積経』（Ratnakūṭa）「無尽慧菩薩会」  

T. No. 310, 11: 648a14–650b16. 15 

Akṣ: Surendrabodhi, Ye shes sde（９世紀頃）の二人による共訳 འཕགས་པ་བྤྱོ་གྤྱོས་མི་ཟད་པས་
ཞུས་པ་ཞེས་བྱ་བ་ཐེག་པ་ཆེན་པྤྱོའི་མདྤྱོ་ （Āryākṣayamatiparipṛcchā, Akṣ）Ōtani No. 760, 138a7–

146b3. 

これらのうち須佐[1930a, 1930b]によって【羅】，【吉】は『華厳経』「十地品」の別訳であることが

既に指摘されており，木村[2007, 2008]によって【羅】，【吉】，【流】の内容が比較考察されている．20 

また Radich [2014]によって Chi2の源泉資料の解明の試みがなされている． 

Suv における十地説は，その章の表題から推察されるように，陀羅尼と関連付けられる形で説

かれている．しかし「最浄地陀羅尼」の構成は具体的にどのようなものであり，Suv においてどのよ

うな意味を持つものであるかという問題は未だ解明されていない．本章では【羅】，【吉】，Chi2，

Chi3，【流】，Tib2，Akṣ の構造を相互に比較することによって「最浄地陀羅尼品」の思想史的背景25 

及び思想的特徴の解明を試みる． 

  

                                                   
5 Chi3からの重訳である Tib3は ཤིན་ཏུ་རྣམ་པར་དག་པའི་གཟུངས་，さらに Tib3からの重訳であるMong3は masi teyin 
böged ariγun tarni「最も清らかな陀羅尼」である． 
6 Tib2からの重訳であるMong2は orun-i teyin böged bisilγaqui kemeküi「地をよく実践すると名づける」である． 
7 詳細についてはウルジージャルガル[2011, 2012]を参照せよ． 
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3.2. 導入 

まず初めに菩薩十地について説く【羅】，【吉】，Chi2，Chi3，【流】，Tib2，Akṣ の導入部を見よう．

これらの経典が伝える記事と Suvのそれとの顕著な相違は，世尊が説法する場所を Suvは示さな

いのに対し，その他は Rājagṛhaの Gṛdhrakūṭa とする点である．Suvが世尊の説法を行う場所を示

さない理由は，Suv はその「序品」で問題の場所を Rājagṛha の Gṛdhrakūṭa だと述べているからで5 

ある．同様に説法を受ける対告衆に関する記述も Suvには存在しない． 

ところが Suv 以外の経典では登場する対告衆の数や名前に相違が認められる．すなわち【羅】

では 1200 の「大比丘」（mahābhikṣu）であるのに対し，その他の伝本は 1250 の「大比丘」である．

【羅】に現れる「智光」，「法光」，「月光」，「日光」，「無辺光」といった菩薩の名はすべての経典に

同じ名称で現れるが，Akṣを除くすべての伝本が菩薩の数を「一万」とするのに対し，Akṣのみ「千」10 

とする大きな相違点がある． 

跋陀波羅（Bhadrapāla）を代表とする 16 の大士（satpuruṣa）の名称は同一である8．文殊

（Mañjuśrī）を代表とする 60 人の名称には訳語の相違がある．すなわち【羅】の「菩薩」にあたる名
称が【吉】では「同意」，【流】では「無比喩心菩薩」，Akṣ では སེམས་དཔའ་དཔེ་མེད་པ་（*sattvānutpada）

である．弥勒（Maitreya）を代表とする賢劫（*bhadrakalpa）の菩薩摩訶薩の名称は同一である． 15 

無尽慧（Akṣayamati）菩薩を代表とする菩薩摩訶薩は，【流】とAkṣに登場する中心的な菩薩で

あり，経典名も無尽慧菩薩に由来する．但し【流】は菩薩の数を「六万」とするのに対し，Akṣは「六
千万」（བྱེ་བ་ཕྲག་དྲུག་ཅུ་）とする．当該箇所を図示すると以下の通りである． 

経名 説法場所 対告衆 
【羅】 王舍城耆闍崛山 大比丘 1200 人，智光，法光，月光，日光，無辺光を代表とする 104の菩薩，跋陀波

羅を代表とする 16 の正士，文殊を代表とする 60 の菩薩，弥勒を代表とする賢劫中
の菩薩摩訶薩 

【吉】 王舍城耆闍崛山 大比丘 1250 人，智幢，法幢，月幢，日幢，無量幢を代表とする 104の菩薩，跋陀波

羅，跋陀波羅を代表とする 16 の正士，文殊を代表とする 60 の同意，弥勒を代表と
する賢劫中の一切菩薩摩訶薩 

Chi2 ― ― 
Chi3 ― ― 
【流】 王舍城耆闍崛山 大比丘 1250 人，慧幢，法幢，月幢，日幢，無辺幢を代表とする 104の菩薩，跋陀波

羅，跋陀波羅を代表とする 16 の在家菩薩，文殊を代表とする 60の無比喩心菩薩，
弥勒を代表とする賢劫中の一切菩薩摩訶薩，無尽慧を代表とする 604の菩薩摩訶

薩 

Tib2 ― ― 

                                                   
8 satpuruṣaについて詳細は渡辺[1981]を参照せよ． 
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Akṣ 
རྒྱལ་པྤྱོའ་ིཁབ་ན་བྱ་
རྤྱོད་ཕུང་པྤྱོ་ 

དགེ་སྤྱོང་སྤྱོང་ཉིས་བརྒྱ་ལྡ་བཅུའ་ིདག་ེསྤྱོང་ག་ིདག་ེའདུན་ཆནེ་པྤྱོ་དང་བྱང་ཆུབ་སམེས་དཔའ་སྤྱོང་ལ་འད་ི
ལྟ་སེ། བྱང་ཆུབ་སེམས་དཔའ་སེམས་དཔའ་ཆེན་པྤྱོ་ཡེ་ཤེས་ཏྤྱོག་དང་། བྱང་ཆུབ་སམེས་དཔའ་སེམས་དཔའ་
ཆེན་པྤྱོ་ཆྤྱོས་ཀ་ིརྤྱོག་དང་། བྱང་ཆུབ་སེམས་དཔའ་སེམས་དཔའ་ཆེན་པྤྱོ་ཟླ་བའ་ིཏྤྱོག་དང་། བྱང་ཆུབ་སེམས་
དཔའ་སེམས་དཔའ་ཆེན་པྤྱོ་ཉ་ིམའ་ིརྤྱོག་དང་། བྱང་ཆུབ་སེམས་དཔའ་སེམས་དཔའ་ཆེན་པྤྱོ་མཐའ་ཡས་
ཏྤྱོག་དང་། བཟང་སྤྱོང་ལ་སྤྱོགས་པ་སེས་བུ་དམ་པ་བཅུ་དྲུག་དང་། བྱང་ཆུབ་སེམས་དཔའ་སེམས་དཔའ་
ཆེན་པྤྱོ་འཇམ་དཔལ་ལ་སྤྱོགས་པ་སེམས་དཔའ་དཔེ་མེད་པ་བཅུ་དྲུག་དང་། བྱམས་པ་ལ་སྤྱོགས་པ་བསྐལ་
པ་བཟང་པྤྱོའ་ིབྱང་ཆུབ་སེམས་དཔའ་སེམས་དཔའ་ཆནེ་པྤྱོ་ཐམས་ཅད་དང་ཐབས་གཅིག་ཏུ་བཞུགས་
སྤྱོ། །བྱང་ཆུབ་སེམས་དཔའ་སེམས་དཔའ་ཆེན་པྤྱོ་བྤྱོ་གྤྱོས་མ་ིཟད་པ་ཡང་བྱང་ཆུབ་སེམས་དཔའ་བེྱ་བ་ཕྲག་
དྲུག་ཅུས་ཡྤྱོངས་སུ་བསྐྤྱོར་ཅིང་མདུན་དུ་བདར་ཏེ་ཁྤྱོར་ད་ེཉིད་དུ་འདུས་ནས་འདུག་པར་གྱུར་ཏྤྱོ།། 
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3.3. 菩提心とは何か 

以上の経典導入部に続いて世尊に対して質問する菩薩の名称と彼等が質問する内容が説か

れる．菩薩の名称は経典によって異なるが，【羅】，【吉】，【流】，Tib2，Akṣ が指しているのは同一

の菩薩，すなわちアクシャマティ（Akṣamati）である．しかし Chi2 と Chi3 では師子相無碍光焔

（*Siṃhadhvajāpratihataprabhaṃkara）9となっており，同一経典でありながら Tib2（བྤྱོ་གྤྱོས་མི་ཟད་པ་ 5 

Akṣamati）とは異なる． 

これらの経典における菩薩が世尊に対して質問する内容は「菩提心（bodhicitta）とは何か」であ

り，すべてに共通する．そのことを図に示すと以下の通りである． 

経名 質問者 質問内容 
【羅】 思無量義 བྱང་ཆུབ་ཀ་ིསེམས་ཞེས་བག་ིབ། 

菩提心とは何か 【吉】 無尽智 

Chi2 師子相無碍光焔 

Chi3 師子相無碍光焔 

【流】 無尽慧 

Tib2 བྤྱོ་གྤྱོས་མ་ིཟད་པ་ 

Akṣ བྤྱོ་གྤྱོས་མ་ིཟད་པ་ 

「菩提心（bodhicitta）とは何か」について世尊と菩薩とのやり取りの後，世尊が菩提心を起こす

条件を説く．それを内容上にわけると，「波羅蜜」と「菩薩十地」に分類することができる．次は「波10 

羅蜜」，「菩薩十地」の順で説明する． 

3.3.1. 波羅蜜 

世尊は菩提心とは何かを説いた後に，菩提心を起す（bodhicittotpāda）のは波羅蜜（pāramitā）

の故であるということを説く．【羅】では菩提心を起す時に，波羅蜜がそのきっかけとなることを述べ

るが，それは第二発心（cittopāda）からであり，第二から第八発心まで檀（dāna），尸（śīla），羼提15 

（kṣānti），毘梨耶（vīrya），禅（dhyāna），般若（prajñā），方便（upāya）という七つの波羅蜜を順番に

あてる．【吉】は初発心から順番に【羅】と同様の七つの波羅蜜をあてる． 

Chi2，Chi3，Tib2，Akṣ は布施，持戒，忍辱，精進，禅，般若，方便，願（praṇidāna），力（bala），

智（jñāna）の十波羅蜜を初発心から第十発心の順であてるが，【流】のみ，力波羅蜜と願波羅蜜

が説かれる順番をSuvの記述と逆にしている．しかし【流】も次の菩薩十地の各地でそれぞれ十波20 

羅蜜を実践する箇所では願波羅蜜→力波羅蜜の順番に説いているので，当該箇所は訳経上で

混乱を生じたものと考えられる．各経における波羅蜜の名称を図示すると次の通りである． 

 

 
                                                   
9 Nobel [1958: 124]; Radloff [1930: 101]は Uig.に基づき Siṃha-imita-Prabhankari [sic]と還梵する． 
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発心 波羅蜜 【羅】 【吉】 Chi2 Chi3 【流】 Tib2 Akṣ 
初  

 
 

波羅蜜

の名称 

― 檀 檀 布施 施 སིན་པ་ སིན་པ་ 
第２ 檀 尸 尸 持戒 戒 ཚུལ་ཁམིས་ ཚུལ་ཁམིས་ 

第３ 尸 羼提 羼提 忍辱 忍 བཟྤྱོད་པ་ བཟྤྱོད་པ་ 

第４ 羼提 毘梨耶 毘梨耶 勤策 精進 བརྤྱོན་འགྲུས་ བརྤྱོན་འགྲུས་ 

第５ 毘梨耶 禅那 禅 静慮 禅 བསམ་གཏན་ བསམ་གཏན་ 

第６ 禅 般若 般若 智慧 般若 ཤེས་རབ་ ཤེས་རབ་ 

第７ 般若 方便 方便勝智 方便勝智 方便 ཐབས་མཁས་པ་ ཐབས་མཁས་པ་ 

第８ 方便 ― 願 願 力 སྤྱོན་ལམ་ སྤྱོན་ལམ་ 

第９ ― ― 力 力 願 སྤྱོབས་ སྤྱོབས་ 

第 10 ― ― 智 智 智 ཡེ་ཤེས་ ཡེ་ཤེས་ 

次にこれらの経典には波羅蜜を完成させるためには道理（dharma）の習得が必要となる．【羅】

は六波羅蜜，【吉】は七つの波羅蜜にそれぞれ 10 種の道理が必要とされる．一方，Chi2，Chi3は

十波羅蜜に対してそれぞれ５種の道理を条件とするが，【流】，Tib2，Akṣ は十波羅蜜にそれぞれ

十種の道理が必要とされる．そのことを図に示すと次の通りである． 

波羅蜜 【羅】 【吉】 Chi2 Chi3 【流】 Tib2 Akṣ 
布施 10 10 5 5 10 10 10 
持戒 10 10 5 5 10 10 10 
忍辱 10 10 5 5 10 10 10 
勤策 10 10 5 5 10 10 10 
静慮 10 10 5 5 10 10 10 
智慧 10 10 5 5 10 10 10 
方便 ― 10 5 5 10 10 10 
願 ― ― 5 5 10 10 10 
力 ― ― 5 5 10 10 10 
智 ― ― 5 5 10 10 10 

また各経典は波羅蜜の意味について説くが，経典によって意味を説明する回数が異なる．うち5 

Chi2と Chi3は大概一致し，Tib2と Akṣは完全同一の内容である10． 

3.3.2. 菩薩十地 
次に【羅】，【吉】，Chi2，Chi3，【流】，Tib2，Akṣは，十地の各地で菩薩が見るものについて説く．

この箇所について各経典には大きく異なる点は見られない．但し【羅】，【吉】，Chi2，Chi3，Tib2，

Akṣは，菩薩十地の名称をあげないのに対し，【流】は「華厳十地」を菩薩の各地にあてている． 10 

                                                   
10 【羅】，【吉】，Chi2，Chi3，【流】，Tib2，Akṣにおける波羅蜜の意味を説く数は以下の通りである． 

 【羅】 【吉】 Chi2 Chi3 【流】 Tib2 Akṣ 
波羅蜜 19 21 17 17 30 28 28  
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菩薩が十地において見るものを具体的に説いた後に Suv（Chi2，Chi3，Tib2）は初地から十地ま

でに歓喜，無垢，明，焔，難勝，現前，遠行，不動，善慧の順で「華厳十地」をあてる．Suv は菩薩

が見るものと十地の名称を別立てして説明するのに対して，【流】は別立てせず，同時に説明して

いる．【羅】，【吉】，Akṣ は十地の名称を具体的にあげていない．それを図示すると次の通りであ

る． 5 

地 【羅】 【吉】 Chi2 Chi3 【流】 Tib2 Akṣ 
初 ― ― 歓喜 歓喜 歓喜 རབ་ཏུ་དགའ་བ་ ― 

第２ ― ― 無垢 無垢 離垢 དི་མ་མེད་པ་ ― 

第３ ― ― 明 明 明 འྤྱོད་བེྱད་པ་ ― 

第４ ― ― 焔 焔 焔 འྤྱོད་འཕྲྤྱོ་བ་ ― 

第５ ― ― 難勝 難勝 難勝 ཤིན་ཏུ་སང་དཀའ་བ་ ― 

第６ ― ― 現前 現前 現前 མངྤྱོན་སུམ་པ་ ― 

第７ ― ― 遠行 遠行 遠行 རིང་དུ་སྤྱོང་བ་ ― 

第８ ― ― 不動 不動 不動 མི་གཡྤྱོ་བ་ ― 

第９ ― ― 善慧 善慧 善慧 ལེགས་པའི་བྤྱོ་གྤྱོས་ ― 

第 10 ― ― 法雲 法雲 法雲 ཆྤྱོས་ཀི་སིན་ ― 

 次に Suv は菩薩十地と仏地（buddhabhūmi）それぞれに二種の障害となるものについて説く．そ

の他の並行資料には障害についての記述が見られない．Suvにおける仏地の障害の説明は次の

通りである． 

 Tib2: [D195a4–5; N274b4–275b1; S163b5–64b1; Ul159b5–60a8] 
  སྤྱོད་ཡུལ་ཤིན་ཏུ་ཕྲ་བ་ཐམས་ཅད་ལ། ཤེས་བྱའི་སིབ་པའི་རྤྱོངས་པ་དང་། ཉྤྱོན་མྤྱོངས་པ་ཤིན་ཏུ་ཕྲ་བའི་གནས་10 

ངན་ལེན་ལ་རྤྱོངས་པ་དང་། རྤྱོངས་པ་འདི་གཉིས་ཀིས་སངས་རྒྱས་ཀི་ས་ལ་སིབ་པའྤྱོ།།11 
非常に微細なあらゆる領域で知られるべきものを妨げる迷盲（所知障）と煩悩という非

常に微細な悪い性質に関する迷盲（煩悩障）という，これら二つの迷盲は仏地を妨げる

ものである． 

【羅】，【吉】，Chi2，Chi3，【流】，Tib2，Akṣ では菩薩の十地にそれぞれ十波羅蜜を配当させて15 

波羅蜜を実践すべきことが説かれる．但し【羅】のみが第九地に「成就衆生満足波羅蜜」，第十地

に「諸願満足波羅蜜」を割り当てていることを除けば，その他は共通する．それを図示すると次の

通りである． 

                                                   
11 Chi2及び Chi3の対応箇所は次の通りである． 

Chi2 374c29–375a1: 「一切境界微細智礙無明爲因。未來是礙不更生未得不更生智無明爲因。是如
來地障」． 
Chi3 420a9–11: 「二無明障於十地。於一切境微細。所知障礙無明。極細煩惱麁重無明。此二無明障
於 佛地」． 
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地 波羅蜜 【羅】 【吉】 Chi2 Chi3 【流】 Tib2 Akṣ 
初  

 
 
 

波羅蜜

の名称 

檀 檀 檀 布施 施 སིན་པ་ སིན་པ་ 
第２ 尸 尸 尸 持戒 戒 ཚུལ་ཁམིས་ ཚུལ་ཁམིས་ 

第３ 羼提 羼提 羼提 忍辱 忍 བཟྤྱོད་པ་ བཟྤྱོད་པ་ 

第４ 毘梨耶 毘梨耶 毘梨耶 勤策 精進 བརྤྱོན་འགྲུས་ བརྤྱོན་འགྲུས་ 

第５ 禅 禅那 禅 静慮 禅 བསམ་གཏན་ བསམ་གཏན་ 

第６ 般若 般若 般若 智慧 般若 ཤེས་རབ་ ཤེས་རབ་ 

第７ 方便 方便 方便勝智 方便勝智 方便 ཐབས་མཁས་པ་ ཐབས་མཁས་པ་ 

第８ 智 願 願 願 願 སྤྱོན་ལམ་ སྤྱོན་ལམ་ 

第９ 成就衆生満

足 
力 力 力 力 སྤྱོབས་ སྤྱོབས་ 

第 10 諸願満足 智 智 智 智 ཡེ་ཤེས་ ཡེ་ཤེས་ 

その次は菩薩十地の各地で三昧（samādhi）を修めるべきことが説かれる．その対応関係を示す

と次の通りである． 

発心 【羅】 【吉】 Chi2 Chi3 【流】 Tib2 Akṣ 
初 法宝 法宝等起 名妙宝起 妙宝 現宝 རིན་པྤྱོ་ཆ་ེཡང་དག་

པར་འཕགས་པ་ 

རིན་པྤྱོ་ཆ་ེཡང་དག་

པར་འཕགས་པ་ 

第２ 堅固 不動 可愛住 可愛楽 善住 གནས་པ་མདེ་པ་ གནས་པ་མདེ་པ་ 

第３ 不動 善住 難動 難動 不動 རབ་ཏུ་མ་ིགཡྤྱོ་བ་ རབ་ཏུ་མ་ིགཡྤྱོ་བ་ 

第４ 不退 不退転 不退転 不退転 不退転 ཕིར་མི་ལྡྤྱོག་པ་ ཕིར་མི་ལྡྤྱོག་པ་ 

第５ 宝華 集華 宝華 宝花 宝花 རིན་པྤྱོ་ཆེའ་ིམ་ེཏྤྱོག་ རིན་པྤྱོ་ཆེའ་ིམ་ེཏྤྱོག་ 

第６ 日光 日光 日円光焔 日円光焔 日輪光明 ཉི་མའ་ིའྤྱོད་ཀ་ིགཟ་ི

བརིད་ 

ཉི་མའ་ིའྤྱོད་ཀ་ིགཟ་ི

བརིད་ 

第７ 一切義 義満足 一切願如

意成就 

一切願如

意成就 

成就一切義 དྤྱོན་ཐམས་ཅད་གྲུབ་

པ་ 

དྤྱོན་ཐམས་ཅད་གྲུབ་ 

第８ 智照 慧炬 現在仏現

前証住 

現前証住 智炬 ད་ལྟར་གི་སངས་རྒྱས་

མངྤྱོན་སུམ་དུ་

བཞུགས་པ་ 

ད་ལྟར་གི་སངས་རྒྱས་

མངྤྱོན་སུམ་དུ་

བཞུགས་པ་ 

第９ 諸仏現

在前 

仏観在前 智蔵 智蔵 現証仏法 ཡེ་ཤེས་སྤྱོན་མ་ ཡེ་ཤེས་སྤྱོན་མ་ 

第 10 首楞厳 首楞厳 首楞厳摩

伽 

勇進 首楞厳 དཔའ་བར་འགྤྱོ་བ་ དཔའ་བར་འགྤྱོ་བ་ 

菩薩十地では三昧を修めた後に陀羅尼が習得されることが説かれる．『十地経』（Daśabhūmika）

では陀羅尼を獲得できる菩薩は，第九地「善慧」（sādhumatī）以上の菩薩とされる．つまり「不退転

地」（avaivartikabhūmi）に至った菩薩が獲得できる徳目なのである．しかし，『十地経』と同様に十5 

地が説かれる【羅】，【吉】，Chi2，Chi3，【流】，Tib2，Akṣ では，菩薩は十地の初地の段階から陀羅
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尼を習得できるとされる．各地に習得される陀羅尼を図示すると次の通りである． 

地 【羅】 【吉】 Chi2 Chi3 【流】 Tib2 Akṣ 
初 生勝進 最勝処 依功徳

力 

依功徳

力 

殊勝加

持 

ཁྱད་པར་ག་ིབིྱན་གིས་

བརླབས་པ་ 

ཁྱད་པར་ག་ིབིྱན་གིས་

བརླབས་པ་ 

第２ 不壊 難伏 善安楽

住 

善安楽

住 

無能勝 གཞན་གིས་མ་ིཐུབ་པ་ གཞན་གིས་མ་ིཐུབ་པ་ 

第３ 安穏 善住 難勝力 難勝大

力 

善住 རབ་ཏུ་གནས་པ་ རབ་ཏུ་གནས་པ་ 

第４ 難沮壊 難当 大利益 大利益

難壊 

不可壊 གདུལ་དཀའ་བ་ གདུལ་དཀའ་བ་ 

第５ 功徳華種

種荘厳 

功徳華普

集荘厳 

種種功

徳荘厳 

種種功

徳荘厳 

無垢 ཡྤྱོན་ཏན་སྣ་ཚོགས་

ཀིས་བཀྤྱོད་པ་ 

ཡྤྱོན་ཏན་སྣ་ཚོགས་ 

第６ 智円明 智光明 円満智 円智等 智輪灯 ཡེ་ཤེས་ཀ་ིདཀལ་

འཁྤྱོར་སྤྱོན་མ་ 

ཡེ་ཤེས་ཀ་ིདཀལ་འཁྤྱོར་

སྤྱོན་མ་ 

第７ 増益 勝趣 法勝行 法勝行 殊勝行 ཁྱད་པར་དུ་འཕགས་

པ་ 

ཁྱད་པར་དུ་འཕགས་པ་ 

第８ 無分別

［等］

84000 の 

澄靖司

［等］

84000 の 

無尽蔵 無尽蔵 清浄分

別 

རྤྱོག་པ་མེད་པའ་ིརྤྱོག་

པ་ 

རྤྱོག་པ་མེད་པའ་ིརྤྱོག་པ་ 

第９ 無辺［等］

628那由

他の 

無尽［等］

60 那由他

の 

無量門 無量門 示現無

辺法門 

སྤྱོ་མཐའ་ཡས་པའི་

རྒྱུན་ 

སྤྱོ་མཐའ་ཡས་པའི་རྒྱུན་ 

第 10 無尽［等］

億千恒河

沙の 

無量［等］

恒河沙の 

破金剛

山 

破壊堅

固金剛

山 

無尽法

蔵 

ཟད་མ་ིཤེས་པའི་ཟ་མ་

ཏྤྱོག་ 

ཟད་མ་ིཤེས་པའི་ཟ་མ་

ཏྤྱོག་ 

大乗経典では「三昧」や「聞持陀羅尼」が習得されるべきことが頻繁に説かれる12．【羅】，【吉】，

Chi2，Chi3，【流】，Tib2，Akṣ も例外ではなく，先行経典の思想を踏襲していると推測される．また

十地で陀羅尼を習得する前に十種の三昧を修めることが説かれる．そこから考えられるのは，十

地で習得されるこれらの陀羅尼は『大智度論』の分類に従うと「聞持陀羅尼」に当たり，『瑜伽師地5 

論』のそれに従うと「法陀羅尼」と「義陀羅尼」にあたるということである13．例えば Suv「最浄地陀羅
                                                   
12 「陀羅尼」を獲得と「三昧」を修める菩薩について Daśabhūmikaの第九地の用例をあげると次の通りである． 

[Daśabhūmikasūtra 9.28–29] 
te dhāraṇīmukhi samādhisamāhitāgrā vipulā abhijñā api kṣetrapraveśanantam | 
balajñānaniścayam api jinu dhairyasthānaṃ praṇidhīkṛpāśayavidū navamotaranti || 
荒牧[1974: 278]: 「かのひとびとは，仏法のエッセンス―陀羅尼―の種々なる道と三昧と，最高の大乗
の真理とを体得し，かぎりなくゆたかな神通もあり，また，無限の国土にもゆきわたり，如来の不思議な

力ある知，いささかの曖昧さもない説法，仏にふさわしい叡知あるさまをも体得し，誓願も慈悲も道心も

そなわって，かの知あるひとびとは第九地の地へとすすみゆく」． 
13 『大智度論』における陀羅尼の分類については本論第２章を参照せよ．『瑜伽師地論』における「法陀羅尼」，
「義陀羅尼」の解釈は以下の通りである． 
 [Bodhisattvabhūmi 272.15–22] 

tatra dharmadhāraṇī katamā. iha bodhisattvas tadrūpāṃ smṛtiprajñābalādhānatāṃ pratilabhate yayā 
śrutamātreṇaivānāmnātān vacasā aparicitān nāmapadavyañjanakāyasaṃgṛhītān anupūrvacaritān 
anupūrvasamāyuktān pramāṇān granthān apramāṇaṃ kālaṃ dhārayati. tatrārthadhāraṇī katamā. pūrvavat. 
tatrāyaṃ viśeṣaḥ. teṣām eva dharmāṇām apramāṇam artham anāmnātam aparicitaṃ manasā apramāṇaṃ 
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尼品」第一地「歓喜地」に習得されるのが「依功徳力」（Tib2 ཁྱད་པར་གི་བྱིས་བརླབས་པ་ *adhiṣṭhāna- 

viśeṣa）という陀羅尼である14． 

「聞持陀羅尼」に加え，「真言陀羅尼」を説いているのが，Suvをその他の並行経典から差異化

する特徴である．この一群の真言は『大智度論』の陀羅尼の分類体系には現れない陀羅尼であり，

『瑜伽師地論』の陀羅尼の分類でいうと「真言陀羅尼」にあたる15．その「真言陀羅尼」は各地の菩5 

薩を守護するために説かれている．Suvの菩薩十地の初地における「真言陀羅尼」とその役割に

ついて，初地のものを例にあげると次の通りである． 

[D195b5–196a2; N276a5–b3; S165a4–b2; Ul161a2–8] 
།།ཏདྱ་ཐཱ།16 པ ཱུརྞ་མ་ནྤྱོ་ར་ཐེ།

17 དུ་ཧུ་དུ་ཧུ་དུ་ཧུ། ཡཱ་བཏ་ས ཱུརྱ།
18 ཨ་བ་བྷཱ་ས་ཏཱ།19 ཡཱ་བཏ་ཙནྡྲ་དཽ་དཏ ེ།20 ཏཱ་

བ་ད་ར་ཀྵ་མཱན།21 དཎྚ་པ་རི་ཧཱ་རམ།22 ཀུརུ་ས ཧཱ།། 10 

རིགས་ཀི་བུ་གཟུངས་འདི་ནི་གང་གཱའི་23ཀླུང་གཅིག་གི་24བྱེ་མ་སེད་ལས་འདས་པའི་སངས་རྒྱས་བཅྤྱོམ་ལྡན་
འདས་25རྣམས་ཀིས་ས་དང་པྤྱོའི་བྱང་ཆུབ་སེམས་དཔའ་བསྲུང་བའི་26ཕིར་གསུངས་ཏེ། སུ་ཞིག་གཟུངས་སྔགས་
འདི་འདྤྱོན་ཅིང་འཛིན་ན་འཇིགས་པ་ཐམས་ཅད་ལས་གྤྱོལ་བར་འགྱུར་བ་ནི། འདི་ལྟ་སེ། སག་དང་སེང་གེ་ལ་
སྤྱོགས་པ་གཅན་ཟན་27མ་རུངས་པའི་རིགས་དང་ཡི་དགས་ཐམས་ཅད་དང་མི་དང་མི་མ་ཡིན་པ་ལ་སྤྱོགས་ཏེ། 

                                                                                                                                                     
kālaṃ dhārayati. 
氏家[1987: 91–92]: 「そのなか法ダーラニーとは何か．このばあい菩薩はこのような憶念と智恵の力を
憶持することをえ，それによってただ聞いただけで以前に伝承したことがなく，口に出して諷誦したこと

がない語句や文章や音節の集合体を集めて正しく配列し，順序よく整えられた無数の典籍を無量の

間憶持させるのである．そのなか義ダーラニーとは何か，前と同じである．そのうち異なる点はこうであ

る．以前に伝承したことがなく，心に留めたことがない諸法の無量義を無量の間憶持させるである」． 

   この二種の陀羅尼について平川[1968: 231]は「法陀羅尼と義陀羅尼とは，教法の憶持と理解に関する陀羅
尼」であると解釈する．また氏家[1987: 92]は「法および義のダーラニーとは憶念と智慧の力を指しており，これ
をえている菩薩は諸仏の無数の教説とその意義を一度聞いただけで長く記憶して忘れることがない．したがっ

てこれら二つのダーラニーは，般若経以来伝統的な憶念・憶持のためのダーラニーと同じ」と説明する．つまり

『瑜伽師地論』の「法陀羅尼」，「義陀羅尼」は『大智度論』の分類でいうと「聞持陀羅尼」にあたる． 
14 「最浄地陀羅尼品」の第一に獲得される「陀羅尼」を示す箇所の原文をあげると次の通りである． 

 Chi2: T. No. 664, 16: 375a25–26: 「於此初地依功徳力名陀羅尼得生」. 
 Chi3: T. No. 665, 16: 420a28: 「菩薩摩訶薩於此初地得陀羅尼」. 
 Tib2: P. pa 203a5: ས་དང་པྤྱོ་ལ་ཁྱད་པར་གི་བིྱས་བརླབས་པ་ཞེས་བྱ་བའ་ིགཟུངས་སེ་སེ། 

初地に ཁྱད་པར་ག་ིབིྱས་བརླབས་པ་ （*adhiṣṭhānaviśeṣa）という名づける陀羅尼を生ずるのであって，… 
15 『瑜伽師地論』における「真言陀羅尼」の説明については本論第２章を参照せよ． 
16 ཏདྱ་ཐཱ། DNS1; ཏད་ཡ་ཐཱ། Ul1. 
17 པ ཱུར་ྞམ་ནྤྱོ་ར་ཐེ། DN; པ ཱུརྣ་མ་ནྤྱོ་ར་ཐེ། S1Ul1. 
18 ཡཱ་བཏ་ས ཱུརྱ། DN; ཡཱ་བད་ས ཱུརྱ། S1Ul1. 
19 ཨ་བ་བྷཱ་ས་ཏཱ། D; ཨ་བ་བྷཱ་ས་ཏེ། NUl1; ཨ་ཝ་བྷ་ས་ཏེ། S1. 
20 ཡཱ་བཏ་ཙནྡྲ་ད་ཽདཏ ེ། D; ཡཱ་བཏ་ཙནྡྲ་ད་ཽདཱན ེ། N; ཡཱ་བད་ཙནྡྲ་དེའུ་དཱན་ཏེ། S1; ཡཱ་བད་ཙན་ཏྲ་དྤྱོའུ་དཱན་ཏྲེ། Ul1. 
21 ཏཱ་བ་ད་ར་ཀྵ་མཱན། DN; དཱ་བ་ད་ར་ཀྵ་མཱན། S1; དཱ་བ་ད་རཀྵ་མན། Ul1. 
22 དཎ་ྚཔ་རི་ཧཱ་རམ། D; དཎ་ྚཔ་རི་ཧཱ་རཾ། N; དན་ཊ་པ་རི་ཧཱ་རམ། S1; དན་ཊ་པ་རི་ཧཱ་རམ། Ul1. 
23 གང་གཱའ་ི D; གང་གའི་ N; གངྒཱའི་ S1; གངྒའ་ི Ul1. 
24 གི་ DS1Ul1; གསི་ N. 
25 སངས་རྒྱས་བཅྤྱོམ་ལྡན་འདས་ DN; སངས་རྒྱས་ S1Ul1. 
26 བསྲུང་བའི་ DS1Ul1; སྲུང་བའི་ N. 
27 གཅན་ཟན་ NUl1; གཅན་གཟན་ DS1. 
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དག་དང་རྐུན་པྤྱོ་དང་གཟའ་དང་ཉྤྱོན་མྤྱོངས་པ་རྣམས་དང་སིབ་པ་རྣམ་པ་ལྔ་ལས་རྣམ་པར་གྤྱོལ་ཏེ། ས་དང་པྤྱོ་
རེས་སུ་དན་པར་འགྱུར་རྤྱོ།།28 

すなわち，„purṇā manorathē duhuduhuduhu yābad sūrya ababhāsate yābad tsandra 

daudāntē dābad rakṣa mān daṇḍaparihāraṃ kuru“
29

 幸いあれ． 

善男子よ，一筋のガンガー河の砂の数よりも多くの如来たちは初地の菩薩を守るた5 

めにこの陀羅尼を［世尊が］語られた．「［もし］ある者がこの真言陀羅尼を読誦し，理解

するならば，一切の恐怖から自由になるであろう．すなわち虎，獅子などの猛獣，残忍

な種族や一切の獣，人間，人間でない者を始めとして，敵や盗賊，天災，諸々の苦しみ

と五種の障害から自由になり，初地を忘れることがないであろう」と． 

菩薩十地のそれぞれに説かれるこれらの「真言陀羅尼」は，菩薩十地の各地の菩薩を守護す10 

るために説かれたものである．  

 世尊がこれらの菩薩十地で習得される陀羅尼を説いた後，師子相無碍光焔（Tib2 བྤྱོ་གྤྱོས་མི་ཟད་
པ་）菩薩が登場し，世尊を賞賛する．Suv 以外の経典では師子相無碍光焔菩薩は経典読誦の功

徳が説かれる箇所で世尊に対して質問する天子（devaputra）として登場する 

  15 

                                                   
28 Chi2と Chi3における「真言陀羅尼」の役割を示す箇所は次の通りである． 
29 Nobel [1944: 250]; Nobel [1958: 111]: „pūrṇāmanorathe dohodoho yābad sūryo ababhāsate yābad tsandre 

daudānte tābad rakṣamāna dānte parihāraṃ kuru“.  

Chi2と Chi3における「真言陀羅尼」の箇所は次の通りである． 

Chi2 375a28–b3: 「怛姪他 富樓尼 那羅弟 頭吼 頭吼 頭吼 那跋 修履愈 烏婆娑底那跋 旃杜

魯弟 愈多底 多跋鐸洛衫 但地波履訶嵐 苟留 鎖訶」． 

Chi3 420b1–4: 「怛姪他 晡𠷈儞 曼奴喇剃 獨虎 獨虎 獨虎 耶跋 蘇利瑜 阿婆婆薩底耶跋 旃

達囉 調怛底 多跋達𠸪叉漫 憚茶鉢唎訶㘕 矩嚕 莎訶」． 

http://www.chise.org/chisewiki/view.cgi?char=%F0%A0%B7%88
http://www.chise.org/chisewiki/view.cgi?char=%F0%A0%B8%AA
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3.4. 経典読誦の功徳 

【羅】，【吉】，Chi2，Chi3，【流】，Tib2，Akṣ はその末尾で経典読誦の功徳を説く．当該箇所でも
世尊に対して質問する者が登場するが，この質問者は Suv では大自在梵天王（Tib2: ཚངས་པའི་
རྒྱལ་པྤྱོ་དབང་ཕྱུག་ཆེན་པྤྱོ་）という「王」である．その他の並行資料は「天子」としており，異なっている．
それを図に示すと次の通りである． 5 

 【羅】 【吉】 Chi2 Chi3 【流】 Tib2 Akṣ 

天子名 師子奮迅

光 
師子幢無碍

光耀 
大自在梵天

王 
大自在梵

天 
無碍光明師

子幢 
ཚངས་པའི་རྒྱལ་
པྤྱོ་དབང་ཕྱུག་
ཆེན་པྤྱོ་ 

ལྷའི་བུ་སེང་
གེའི་ཏྤྱོག་གི་
འྤྱོད་ཟེར་ 

次に経典読誦の功徳として陀羅尼が習得され得ることが説かれる30．初期大乗経典には「陀羅

尼を習得した菩薩」に関する記述があり31，そこでいう陀羅尼の習得とは，教法を記憶して忘れな

いという「聞持陀羅尼」を指す．【羅】，【吉】，Chi2，Chi3，【流】，Tib2，Akṣ における陀羅尼門も，菩

薩十地で獲得される陀羅尼と同様，『大智度論』の「聞持陀羅尼」，『瑜伽師地論』の「法陀羅尼」

と「義陀羅尼」にあたる．経典によってこれらの陀羅尼門の名称に多少のずれがあるが，菩薩が獲10 

得する「聞持陀羅尼」を説くところは共通である．経典読誦の功徳として習得される陀羅尼を図示

すると次の通りである． 

 【羅】 【吉】 Chi2 Chi3 【流】 Tib2 Akṣ 
 
 
 

 
陀

羅

尼

の

名

称 

無尽 海印 海印 海印出妙 海印 རྒྱ་མཚའོི་ཕག་རྒྱ་མི་ཟད་པ་

མངྤྱོན་པར་བསྒྲུབ་པ་ 

རྒྱ་མཚའོི་ཕག་རྒྱ་མི་ཟད་

པ་མངྤྱོན་པར་བསྒྲུབ་པ་ 

解一切

衆生心

行 

無尽 衆生意

行言語

通達 

通達衆生

意行言語 

出現無

尽 

སེམས་ཅན་གི་བསམ་པ་

དང་སྤྱོད་པ་དང་ས་ལ་

འཇུག་པ་ 

སེམས་ཅན་གི་བསམ་པ་

དང་སྤྱོད་པ་དང་ས་ལ་

འཇུག་པ་ 

日光普

照 

遍入衆生

行 

日円無

垢相光 

日円無垢

相光 

入衆生

生欲楽

心行 

ཉི་མའ་ིཏྤྱོག་སྣང་བ་ ཉི་མའ་ིཏྤྱོག་སྣང་བ་ 

                                                   
30 経典読誦の功徳として習得される陀羅尼の名称については図表 VIIを参照せよ． 
31 「陀羅尼を獲得した菩薩」について Pañcaviṃśatisāhasrikāprajñāpāramitā に説かれる一箇所を例として示すと

次の通りである． 
  [Pañcaviṃśatisāhasrikāprajñāpāramitā I. 1.8–11] 

evaṃ mayā śrutam ekasmin samaye Bhagavān Rājagṛhe viharati sma ... 
bodhisattvakoṭīniyutaśatasahasraiḥ sārdhaṃ sarvair dhāraṇīpratilabdhaiḥ śūnyatāvihāribhir 
ānimittagocaraiḥ praṇidhānākalpitaiḥ kṣāntisamatāpratilabdhair asaṅgadhāraṇīpratilabdhair.... 
私はこのように聞いた．ある時，陀羅尼を獲得し，空性を住まいとし，［感官の働く］領域が表相を持

っておらず，誓願を立てたことで構想作用がなくなり，忍耐力によって平等性を獲得し，無染著陀羅尼

を獲得した百千と一千万那由多の一切の菩薩と一緒に―〔中略〕―世尊は王舎城に滞在しておられ
た．（過去受動分詞の能動的用法については BHSG, p. 169, 34.15 を参照） 
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浄無垢 無尽光日

幢 

満月相

光 

満月相光 清浄日

光幢 

ཟླ་བའི་ཏྤྱོག་སྣང་བ་ ཟླ་བའི་ཏྤྱོག་སྣང་བ་ 

一切諸

法不動 

月無垢相 能伏一

切惑事

功徳流 

能伏諸惑

演功徳流 

無垢月

光幢 

ཀུན་ནས་ལྡང་བ་ཐམས་

ཅད་རྣམ་པར་གནྤྱོན་པ་

བསྒྲུབ་པ་ 

ཀུན་ནས་ལྡང་བ་ཐམས་

ཅད་རྣམ་པར་གནྤྱོན་པ་

བསྒྲུབ་པ་ 

金剛不

壊 

無垢等起

相 

破壊堅

固金剛

山 

破金剛山 息一切

結 

ཡེ་ཤེས་ཀ་ིདཀལ་འཁྤྱོར་

སྤྱོན་མ་ 

ཡེ་ཤེས་ཀ་ིདཀལ་འཁྤྱོར་

སྤྱོན་མ་ 

甚深義

蔵演説 

息一切纏 説不可

説義因

縁蔵 

説不可説

義因縁蔵 

摧滅無

辺堅如

金剛山

煩悩 

རྤྱོ་ར་ེལྟར་སྲ་ཞིང་བསན་

པའི་རི་རྣམ་པར་འཇྤྱོམས་

པ་ 

རྤྱོ་ར་ེལྟར་སྲ་ཞིང་བསན་

པའི་རི་རྣམ་པར་

འཇྤྱོམས་པ་ 

善解一

切衆生

語言 

金剛堅強

破散一切

煩悩山 

真実語

言法則

音声通

達 

通達真実

語法則音

声 

入平等

法性言

説 

བརྤྱོད་དུ་མེད་པའི་དྤྱོན་

བསན་པ་ལ་ཡང་དག་པར་

གཞྤྱོལ་བ་ 

བརྤྱོད་དུ་མེད་པའི་དྤྱོན་

བསན་པ་ལ་ཡང་དག་

པར་གཞྤྱོལ་བ་ 

虚空無

垢遊戲

無尽印 

説無言普

入諸波羅

蜜 

虚空無

垢心行

印 

虚空無垢

心行印 

入真実

語言音

声 

ཚག་དང་སྤྱོད་པ་དང་ས་

ཐམས་ཅད་ལ་འཇུག་པ་ 

ཚག་དང་སྤྱོད་པ་དང་ས་

ཐམས་ཅད་ལ་འཇུག་པ་ 

諸仏化

身 

能説異名

句諸語 

無辺仏

身能顕

現 

皆能顕現 如虚空

顕現無

辺清浄

印所印 

ནམ་མཁའི་དཀིལ་འཁྤྱོར་

དི་མ་མེད་པ་བསྒྲུབ་པའི་

ཕག་རྒྱས་བཏབ་པ་ 

ནམ་མཁའི་དཀིལ་

འཁྤྱོར་ད་ིམ་མེད་པ་

བསྒྲུབ་པའི་ཕག་རྒྱས་

བཏབ་པ་ 

― 虚空離垢

出生無尽

印 

― ― 成就顕

現無辺

仏身 

སངས་རྒྱས་ཀི་སྐུ་མཐའ་

ཡས་པ་ཡྤྱོངས་སུ་རྤྱོགས་པ་

བསྒྲུབ་པ་ 

སངས་རྒྱས་ཀི་སྐུ་མཐའ་

ཡས་པ་ཡྤྱོངས་སུ་རྤྱོགས་

པ་བསྒྲུབ་པ་ 

― 成就無量

仏身一切

生尽 

― ― ― ― ― 
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3.5. 小結 

 本章における比較考察から明らかになるのは次の点である． 

(1)世尊に菩提心について質問する時に登場する菩薩は Chi2と Chi3では「師子相無碍

光焔」となっているのに対し，Tib2と【羅】，【吉】，【流】，Akṣ ではアクシャマティ（བྤྱོ་གྤྱོས་མི་
ཟད་པ་）である． 5 

(2)Suv 漢訳（Chi2, Chi3）では波羅蜜の完成に必要とされる道理は５種であるのに対し，

Tib2と【羅】，【吉】，【流】，Akṣでは 10種となっている． 

(3)Suv と【流】では菩薩十地を歓喜地から法雲地まで順番でその名称をあげるが，【羅】，

【吉】，Akṣでは各地の名称を出さない． 

(4)Suv が菩薩十地と仏地における障害となる無明について説くのに対し，【羅】，【吉】，10 

【流】，Akṣではそれについての記述がない． 

(5)Suv は【羅】，【吉】，【流】，Akṣ にはない，守護呪としての「真言陀羅尼」を菩薩十地

の各地に配当させる．  

(6)Suvが仏を褒め讃える偈頌を説くのに対し，【羅】，【吉】，【流】，Akṣはこれを欠く． 

(7)Tib2と Akṣ は内容上大部分で一致する．具体的に Tib2と Akṣ のデルゲ版（D）の当15 

該箇所の頁行数を示せば，Tib2188b7–193b1＝Akṣ: D175b7–181a3の箇所，また Tib2 

D195a5– D195b5＝Akṣ. D181a3–b3の箇所である． 

以上から【羅】，【吉】，Chi2，Chi3，【流】，Tib2，Akṣ の基礎には「菩提心」という一貫した概念が

あることが認められる．これらの経典は菩薩十地を中心に説いているのではなく，菩薩が「菩提心」

を起こすべきことを説くことに重点を置いている．そのうち菩薩十地は「菩提心」を起こすための階20 

梯に過ぎない．これらの経典のうちで大きく発展した形態を示すのが Suv「最浄地陀羅尼品」であ

り，菩薩が菩提心を起こす初地から第十地までの各地に「華厳十地」を順番に配当させる．菩薩

十地の各地における障害は菩薩十地における菩薩の退転，或は不退転の条件から発展したもの

と考えられるが，仏地に対する障害は，第十地の菩薩が悟りを開き，成仏することに対して妨げと

障害のことだと思われる． 25 

Suv「最浄地陀羅尼品」で菩薩が菩薩十地の各地で「聞持陀羅尼」を習得できることに加え，各

地の菩薩を守護するために「真言陀羅尼」が説かれているのは，Suv の「四天王品」や「王法正論

品」などに説かれる護国思想や王権思想などの国土の安穏，国民の健康などを災厄から守るとい

う本経の特徴から影響を受けたものであろう． 

「最浄地陀羅尼品」が Suv に挿入された理由として次のような事情が考えられる．Suv「如来寿30 

量品」の内容から理解されるように，本経典では当初，化身・応身の二身説が説かれていた．しか

し時代が経るに連れ，化身・応身・法身の三身説へと仏身論が発展して行ったことは，後代の増

補部分とされる Suｖ「分別三身品」の内容が物語る通りである．こうして三身説を Suvが取り入れた
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結果，Suvで菩薩思想を説く必要が生じた．そこで Suvの編纂者は新しい菩薩思想を作るのでは

なく，『仏説荘厳菩提心経』に代表される元々あった経典に編集を加えた上で Suv に取り入れた

のであろう． 
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5. 結論 
以下，本論で明らかになったことをまとめる． 

第一章では，Suv「空性品」の Skt.テキストに基づき，同品の思想的特徴を明らかにすることを試

みた．同品については，唐代の法相宗の僧侶である慧沼が注釈を与えている．彼は「空性品」が内，

外，内外，畢竟，無際，無散，性，一切法に対する８種の空を説いていると解釈し，先行研究はこ5 

の見解を踏襲する．しかし，慧沼釈に基づく「空性品」の解釈は，『中阿含経』「大空性経」に起源を

持つ内，外，内外の三空を除けば，必ずしも妥当とは言えない． 

そこで筆者は伝統的な Suv「空性品」の解釈を離れ，同品を内容上から，「空性品」序論（第 1–3

偈），「空性品」本論（第 4–21 偈），「空性品」結論（第 21–33 偈）と三部分にわけ，阿含経典類と大

乗経典論書類からの影響を探った．同品の中核となる本論は，六根，六境，六識，四大元素，十10 

二縁起，五蘊を扱っており，身体と四大元素をそれぞれ人気のない村と毒蛇に喩える表現などが

見られる．この表現は初期仏典『雑阿含経』，及び『維摩経』，『大智度論』に代表される大乗仏典

論書に見出されるものであり，「空性品」が初期仏教経典や大乗仏典論書と思想的特徴を共有し

ていることが判明した．また「空性品」結論は，「不死は涅槃に他ならない」と述べ，空を理解する実

践から得られる智慧がその涅槃に到達する手段であることを説いている． 15 

同品の考察から明らかになるのは次の三点である．すなわち 

(1)Suv「空性品」は，阿含経典類の説を継承し，そこで体系化された「無我・無常・苦」からなる一

切法に基づいて「空」とは何かを解釈し，五蘊からなる一切法もまた「空」であるということを説

いている． 

(2)『金剛般若経』で説かれる「即非の論理」，『中辺分別論』で説かれる「虚妄分別」という大乗仏20 

典論書が空性思想を説明する時に用いる理論や表現を取り入れている． 

(3)十八界，十二縁起，四大元素，五蘊という外的構成要素を通じて空性を理解する智慧とは何

かを明らかにしている． 

第二章では Suv に説かれる陀羅尼に注目し，「金勝陀羅尼品」が(1)どのように特徴付けられる

陀羅尼を説いているか，(2)何故 Suvに挿入されたか，(3)同品が Suvにおいてどのような意味を持25 

つかという問題を明らかにすることを試みた．  

同品のSkt.原典は中央アジア出土の写本に断片が伝わるのみであるので，本章では Jinamitra，

Śīlendrabodhi，Ye shes sdeによるチベット語訳に基づき，同品を導入部分，陀羅尼を習得する手順

を説く部分，陀羅尼を習得する実践方法を説く部分に分けて考察を行った． 

本章の考察から明らかになったことを要約すると次の通りである． 30 

(1)「金勝陀羅尼品」で説かれる「金勝陀羅尼」とは，学習したものを心に保つ能力である「聞持陀

羅尼」である．この陀羅尼は，三世諸仏の母，すなわち般若波羅蜜と同一視される．Suv の編

者は「如来寿量品」や「分別三身品」で説かれる仏身論，「最浄地陀羅尼品」で説かれる菩薩
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思想に基づき，空性説を理解させるために，般若波羅蜜に他ならない陀羅尼の習得が必要と

考え，この理由から「金勝陀羅尼品」を「空性品」の前に挿入した． 

(2)「金勝陀羅尼品」は，仏身論に基づく「観念の念仏」から「口称の念仏」に，「聞持陀羅尼」から

「口密」の真言に至る思想的発展過程を示している． 

(3)「金勝陀羅尼」を習得する手段とされるマンダラは，後の密教で描かれるマンダラの源初形態5 

と見做されるものである． 

第三章では，「最浄地陀羅尼品」の思想的特徴の解明を試みた．同品も Skt.が現存しないが，

同品と構造の上で極めて類似した文献として，鳩摩羅什訳『仏説荘厳菩提心経』，吉釈夜訳『仏説

大方広菩薩十地経』，菩提流支訳『大宝積経』「無尽慧菩薩会第四十五」， འཕགས་པ་བློ་གློས་མི་ཟད་
པས་ཞུས་པ་ཞེས་བྱ་བ་ཐེག་པ་ཆེན་པློའི་མདློ་（*Āryākṣayamatiparipṛcchā）が存在する． 10 

本章では Suv の真諦と義浄による二種の漢訳， Skt.からのチベット語訳が伝える「最浄地陀羅

尼品」を上記の漢訳の三本，チベット語訳の一本，計四本の並行文献と比較対照させ，同品にお

ける思想史的背景及び思想的特徴を考察した．  

本章から明らかになることは以下の通りである． 

(1)「最浄地陀羅尼品」を含む七種の伝本の思想的基盤には「菩提心」という一貫した概念がある15 

ことが認められる． 

(2)これらの経典は菩薩十地を中心に説いているのではなく，菩薩が「菩提心」を起こすべきこと

に説明の重点を置いている．そのうち菩薩十地は「菩提心」を起こすための階梯に過ぎない． 

(3)これらの経典類のうちで思想的に大きく発展した形態を示すのが Suv であり，菩薩が菩提心

を起こす初地から第十地までの十段のステップに「華厳十地」を順当に割り当て，菩薩十地の20 

各地及び仏地における障害になるものとは何かについて説いている． 

(4)Suv で説かれる菩薩十地における障害は，十地思想における菩薩の退転，或は不退転の条

件から発展したものと考えられるが，仏地に対する障害とは，第十地の菩薩が悟りを開き，仏

になる時の妨げとなるもののことだと思われる． 

(5)各地の菩薩が習得できる「聞持陀羅尼」に加え，各地の菩薩を守護するための「真言陀羅尼」25 

が Suv にのみ説かれているのは，Suv の「四天王品」や「王法正論品」などに説かれる国土の

安穏，国民の健康などを災厄から守るという護国思想や王権思想などの影響を受けたもので

あろう． 

(6)Suv が「最浄地陀羅尼品」を本経に取り込んだ理由として次の事情が考えられる．「如来寿量

品」の内容から理解されるように，本経典では当初，化身・応身の二身説が説かれていた．し30 

かし時代が経るに連れ，化身・応身・法身の三身説へと仏身論が発展して行ったことは，後代

の増補部分とされる「分別三身品」の内容が物語る通りである．こうして三身説を Suv が取り入

れた結果，Suv で菩薩思想を説く必要が生じたことから，「最浄地陀羅尼品」が挿入されるに

至った． 

以上の考察の結果は Suv に説かれる多種多様の内容に認められる思想的特徴という九牛の一35 
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毛に過ぎないが，Suv の「空性品」，「金勝陀羅尼品」，「最浄地陀羅尼品」が成立した思想的背景

及びこれらの品に説かれる思想的特徴について以下のことが指摘できよう． 

Suv「空性品」は空性を理解する智慧によって涅槃に到達することができることを説く．このことは

Suv「如来寿量品」に末尾で提示される，涅槃とは何かという問答に対する，空性説に基づく一つの

説明であったと言える．また同品が「智慧によって空性を理解する」と述べていることは，「金勝陀羅5 

尼品」が Suvに付け加えられた理由とも密接に関連している．すなわち同品が Suvに加えられた理

由は，後続する「空性品」で説かれる空性を会衆に理解させるために，般若波羅蜜と同一視される

陀羅尼が必要とされたからである． 

同様に「最浄地陀羅尼品」が Suv に挿入された理由も，「如来寿量品」と関わりを持っている．同

品の内容から理解されるように，本経典では仏身論として当初，二身説が説かれていたが，それが10 

三身説へと発展して行った結果，Suvで菩薩思想を説く必要が生じた．そこでSuvの編纂者は新し

い経典を作るのではなく，『仏説荘厳菩提心経』に代表される元々あった経典に編集を加えた上で

Suvに取り入れたことが推定される． 
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翻訳にあたって 

以下に Suv「空性品」，「金勝陀羅尼品」の和訳を行う． 

1. 底本として用いた Skt.は，Johannes Nobel校訂テキストであり，Prods Oktor Skjærvø校訂テキ

ストを随時参照し，異読がある場合は脚注に示した． 

2. 使用した Tib.とその版本は，(1)「空性品」では Tib1: デルゲ（D1）; ナルタン（N1）; トク（Sa1）; 

トク（Sb1），Tib2: デルゲ（D2）; ナルタン（N2）; トク（Sa2）; トク（Sb2），Tib3: 北京（P）を使用し，

(2)「金勝陀羅尼品」では Tib2: デルゲ（D）; ラサ（L）; ナルタン（N）; 北京（P）; トク（S1）; トク

（S2）; ウランバートル（Ul1）; ウランバートル（Ul2），Tib3: 北京（P）を使用した． 

3. 参照した漢訳は，Chi1，Chi2，Chi3である． 

4. 参照したMong.とその版本は，Mpr.版Mong1，Mong2，Mong3及びMongDH: Turfanforschung 

Digitales Turfan-Archiv公開写本を閲覧した． 

5. 先行訳としては Radloff [1930]，Nobel [1944, 1958]，岩本[1975]，壬生[1987]，古坂[2003]を

参照した． 

6. 韻律上，語形が正規の Skt.文法に従う形と著しく異なっている箇所については脚注に m.c. 

（metri causa）の略語で示し，同じく語義，語形が仏教梵語 BHSGの用例箇所の頁数とセクシ

ョン番号を示した． 

7. 翻訳に用いる[ ]の中の語は補足，( )の中の語は内容の説明である． 

8. 用例を示す場合，原則は原文の通りに示した．但し数頁，数行にまたがる場合は（...）もしくは

（―〔中略〕―）とした． 
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付論 I 「空性品」和訳研究 
【科文】 
1. 導入 
2. 序論  
3. 本論 5 

 3.1. 六根・六境・六識 
3.1.1. 六根 

   3.1.2. 六境 
   3.1.3. 六識 
 3.2. 四元素 10 

 3.3. 十二縁起 
 3.4. 五蘊 
4. 結論 
 4.1. 涅槃とは何か 
 4.2. 智慧とは何か 15 

Śūnyatā parivarta 

1. 導入 
[Suv 55.2] 

atha khalu bhagavāṃs tasyāṃ velāyām imā gāthā abhāṣata || 

さてその時、世尊は次の偈頌をお語りになった。 20 

2. 序論 
[Suv 5.1] 

anyeṣu sūtreṣu acintiyeṣu ativistaraṃ deśita1 śūnyadharmāḥ | 

tasmād ime sūtravarottamena2 saṃkṣepato deśita3 śūnyadharmāḥ || 1 || 

他の考えられない[程多くの]経典の中では，空に関する法は非常に詳細に示されている．25 

したがって，経典のうちで最も勝れた最高のもの（Suv）によって，これら空に関する法を要約し

て示す．（1） 

                                                   
1 m.c. for deśitā. 
2 Skjærvø: tasmād ime sutra-varottamena. 
3 m.c. for deśitā. 
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[Suv 5.2] 

sattvo ’lpabuddhir avijānamāno4 na śakya5 jñātuṃ khalu sarvadharmāḥ6 | 

tasmeha sūtrendravarottamena saṃkṣepato deśita7 śūnyadharmāḥ || 2 || 

智慧が乏しく無知な衆生達は，実にすべての法を知ることができない．したがって，ここにこ

の経典の王であり，最も勝れた最高のもの（＝最勝王経，Suv）によって，空に関する法を要約5 

して示す．（2） 

[Suv 5.3] 

anyair upāyair nayahetubhiś ca8 sattvāna9 kāruṇyavaśodayārtham | 

prakāśitaṃ sūtravarendram etad yathābhijānanti hi sarvasattvāḥ || 3 || 

また，その他諸々の方便や道理や理由を用いて，衆生達に大悲の力を生起させるために，10 

実に，すべての衆生達が理解するように，この最も勝れた王のようなこの経典（Suv）が説かれ

るのだ．（3） 

3. 本論 

3.1. 六根・六境・六識 

3.1.1. 六根 15 

[Suv 5.4] 

ayaṃ ca kāyo yatha10 śūnyagrāmaḥ ṣaḍ grāmacauropama indriyāṇi | 

tāny ekagrāme nivasanti sarve na te vijānanti paraspareṇa || 4 || 

そして，この身体は人気のない村のように存在している．６つの感官（根）は村に巣くう盗賊

のようなものである．彼等は皆，同一の村に住んでいる．［しかし］彼等は互いを知らない．（4） 20 

3.1.2. 六境 
[Suv 5.5] 

cakṣvindriyaṃ rūpagateṣu dhāvati śrotrendriyaṃ śabdavicāraṇeṣu | 

ghrāṇendriyaṃ gandhavicitrahāri jihvendriyaṃ nitya raseṣu dhāvati || 5 || 

                                                   
4 sattvaḥ (m. pl. Nom., cf. BHSG: p. 56, §8.83), buddhiḥ (m. pl. Nom., cf. BHSG: p. 82, §10.190), avijānamānaḥ (m. 
pl. Nom., cf. BHSG: p. 56, §8.83), Skjærvø: satvālpabuddhī-r-avijānamānā. 
5 śakya (m. pl. Nom., cf. BHSG: p. 55, §8.79). 
6 cf. BHSG: p. 57, §8.94. -āḥ を（m. pl. Acc.）とする例として中世ネパール編纂の仏教説話集 Aśokāvadānamālā 第

二章 Upaguptaにおける用例を提示する．Matsunami Cat, New# 37, 24b1–2: upasaṃpādito *jñapticaturthaṃ 
prāptavān sudhīḥ | bhittvāvidyāgaṇāḥ sarvāḥ sadvidyāmbhodhipāragaḥ || （「優れた知識を備えた〔彼は〕白四羯磨を
経て，具足戒を受け，全ての一群の無明を断じた後，正明という大海の向こう岸に辿り着いた」）． 
7 m.c. for deśitā. 
8 Skjærvø: anyair upāyebhi nayebhi hetubhiḥ. 
9 cf. BHSG: p. 59, §8.117. 
10 m.c. for yathā. 
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眼根は色に向かって行き11，耳根は声という考察対象に[向かって行く]12．鼻根は香という

様々なものを奪い13，舌根は常に味に向かって行く．（5） 

[Suv 5.6] 

kāyendriyaṃ sparśagateṣu dhāvati manendriyaṃ dharmavicāraṇeṣu |  

ṣaḍindriyāṇīti paraspareṇa svakasvakaṃ viṣayam abhikramanti || 6 || 5 

身根は触にあるものへ向かって行き，意根は法という考察対象に[向かって行く]．以上のよ

うに，六根は互いに各々の対象（六境）に向かって歩いて行く．（6） 

3.1.3. 六識 
[Suv 5.7] 

cittaṃ hi māyopama cañcalaṃ ca ṣaḍindriyaṃ viṣayavicāraṇaṃ ca | 10 

    yathā naro dhāvati śūnyagrāme ṣaḍgrāmacaurebhi samāśritaś ca || 7 || 

実に，心（＝識)は幻のように気まぐれであり14，六根は[それぞれの]対象（境）という考察対

象を持つものである．ちょうど人が人気のない村に向かって行き，六人の盗賊と一緒に［村に］

身を寄せている（7） 

[Suv 5.8] 15 

cittaṃ tathā ṣaḍviṣayāśritaṃ ca prajānate indriyagocaraṃ ca | 

rūpaṃ ca śabdaṃ ca tathaiva gandhaṃ rasaṃ ca sparśaṃ tatha15 dharmagocaram || 8 || 

そのような形で心（＝識）は六境に依拠し，感官（六根）の働く領域を見出している．すなわ

ち，色と声と香と味と触，ならびに法という領域である．（8） 

    [Suv 5.9] 20 

cittaṃ ca sarvatra ṣaḍindriyeṣu śakunir iva cañcalam indriyasaṃpraviṣṭam | 

yatra yatrendriya saṃśritaṃ ca tatrendriyaṃ16 kurvatu17 jānam ātmakam || 9 || 

                                                   
11 以下 rūpagata, dṛṣṭigataについては BHSD, p. 208, s. vv.を見よ． 
12 Tib.は རྣམ་པར་དཔྱོད་（D13b4; D2204a5; N125b6; N2288b7, よく活動する）, Chi1 340a16 は「分別」, Chi3 424b2 は

「不断絶」と訳す． 
13 gandhavicitrahāri の解釈が難しい．対応する Tib.は སྣའི་དབང་པྱོ་སྣ་ཚོགས་ད་ིརྣམས་འཕྱོག (D13b4; D2204a5–6;  

N125b6; N2288b7)であり，「鼻根は様々な香を奪う」と解釈したようである．対応する Mong2 263b16 は"qabar-un 
erheten eldeb ünür-nugüd-i buliyayu"も Tib.の解釈を支持する．管見の及ぶ限り同様の例を見ないが vicitra- 
gandhaṃ haratīti | victragandhaṃ hartuṃ śīlaṃyasyaの metri causaではないか．ここでは Tib.の解釈に従っておく． 
14 第 7 偈の cittaにあたる語は Chi3では「識」と訳しており，Tib3は同様の意味で རྣམ་ཤེས の訳をあてて，何れも
vijñānaの訳である．また Chi1は「心」，Tib1&2は སེམས であり，cittaの訳である．「インドでは伝統的に心の働きを表
す言葉として心（citta），意（manas），識（vijñāna）が区別なく使われてきた」と佐久間［2012: 42］が指摘されている通
り，cittaを識と訳しても問題ないだろう．そうなると第 7–9偈までに出てくる cittaを漢訳の「識」で理解したほうが都合
がよい． 
15 m.c. for tathā. 
16 Skjærvø: na cendriyaṃ. 
17 cf. BHSG: p. 207, §43, Skjærvø: kurvati. 
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そして，心（＝識）は六根全体の中で鳥のように飛び回り，感官の中に入り込み，凡そどこで

あれ，感官が依拠するところ，それに対して，感官は認識を自身に属するものとなす．（9） 

    [Suv 5.10] 

kāyaś ca niśceṣṭa nirvyāpāraś ca asārakaḥ pratyayasaṃbhavaś ca | 

abhūtaparikalpasamutthitaś ca sthitakarmayantram iva śūnyagrāmaḥ || 10 || 5 

また，身体は静止して活動せず，本質がなく，縁によって生じたものである．虚妄分別（非

実在の構想）より生じ，動かなくなった機械のようであり，人気のない村のようである．（10） 

3.2. 四元素 

[Suv 5.11] 

kṣitiś ca tejo salilānilāś18 ca grāmāntarasthā sthita deśe deśe | 10 

paraspareṇaiva sadā viruddhā yathaiva āśīviṣa ekaveśmani || 11 || 

地，火，水，風とは村の中に住み，至るところに留まっている．実に，１つの籠に入れられた

毒蛇のように，互いに常に敵対している．（11） 

[Suv 5.12] 

dhātūragās te ca caturvidhāni dve ūrdhvagāmī dvaya heṣṭagāmī | 15 

dvayādvayaṃ diśavidiśāsu sarvā19 naśyanti te dhātubhujaṃgamāni || 12 || 

それら蛇のような要素は４種あり，２つは昇り，２つは下降している．それら蛇のような要素は

すべて２つずつ身体の各処にあり，消滅する．（12） 

[Suv 5.13] 

kṣityuragāś20 ca saliloragāś21 ca imau ca heṣṭā kṣayatāṃ vrajete | 20 

    tejoragāś22 cānilamārutoragā23 imau hi dve ūrdhvagatau ca bhonti24 || 13 || 

そして，これら地という蛇と水という蛇とは下降して，滅する．これら火という蛇と風の気流と

いう蛇である２匹は上昇する．（13） 

[Suv 5.14] 

cittaṃ ca vijñāna samāśritaṃ ca25 gatvā yathā pūrvakṛtena karmāṇā | 25 

    deve manuṣyeṣu ca triṣv apāye yathā kṛtaṃ karma bhave pravṛttam26 || 14 || 

                                                   
18 Skjærvø: salilānilau. 
19 Skjærvø: sarve. 
20 Skjærvø: kṣity-ūragaś. 
21 Skjærvø: saliloragaś. 
22 Skjærvø: tejoragāś. 
23 Skjærvø: cānila-m-ūragś ca. 
24 bhoti=bhavati, cf. BHSD: p. 412. 
25 Skjærvø: cittaṃ ca vijñānam athāśritaṃ ca. 
26 Skjærvø: bhavopapattyā. 
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[身体は]心と識に依存し，前世に行われた業に従って天，人間，また三悪道に赴いて，業

がなされた通りに，[身体は]輪廻生存の中に起こる．（14） 

    [Suv 5.15] 

śleṣmānilaṃ pitta kṣayāntaprāptaṃ27 kāya28 mṛto mūtrapurīṣapūrṇaḥ | 

nirabhiramyaḥ29 kṛmiskandhabhūtaḥ30 kṣiptaḥ śmaśāne yatha31 kāṣṭhabhūtaḥ || 15 || 5 

粘液素，体風素，胆汁素は消滅という結末に到達する．[その時，]身体は死んで，糞尿汚

物に満ち溢れ，見るも気持ち悪くて，蛆虫の集まりに等しいものとなって，木片のようなものの

ように，火葬場に投げ捨てられる．（15） 

[Suv 5.16] 

paśyāhi tvaṃ devata eta32 dharmān33 katir atra sattvas tatha34 pudgalo vā | 10 

śūnyā hi ete khalu sarvadharmā avidyataḥ35 pratyayasaṃbhavāś ca || 16 || 

女神よ，汝はこれら諸法を見よ．この世にどれだけの衆生や個人がいようと，これらの一切

法は実に空であり，無知なるが故に，縁によって生ずるものである．（16） 

[Suv 5.17] 

ete mahābhūta36 [mahā asaṃbhavāḥ]37 abhūta38 [saṁbhūta a]39saṃbhavāś ca | 15 

tasmān mahābhūta40 mayā prakīrtitā yasmāc ca bhūtā hi asaṃbhavāś ca || 17 || 

これら元素は偉大であり，生起することがない．生じていない［元素］は生じていて，生起し

ないのである．実に，生じているものは生起しない故に，元素と私が名づけた．（17）41 

                                                   
27 m.c. for śleṣmānilaṃ pittaṃ ca kṣayāntaprāptaṃ. 
28 Skjærvø: kāyo. 
29 Skjærvø: nirābhiramyaḥ. 
30 Skjærvø: kṛmi-kūṭa-bhūtaḥ. 
31 m.c. for yathā. 
32 m.c. for etān, Skjærvø: eti (cf. BHSG: p. 57, §8.92). 
33 Skjærvø: dharmāṃ. 
34 m.c. for tathā. 
35 cf. BHSG: p. 66, §9.73. 
36 cf. BHSG: p. 55, §8.79. 
37 [ ]の中は Nobel [1937]が補った箇所である．Skjærvø: asaṃbhūtaḥ, Tib.は འབྱུང་བ་ཆེན་པྱོ་འད་ིདག་ཆེ་འབྱུང་མིན་（「こ
れらの元素は偉大な非存在である」）． 
38 m.c. for abhūtaḥ, Skjærvø: abhūtva. 
39 [ ]の中は Nobel [1937]が補った箇所である．岩本[1975: 161]は abhūta saṁbhūtaの箇所を訳していない．Tib.は
མ་བྱུང་བ་ལས་བྱུང་ཞིང་མི་འབྱུང་སེ་（「非存在から生じていて，非存在である」）． 
40 cf. BHSG: p. 55, §8.79. 
41 Tib.の原文は以下の通りであり，「元素」の意味で解釈している． 
  [D114a5; D2204b7; N126b3; N2は欠く; Sa1401b7–402a1; Sa278a6–7; Sb1359a2; Sb2248b3–4] 

འབྱུང་བ་ཆནེ་པྱོ་འདི་དག་ཆེ་འབྱུང་མནི། །མ་བྱུང་བ་ལས་བྱུང་ཞིང་མི་འབྱུང་སེ།། 

གང་ག་ིཕིར་ན་ིའབྱུང་བ་མི་འབྱུང་བ། །དེ་ཕིར་འབྱུང་བ་ཆ་ེཞེས་ངས་བརྱོད་དྱོ།།  
これら元素（mahābhūta）は偉大な非存在である．非存在から生じていて（abhūta-saṁbhūta は奪格限定



『金光明経』の思想的研究 

106 

3.3. 十二縁起 

[Suv 5.18] 

avidyayā naiva42 kadāci vidyate avidyataḥ43 pratyayasaṃbhavāś ca | 

avidyamānaivam44 avidyayā ca tasmān mayā ukta avidya eṣā45 || 18 || 

無知なるが故に，如何なる時も［生起しないことを］知ることが決してない．そして，無知なる5 

が故に縁によって生ずるものである．そして，このように［生起しないことが］知られないというの

は無知によるからである．それ故，これを私は無明という．（18） 

  [Suv 5.19–20] 
saṁskāravijñāna sanāmarūpaṃ ṣaḍāyatana sparśa tathaiva vedanā | 

tṛṣṇā upādāna tathā bhavaś ca jātijarāmaraṇaśoka upadravāṇāṃ46 || 19 || 10 

duḥkhāni saṃsāra acintiyāni saṃsāracakre ca yathā sthitāni | 

abhūta saṃbhūta asaṃbhavāś ca47 ayoniśaś cittavicāraṇaṃ ca || 20 || 

［縁起とは］行，識，名色，六処，触，全く同様に受，愛，取，同様に有と生と老死，憂いであ

                                                                                                                                                     
複合語で解釈されている），非存在である．実に，生じているものは非存在である故に，元素

（mahābhūta）と私が名づけた． 
  この箇所に対応する Chi1と Chi3は以下の通りである． 
 [Chi1 424b25–26] 

「如是諸大．一一不實．本自不生．性無和合．以是因縁．我説諸大」． 

 [Chi3 340b13–14] 
「彼諸大種咸虚妄．本非實有體無生．故説大種性皆空．知此浮虚非實有」． 

Chi3からの重訳である Tib3と Uig.のそれぞれの現代語訳は以下の通りである． 
Nobel [1958: 170–171]: „Jene Elemente sind völlig unwahr; sie sind (daher) von Natur aus nicht reale 
Existenz, (und) ihre Wesenheit hat kein Entstehen. Darum lehre ich die Natur der Elemente als leer, und 
man soll (daher) wissen, dass sie substanzlos und leer und nicht von realer Existenz sind“. 
Radloff [1930: 201–202]: „Er und alle Elemente sind als Unwahrheit zu bezeichnen. Von Anfang an sind 
sie nicht wirklich vorhauden und ihre Grundlage ist nicht Wahrheit. Deshalb sage ich so: die Grundlage 
der Elemente ist Leerheit. Man muss wissen, dass sie Falschheit, Lüge und Unwahrheit ist“. 

岩本[1975]と古坂[2003]はそれぞれ以下の解釈をする． 
岩本[1975: 161]: 「これら偉大な存在（mahā-bhūta）はまこと非存在であり，現実に生じたものではない．
この世に存在するものはまこと非存在である故に，わたしは偉大な存在（mahā-bhūta）という」． 

mahābhūtaを偉大な存在（mahā-bhūta）と解釈している． 
古坂[2003: 99]: 「これら大種（物資的要素 mahābhūta）は大いなる非実在物であり，無から生じつつ（本
来は）生じない．ものは生じない故に，それ故私により大いなる非実在物（mahā-abhūta）と名づけられ
た」． 

一回目のmahābhūtaを「元素」の意味を取り，二回目のmahābhūtaを「非実在物」（mahā-abhūta）と解釈している．
これは Chi3に従うものである．ここでは Nobel [1958: 170–171] と Tib2に従い，物質の構成要素である「元素」を取

る． 
42 Skjærvø: avidyamānaṃ na. 
43 cf. BHSG: p. 66, §9.73. 
44 cf. BHSG: p. 34, §4.34. 
45 m.c. for tasmān mayoktāvidyaiṣā. 
46 m.c. for jātijarāmaraṇaśokopadravāṇāṃ. 
47 m.c. for abhūtaḥ saṃbhūtās aṃbhavāś ca, Nobel: abhūtasaṃbhūtaasaṃbhavāś ca, Tib.は མ་བྱུང་བ་ལས་བྱུང་དང་མ་ི
འབྱུང་དང་（D114a7; D2205a2; N126b5–6; N2289b7，「生じていない［苦は］生じていて，生起しないのである」）． 



付論 I 「空性品」和訳研究 

107 

る．諸々の苦悩と関係する．輪廻における諸々の苦しみは考えられない［ほど多い］．ちょうど

輪廻転生の輪の中にあるように，生じていない［苦しみは］生じていて，生起しないのである．

それを生み出す母胎もなく，心で思案されるものである48．（19–20） 

3.4. 五蘊 

[Suv 5.21] 5 

dṛṣṭīgataṃ chetsyatha ātmanasya49 jñānāsinā chindatha kleśajālam | 

skandhālayaṃ paśyatha śūnyabhūtaṃ spṛśatha taṃ bodhiguṇaṃ hy udāram || 21 || 
自身（ātman）に関する誤った考えを断ち切れ．智（ཡེ་ཤེས）という剣で煩悩という網を断ち切

れ50．［五］蘊という住まいは空に等しいものと見よ．実にかの勝れた菩提という性質に触れよ．

（21） 10 

4. 結論 

4.1. 涅槃とは何か 

[Suv 5.22] 
vivṛtaṃ ca me amṛtapurasya dvāraṃ saṃdarśitam amṛtarasasya bhājanam | 

pravekṣyahaṃ51 amṛtapurālayaṃ śubhaṃ tarpiṣyahaṃ52 amṛtarasena ātmanam53 || 22 || 15 

そして，私は甘露（＝不死）という城の門を開いた．甘露（＝不死）の液を受ける，かの器を

完全に示した．私は甘露（＝不死）という城の清浄な家に入るだろう．私は甘露（＝不死）の液

で自己を満足させるだろう．（22） 

[Suv 5.23] 

parāhatā me varadharmabherī āpūrito me varadharmaśaṅkhaḥ | 20 

prajvālitā me varadharma ulkā54 pravarṣitaṃ me varadharmavarṣam || 23 || 

私は勝れた法という太鼓を叩いた．私は勝れた法という法螺貝を吹き鳴らした．私は勝れた

法という松明を灯した．私は勝れた法という雨を降らせた．（23） 

                                                   
48 Chi1 340b22 は「心行」，Chi3 424c4 は「不理生分別」としており，内容が一致しない．Tib.は སེམས་ཀིས་རྣམ་དཔད་
（D114a7; D2205a2; N126b6; N2289b7–290a1，心によって論理的に分析），岩本[1975: 161]は「心の識別」，古坂
[2003: 20]は「心の分別」と解釈する． 
49 m.c. for dṛṣṭīgataṃ chetsyathātmanasya. 
50 「智という剣」とは「智慧」を指す，渡辺[2009a: 141]を参照せよ．またこの智慧について渡辺[1996: 83]は「この智
慧によってあらゆる煩悩を断ち，此岸から彼岸へ，すなわち悟りの世界に至るとされるのである」と解釈する． 
51 cf. BHSG: p. 152, §31.30–31.33. 
52 cf. BHSG: p. 152, §31.30–31.33, Skjærvø: tarpiṣya ’haṃ. 
53 Skjærvø: amṛta-rasena-m-ātmanaṃ. 
54 m.c. for varadharmolkā. 
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    [Suv 5.24] 

parājitā me parakleśaśatravaḥ ucchrepitaṃ me varadharmadhvajaṃ hy anuttaram | 

pratāritā me sattva bhavasamudrāt pithitāni me trīṇy apāyapathāni55 || 24 || 

私は最大の煩悩という敵に勝利した．私は実に，無上の勝れた法という旗を揚げた．私は

衆生を生存の海から救い出した．私は悪道に通じる三つの道を閉ざした．（24） 5 

[Suv 5.25] 
.......................................................... .......................................................... | 

kleśāgnidāhaṃ śamayitva prāṇināṃ ......................................................... || 25 || 

衆生は煩悩という火に焙られ，依り処もなく，逃げ場もない．［私は］煩悩が心を苦しめてい

る衆生を安らかにさせ，冷たい甘露（＝不死）の液で満足させた．（25）56 10 

4.2. 智慧とは何か 

[Suv 5.26] 

yasyārtha57 pūrvam aham58 anekakalpā59 acintiyā60 pūjita61 nāyakā62 hi | 

caritva bodhāya dṛḍhavratena saddharmakāyaṃ pariyeṣamāṇaḥ || 26 || 

そのため，私はかつて数劫の間，実に考えられない程多くの仏に供養した．悟りの知を求15 

め，堅く誓いを立てて修行し，正しい法の身体（＝涅槃）を探し求めた．（26） 

  [Suv 5.27] 
hastau ca pādau ca parityajitvā dhanaṃ hiraṇyaṃ maṇimuktibhūṣaṇam | 

                                                   
55 Skjærvø: trīṇi apāya-pathāni. 
56 この箇所の訳文は Tib.によるものである．その原文は以下の通りである． 
  [D14b3; D2205a5–6; N127a2–3; N2290a5–6; Sa1402a7–b1; Sa278b6–7; Sb1359b1–2; Sb2259a3–4] 

སེམས་ཅན་ཉྱོན་མྱོངས་མ་ེཡིས་གདུངས་གྱུར་པ། །རེན་མེད་གྱུར་ཅངི་དཔུང་གཉནེ་མདེ་པ་དག། 
སྱོག་ཆགས་ཉྱོན་མྱོངས་སེམས་གདུངས་ཞི་བྱས་ནས། །བདུད་ར་ིཁུ་བ་བསིལ་བས་ཚམི་པར་བྱས།། ༢༥ 

この箇所に対応する Chi1と Chi3は以下の通りである． 
 [Chi1 340c2–3] 
 「煩惱熾然．燒諸衆生．無有救護．無所依止．我以甘露．清涼美味」． 

[Chi3 424c13–14] 
「煩悩熾火焼衆生．無有救護無依止．清涼甘露充足彼．身心熱悩並皆除」． 

  Chi3からの重訳である Tib3と Uig.のそれぞれの現代語訳は以下の通りである． 
Nobel [1958: 172]: „Die Wesen, die das flammende Feuer der kleśas verbrennt und für die es keinen 
Schutz und Schirm gibt noch (etwas, worauf) sie sich stützen (können), mit dem erquickenden Nektar 
(habe ich) diese befriedigt und die Hitze-Qual ihres Körpers und ihres Sinnes ganz beseitigt“. 
Radloff [1930: 203]: „Die im heftigen Feuer der Leidenschaften brennenden Lebewesen, die in Leiden 
schutz- und hülfelosen herrenlos seienden Elenden fühlten sich jetzt wohl nach Herzenslust in der Ruhe 
des ewigen Nirvāṇa. Das Schwachwerden des Körpers, der Zunge und des Sinnes, Alles dies ist 
vollständig geschwunden“. 

57 cf. BHSG: p. 51, §8.31. 
58 Skjærvø: pūrve ’ham. 
59 cf. BHSG: p. 52, §8.38. 
60 cf. BHSG: p. 57, §8.92. 
61 cf. BHSG: p. 57, §8.94 & cf. BHSG: p. 169, §34.15. 
62 cf. BHSG: p. 57, §8.92. 
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nayanottamāṅgaṃ priyaputradhītarā suvarṇavaiḍūryavicitraratnā63 || 27 || 

両手と両足と財宝，銀，宝石，真珠，装飾品，眼，頭，愛する息子や娘，黄金，瑠璃，様々

な宝石を［捨てた］．（27） 

[Suv 5.28] 
chinditvā trisahasrāyāṃ sarvavṛkṣatṛṇavanaspatibhyaḥ | 5 

……………………. sarvaṁ ca dharaṇīruhaḥ || 28 || 

三千世界におけるすべての草とすべての木と森と大地から生ずるすべてのものを切り，粉

砕し，（28）64 

    [Suv 5.29] 

cūrṇayitvā ca tat sarvaṃ kuryāc chūkṣmarajopamam65 | 10 

cūrṇarāśiṃ karitvā tu yāvad ākāśagocaram || 29 || 

そして，そのすべてを砕き，微細なる塵のようになすであろう．実に，虚空領域に達するまで

砕かれたものの山を作ってから，（29） 

[Suv 5.30] 

tri śakto bhāgabhinnāya dharaṇīrajasamānivā | 15 

[sarvasyāḥ trisahasrāyāḥ rajadhātur acintiyaḥ]66 || 30 || 

大地の塵を３つに分けることができるように，数えきれない三千世界のすべての塵を３つ分

                                                   
63 Skjærvø: suvarṇavaiḍūryavicitraratnaṃ. 
64 この箇所の訳文は Tib.によるものである．その原文は以下の通りである． 
  [D114b5; D2205a7–b1; N127a5–6; N2290b1–2; Sa1402b3–4; Sa279a2–3; Sb1359b4–5; Sb2259a6–7] 

སྱོང་གསུམ་ཤངི་ལྱོན་ཐམས་ཅད་དང་། །རྩྭ་དང་རྩྭ་རྣམས་ཐམས་ཅད་དང་།། 

ནགས་ཚལ་དག་དང་ས་ལས་ནི། །འཁྲུངས་པ་ཐམས་ཅད་བཅད་གཏུབས་ཏེ།། ༢༨ 
この箇所に対応する Chi2と Chi3は以下の通りである． 

 [Chi2 380a10] 
 「三千大千世界中．所有樹木折爲籌」． 

[Chi3 424c21–22] 
「假使三千大千界．盡此土地生長物．所有叢林諸樹木．稻麻竹葦及枝條」． 

Chi3からの重訳である Tib3と Uig.のそれぞれの現代語訳は以下の通りである． 
Nobel [1958: 173]: „Auch wenn man in der Welt der Dreitausend-grossen-Tausend, was auch immer an 
Dingen auf der Erde wächst, was da vorhanden ist an Wäldern, Bäumen, Reis, Hanf, Bambus, Gräsern, 
Zweigen“. 
Radloff [1930: 203]: „Wenn auch dieses Erd-Wasser, die drei tausend die grossen tausend Reiche, nur 
eine Ebene wäre, eine glatte Fläche wie die Handfläche, und wenn dort lauter Bäume wüchsen und 
dazweischen pflanzen ohne eine Öffnung (zulassen) Schlingpflanzen, Hanf und hartes Schilf und dichtes 
Laubwerk ohne Lücken, wenn man dann alle diese Dinge restlos abschneiden und einernten würde, wenn 
man sie Alle zusammen zerstückeln“. 

65 Skjærvø: sarva-kuryāt sūkṣma-rajopamaṃ. 
66 [ ]の中は Nobel [1937]が補った箇所である．Tib.は སྱོང་གསུམ་དག་ན་ིཐམས་ཅད་ཀི། །རྡུལ་ཁམས་བསམ་གསི་མི་ཁྱབ་པ།། 
（D114b6; D2205b2; N127a7; N2290b3，「数えきれない三千世界のすべての塵を三つ分けることもできよう」），[Chi3 

424c25–26]は「所有三千大千界．地土皆悉末爲塵．此微塵量不可數」の箇所に対応する． 
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けることもできよう．（30） 

    [Suv 5.31] 

.......................................................... 

.......................................................... || 31 || 

すべての衆生の智慧が一人の衆生に集められるとすれば，その智慧で，諸々の塵の粉を5 

数えられるであろうが，（31） 

[Suv 5.32] 

sarvasattvātirekebhir jñānavatatarair67 naraiḥ | 

sarvaṃ gaṇayituṃ śakyaṃ na tu jñānaṃ jinasya ca || 32 || 
すべての衆生を超えていて，一層優れた智（ཡེ་ཤེས）を持つ人々ですら，勝者のすべての智10 

慧（ཤེས་རབ）を数えることはできない．（32） 

  [Suv 5.33] 

ekakṣaṇapravṛttaṃ tu68 yaj jñānaṃ ca mahāmuneḥ69 | 

anekakalpakoṭīṣu na śakyaṃ gaṇayituṃ kvacit || 33 || 
そして，偉大な聖者が抱く一瞬の間に起こった智（ཡེ་ཤེས）は70，数千劫において如何なると15 

ころでも，数えることはできない．（33） 

                                                   
67 cf. BHSG: P. 103, §18.32. 
68 Skjærvø: tvaṃ. 
69 Skjærvø: mahāmune. 
70 「一瞬の間に起こった智」については渡辺[2009b: 122–135]を参照せよ． 
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付論 II 「金勝陀羅尼品」和訳研究 

【科文】 
1. 導入 
2. 陀羅尼 
 2.1. 導入 5 

 2.2. 五仏への頂礼 
 2.3. 一切仏への頂礼 
 2.4. 菩薩への頂礼 
 2.5. 陀羅尼読誦の功徳 
3. 実践方法 10 

 

གསརེ་འདོ་དམ་པ་མད་ོསའེ་ིདབང་པའོ་ིརྒྱལ་པ་ོལས་གསརེ་ཅན་ཞསེ་བྱ་བའ་ིགཟུངས་ཏ་ེལའེུ་བརྒྱད་པའ།ོ། 
『金光明最勝という経典の王』のうちの「金勝」という陀羅尼に関する第八章 

1. 導入 

[D202a4–b1; L294b3–295a1; N285b5–286a3; P210a3–7; S174a7–b5; S2245a3–b1; Ul169b4–70a1; 15 

Ul2236a4–b1] 
དེ་ནས་བཅོམ་ལྡན་འདས་ཀིས་འཁོར་དེའི་ནང་ན་1བྱང་ཆུབ་སམེས་དཔའི་སེམས་དཔའ་ཆེན་པ་ོབདེ་བར་

གནས་པ་2ལ་འདི་སྐད་ཅེས་བཀའ་སྩལ་ཏ།ོ། 
རིགས་ཀི་བུ་གསེར་ཅན་ཞེས་བྱ་བའི་གཟུངས་འདི་ 3 རིགས་ཀི་བུ་འམ་རིགས་ཀི་བུ་མོ་གང་ལ་ལས་འདས་པ་

དང་། མ་འོངས་པ་དང་། ད་ལྟར་གི་སངས་རྒྱས་ཐམས་ཅད་མངོན་དུ་མཆོད་ 4 ཅིང། བཀུར་བསིར་བྱེད་པར་20 

འདོད་པས་5གཟུངས་འདི་འཆང་6ཞིང་བཟུང་བར་བྱའོ། །ད་ེཅིའི་ཕིར་ཞེ་ན། གཟུངས་འདི་འདས་པ་དང་། མ་
འོདས་པ་དང་། ད་ལྟར་གི་སངས་རྒྱས་བཅོམ་ལྡན་འདས་རྣམས་ཀི་ཡུམ་ཡིན་པའོ་ཕིར། གཟུངས་འདི་འཛིན་
པའི་7བསོད་ནམས་ཀི་ཚོགས་རྒྱ་ཆེར་8འཕེལ་བར་འགྱུར་རོ། །འདས་པའི་སངས་རྒྱས་བཅོམ་ལྡན་འདས་དཔག་ཏུ་

                                                   
1 ན་ D; ནས་ LNPS1S2Ul1Ul2. 
2 བདེ་བར་གནས་པ་ DLNS1S2Ul1Ul2; བདེ་བར་གནས་ P. 
3 འད་ི NS1S2Ul1Ul2; འདི་གང་ DLP. 
4 མཆོད་ DLNS1S2Ul1Ul2; བརོད་ P., confirmed by Chi3 423b26–27. 
5 བཀུར་བསིར་བེྱད་པར་འདོད་པས་ NUl1Ul2; བཀུར་སི་བྱེད་འདོད་པས་ DP; བཀུར་སིར་བེྱད་པར་འདོད་པས་ S1S2; བཀུར་སི་བྱེད་པར་
འདོད་པས་ L. 
6 འཆང་ LNS1S2Ul1Ul2; བཅང་ DP. 
7 འཛིན་པའི་ LNS1S2Ul1Ul2; འཛིན་པ་ནི་ DP. 
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མེད་པ་དག་ལ་དག་ེབའི་རྩ་བ་བསེད་པ་རྣམས་ཀིས་འཛིན་ཅིང་འཆང་བར་འགྱུར་རོ། །ཚུལ་ཁམིས་རྣམ་པར་དག་
པ་མ་ཉམས་ཤིང་སོན་མེད་པ་རྣམས་ཀིས་ཆོས་ཀི་རྣམ་གྲངས་ཤནི་ཏུ་ཟབ་མ་ོའདི་ལ་འཇུག་ནུས་པར་འགྱུར་རོ།། 
それから，世尊はその集会の中で善住（*Supratisthita）9菩薩摩訶薩に次のように語られた． 

「善男子よ，金勝という名のこの陀羅尼を，凡そどのような善男子・善女人であれ，過去・未来・現

在の一切諸仏に対して供養を行い恭敬しようと欲するなら，心に保ちしっかりと理解すべきである10．5 

それはなぜかと言えば，この陀羅尼は過去と未来と現在の仏世尊たちの母であるからである．この

陀羅尼を学習する者の一群の福徳は大きく増大することになろう11．過去の量り知れない程の仏世

                                                                                                                                                     
8 ཚོགས་རྒྱ་ཆེར་ DLNS1S2Ul1Ul2; ཚོགས་ཆེར་ P. 
9 以下に現れる བདེ་བར་གནས་ を「善住」という菩薩の名称に解釈するか，「よく定まっている者」という菩薩の形容句

に解釈するかは文脈からは決定し難い．Uig.はこれを菩薩の名称として*Supratiṣṭhita と音写する（Radloff [1930:  

194]）．Chi3 423c27 は「佛告善住菩薩．此陀羅尼．是三世佛母」），Tib3 76a3は དག་གནས་ であり，固有名詞として 

判断し難い．しかし壬生[1987: 171]も Nobel [1958: 163]も菩薩の名称に解釈し，それぞれ*Supratisthita，
Supratiṣṭhita と還梵する．Skt.で Supratiṣṭhita が固有名詞として用いられている可能性のある用例を探してみると，
LalitavistaraとDaśabhūmikaにそれぞれ一例ずつ存在する．両者のうち Supratiṣṭhitaを確実に固有名詞と解してい
るのは前者である．当該の一節を引用するならば次の通りである． 

ṣoḍaśa ca bodhi‹maṇḍa›paripālakā devaputrāḥ. tad yathā, utkhalī ca nāma devaputraḥ, ... supratiṣṭhitaś 
ca ... padmaprabhaś ca. itîme ṣoḍaśa bodhi‹maṇḍa›paripālakā devaputrāḥ 
sarve ’vaivartyakṣāntipratilabdhāḥ. （テキストは外薗[2011: 208–210]に基づく．以下，下線は筆者によ
る）． 
外薗[2011: 225–226]: 「また，菩提《道場》を守護する十六名の天子あり．すなわち，ウトゥカリンと名づ
ける天子，―〔中略〕―．スプラティシュティタ（善住），―〔中略〕―．パドマプラハ（蓮華光明）［と名づけ

る天子］なり．かくの如き，これらの十六名の，菩提《道場》を守護する天子たちは，皆が，不退転の忍辱

を得たる者なり」． 
『仏説普曜経』（513b24–c2）: 「又有十六人侍從菩薩．其名曰轉進菩薩．―〔中略〕―．善住菩薩．―
〔中略〕―．戒淨菩薩．眷屬圍遶．是諸天子等．悉不退轉逮得法忍．供養菩薩．莊嚴道場平治其地」． 
『方広大荘厳経』（538b7–8）: 「咸見菩薩光明普照有十六天子．守護此菩提之場．是諸天子皆證無生
法忍及得阿惟越致．其名曰轉進天子．―〔中略〕―．善住天子．―〔中略〕―．蓮花光明天子．如是等

天子．各化四万八十由旬．廣設無量寶莊嚴具」． 
ただし Lalitavistara では Supratiṣṭhita は「天子」（devaputra）の名称とされている点に問題が残る．これに対し

Daśabhūmikaの用例は次の通りである． 
[Daśabhūmikasūtra 9.28–29] 
evaṃrūpair bhavanto jinaputrā bhūmipariśodhakair dharmaiḥ samanvāgato bodhisattvaḥ supratiṣṭhito 
bhavati pramuditāyāṃ bodhisattvabhūmau. 
荒牧[1974: 44]: 「みなさん，仏子たちよ，このような地をあますところなく清浄にする諸徳が円満具足す
るときに，かの菩薩は，いよいよ「歓喜にあふれる」菩薩の地にあって，よく定まっているようになる」． 
『仏説十地経』（538c7–8）: 「唯諸佛子以如是等諸淨地法相應．菩薩名住安住極喜地中」． 

Daśabhūmikaの用例では判断し難い．筆者はここで「善住菩薩」という固有名詞に解釈する． 
10 འཆང་ཞིང་བཟུང་བ་ の想定される Skt.は*dhārayitavyo udgrahītavyaḥ である．これを裏付ける用例として次のものが
ある． 
 [Samādhirājasūtra 13.9–10] 

tasmāttarhi kumāra bodhisattvena mahāsattvena udgrahītavyo dhārayitavyo vācayitavyaḥ paryavāptavyaḥ. 
田村[1975: 101]: 「このようなわけで，太子よ，菩薩大士は（この三昧を）学習し，心に保ち，口に出して
唱え，修得しなければならない」． 

Mong2 261b6 は"ǰegügdegün bariγdaqui"（身に付け把握すべきである）と訳す．以上の用例を根拠に འཆང་ཞིང་
བཟུང་བ་ に「心に保ちしっかりと理解する」という訳をあてる． 
11 「一群の福徳」に想定される Skt.は*puṇyasaṃbhāra である．saṃbhāra は普通「資糧」（もととなる必要なもの）と漢
訳される．puṇyasaṃbhāraを「福徳の資糧」と解釈する用例として次のものがある． 

javascript:void(0);
javascript:void(0);
javascript:void(0);
javascript:void(0);
javascript:void(0);
javascript:void(0);
javascript:void(0);
javascript:void(0);
javascript:void(0);
javascript:void(0);
http://ja.wiktionary.org/wiki/%E6%87%89
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尊たちに対して善根を生じた者たちは，この［陀羅尼を］学習し心に保つであろう．［受持する］戒が

清浄かつ完全であって，過失のない者たちは12，この非常に深遠なる法門に入って行くことができ

るであろう」と． 

 

 5 

                                                                                                                                                     
[Bodhicaryāvatāra 9.168] 
kadopalambhadṛṣṭibhyo deśayiṣyāmi śūnyatām | saṃvṛtyānupalambhena puṇyasaṃbhāramādarāt || 
Crosby & Skilton [1995: 132.167]: ‘‘When shall I teach emptiness and the accumulation of merit, by 
means of conventional truth, without reliance on projection, respectfully to those whose views are based 
on projection?”. 
Steinkellner [1997: 141]: „Wann werde ich wohl imstande sein, denen der weltlichen Wirklichkeit gemäß 
die Leerheit darzulegen, die die falsche Auffassung von der Wahrnehmung [eines Daseins] hegen, [und] 
voll Ehrfurchr die Zurüstung an guten Werken unter Nichtwahrnehmung [der Gabe, des Gebers und des 
Empfängers]?“. 
金倉[1965: 168]: 「有所得の見をもてる人々に対し，予は俗諦によって，何時空性を教え得ようか．無所
得（＝空の立場）によって，恭しく福善の資糧（即ち，仏と成るに必要な功徳を，何時教え得ようか）」． 

ただし，同箇所に対しPrajñākaramatiは語釈を与えていない点に注意すべきである．その他の puṇyasaṃbhāraの
用例は Gopadattaの Maitrakanyakāvadānaに見られる． 

 [Maitrakanyakāvadāna 26] 
 puṇyasaṃbhāramahatas tasya sattvadayāvataḥ | prathame ’hani saṃpannaṃ catuṣkārṣāpaṇaṃ dhanam || 

Klaus [1983: 41]: „Am ersten Tag erreichte er, der groß war hinsichtlich der Fülle des religiösen 
Verdienstes und der Mitleid mit den Lebewesen hatte, einen Verdienst von vier kārṣāpaṇas“ (emphasis 
mine). 

またヒンドゥー教文献での用例としては Bhavabhūti（８世紀）の戯曲 Mahāvīracaritaに用例がある． 
[Mahāvīracarita 2.40] 
saṃbhāvyasaptabhuvanābhayadānapuṇyasambhāram asya vapur atra hi visphuranti | 
lakṣmīś ca sāttvikaguṇajvalitaṃ ca tejo dharmaś ca mānavijayau ca parākramaś ca || 
Grimal [1989: 133]: « Sa belle apparence rend concevable l’abondance de mérite consistant à donner la 
sécurité aux sept mondes. En elle, en effer, rayonnent, et la beauté et l’énergie, celle-ci illuminée par les 
qualités de la ‘‘puret”, et la vertu, et la fierté et la supériorité, et la puissance aussi ». 

Mahāvīracarita に対する註釈者 Vīrarāghava は ab 句の saṃbhāvyasaptabhuvanābhayadānapuṇyasambhāram を

saṃbhāvya-を前分，-saptabhuvanābhayadānapuṇyasambhāram を後分とする具格所有複合語として次のように説明

する． 
Vīrarāghava on Mahāvīracarita 2.40 (133.29–32): saṃbhāvyaḥ niśceyaḥ saptānāṃ bhuvanānāṃ 
samāhāraḥ saptabhuvanaṃ tasmai yad abhayadānam bhayasaṃsargābhāvanirvahaṇaṃ tad eva puṇyaṃ 
dharmaḥ tasya saṃbhāraḥ atiśayaḥ yena tat tathoktam. 
七つの世界つまり七つの世界の集合に平穏を付与する，つまり恐怖と結び付くことがないことをもたらす

美徳つまり正義に溢れていること，つまり数量の点で勝っていることを明白に認識させることを可能にし

得る（saṃbhāvyaḥ = niśceyaḥ）所の，そのような［容姿が］そのように言われる. 
Chi3 423b29 は「具大福徳」としており，それに対する Tib.と Uig.をそれぞれ Nobel [1958: 164]は„mit grossen 

Verdiensten“，Radloff [1930: 195]は„heilsame Gutthaten“と訳す．Mong2 261b9–11 は"ene tarni-yi bariγsan-iyar 
buyan-u čiγulγan aqui yekede nemekü boluγsan"（この陀羅尼を把握することによって福徳の集まりがより大きく増大
ことになり）と訳す．Mong.は Tib.からの重訳でありながら，完全に対応するものではないことを示している．བསོད་
ནམས་ཀ་ིཚོགས་རྒྱ་ཆེར་ の訳語としては「一群の福徳」か，「福徳のもととなるもの」の何れの意味でも読み取れる．本論
では「一群の福徳」とする． 
12 想定される Skt.は*viśuddhākhaṇḍitaśīlanirdoṣāḥ である．この複合語は少なくとも二通りに解釈可能である．第一
解釈は viśuddhākhaṇḍitaśīlanirdoṣāḥ を viśuddha，akhaṇḍitaśīla (<akhaṇḍitaṃ śīlaṃ yeṣām)，nirdoṣa (<nirgatā doṣā 
yeṣām)という三つの構成要素からなる同格限定複合語として「清浄であって，〔受持する〕戒が完全であって，過失
のない者達」と解釈するものである．第二解釈は当該の複合語を viśuddhākhaṇḍitaśīla (<viśuddhākhaṇḍitaṃ śīlaṃ 
yeṣām)と nirdoṣa (<nirgatā doṣā yeṣām)という二つの構成要素からなる同格限定複合語として「〔受持する〕戒が清浄
かつ完全であって，過失のない者達」と解釈するものである．Tib.は後者をとっており，ここではこれに従う． 
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2. 陀羅尼 

2.1 導入 

[D202b1–3; L295a1–4; N286a3–6; P210a7–b1; S174b5–75a1; S2245b1–3; Ul170a1–4; Ul2236b1–3] 
དེ་ནས་བཅོམ་ལྡན་འདས་ཀིས་བཀའ་སྩལ་པ།  གཟུངས་སྔགས་སྒྲུབ་པའི་13ཆོ་ག་ནི།  སྔར་སངས་རྒྱས་བཅོམ་

ལྡན་འདས་དང་། བྱང་ཆུབ་སམེས་དཔའི་མཚན་འདི་དག་བརདོ་ཅིང་སེམས་རྩེ་གཅིག་པས་ཕག་འཚོལ་ལ14། དེ་5 

ནས་སྔགས་འདི་གདོན་པར་15བྱའོ།། 
ཕོགས་བཅུའི་སངས་རྒྱས་ཐམས་ཅད་ལ་ཕག་འཚལ་ལ།ོ །བྱང་ཆུབ་སེམས་དཔའ་སེམས་དཔའ་ཆནེ་པོ་རྣམས་

ལ་ཕག་འཚལ་ལ།ོ །ཉན་ཐོས་དང་རང་སངས་རྒྱས་དང་། འཕགས་པ་ཐམས་ཅད་ལ་ཕག་འཚལ་ལོ།། 
それから，世尊は語られた．「陀羅尼を習得する儀礼の手順は16，まず始めに仏世尊と菩薩のこ

れらのお名前を口にし，一心不乱なる気持ちで頂礼し，それから次の真言陀羅尼を読誦せよ」． 10 

「十方の一切諸仏に頂礼あれ17．菩薩摩訶薩たちに頂礼あれ．声聞・縁覚・一切の聖なる方々に

頂礼あれ」． 

2.2 五仏への頂礼 

[D202b3–4; L295a4–6; N286a6–7; P210b1–2; S175a1–2; S2245b3–5; Ul170a4–6; Ul2236b3–5] 
སངས་རྒྱས་ཤཱཀ་ཐུབ་པ་ལ་ཕག་འཚལ་ལོ། །ཤར་ཕོགས་ཀི་སངས་རྒྱས་མི་འཁྲུགས་པ་18ལ་ཕག་འཚལ་ལོ། །ལ་ོ15 

ཕོགས་ཀི་སངས་རྒྱས་རིན་པོ་ཆའེི་ཏོག་ལ་ཕག་འཚལ་ལོ། །ནུབ་ཕོགས་ཀི་སངས་རྒྱས་འོད་དཔག་མེད་ལ་ཕག་
འཚལ་ལོ། །བྱང་ཕོགས་ཀིས་སངས་རྒྱས་རྔ་སྒྲའི་རྒྱལ་པོ་ལ་ཕག་འཚལ་ལོ།། 
「シャキャムニ（*Śākyamuni）19仏に頂礼あれ．東の阿閦（*Akṣobhya）20仏に頂礼あれ．南の宝幢

（*Ratnaketu） 21仏に頂礼あれ．西の阿弥陀（*Amitābha） 22仏に頂礼あれ．北の天鼓音王

                                                   
13 སྒྲུབ་པའི་ NS2U2; བསྒྲུབ་པའི་ DLPS1U1. 
14 ཕག་འཚོལ་ལ་ DNUl1Ul2; ཕག་འཚལ་བ་ P; ཕག་འཚལ་ལ་ L; ཕག་འཚལ་ལ་ོ S1S2. 
15 གདོན་པར་ DLNS1S2Ul1Ul2; འདོན་པར་ P. 
16 ཆོ་ག་ (Skt. kalpa)は，漢訳では「儀軌」と訳される．ただし，漢訳をそのまま用いると意味が明確ではないので，「儀
礼実行の手順」という訳語をあてる．Mong2 261b18 は"ǰang üile"（やり方）と訳す．Chi3 423c3 は「法」となっており，
Tib.と Uig.に対する Nobel [1958: 164]と Radloff [1930: 195]の解釈はそれぞれ„Method“，„Regeln“である． 
17 Tib.からの直訳は「手を合わせる」である，ただし，想定される Skt.は*namas+(Dat.)+astu なので，以下「...に頂礼
あれ」と訳す． 
18 མི་འཁྲུགས་པ་ DPS1S2Ul1Ul2; མི་འཁྲུག་པ་ LN. 
19 Mvy 94. 
20 Mvy 83; 田中[1987: 254]は*Akṣobhya に མི་བསོད་པ་ というチベット語訳をあてる. 
21 Mvy 654; Radloff [1930: 195]は Uig.の音写に基づいて*Ratna-imiti (Ratna sambhava? [sic])と還梵する．また
「宝相」とも呼ぶ．田中[1987: 257, 272]は*Ratnaketu に「宝頂」という Chi.，རིན་ཆེན་ཏོག་ という Tib.をあてる．  
22 Mvy 85; Radloff [1930: 195]はUig.の音写に基づいて*Amitāyusと還梵する．田中[1987: 254, 257]は*Amitābha
に སྣང་བ་མཐའ་ཡས་ や འོད་དཔག་ཏུ་མེད་པ་ や ཚེ་དཔག་མེད་ という Tib.をあてる．  
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(*Dundubhisvara) 23仏に頂礼あれ」． 

2.3 十方諸仏への頂礼 

[D202b4–203a1; L295a6–b5; N286a7–b7; P210b2–8; S175a2–b2; S2245b5–246a4; Ul170a6–4; 

Ul2236b5–237a3] 
སེང་གི་ཕོགས་ཀི་སངས་རྒྱས་ཡངས་པའི་དཔལ་ལ་ཕག་འཚལ་ལོ། །འོག་གི་ཕོགས་ཀི་སངས་རྒྱས་སྣང་བ་དམ་5 

པའི་དཔལ་ལ་ཕག་འཚལ་ལ།ོ །སངས་རྒྱས་རིན་ཆེན་སིང་པོ་ལ་ཕག་འཚལ་ལོ། །སངས་རྒྱས་ཀུན་ཏུ་འོད་ལ་ཕག་
འཚལ་ལོ། །སངས་རྒྱས་ཀུན་ཏུ་སྣང་བ་ལ་ཕག་འཚལ་ལ།ོ །སངས་རྒྱས་སོས་མཆོག་བརྩེགས་པའ་ིརྒྱལ་པོ་ལ་ཕག་
འཚལ་ལོ། །སངས་རྒྱས་པདྨ་དམ་པ་ལ་ཕག་འཚལ་ལ།ོ །སངས་རྒྱས་མཉམ་པར་གཟིགས་ལ་ཕག་འཚལ་ལོ། །སངས་
རྒྱས་རིན་ཆེན་གཙུག་ཏོར་ཅན་ 24 ལ་ཕག་འཚལ་ལ།ོ །སངས་རྒྱས་རིན་ཆེན་བླ་མ་ལ་ཕག་འཚལ་ལ།ོ །སངས་རྒྱས་
རིན་ཆེན་འོད་ལ་ཕག་འཚལ་ལོ། །སངས་རྒྱས་དི་མེད་འོད་སྣང་ལ་ཕག་འཚལ་ལ།ོ །སངས་རྒྱས་སབོས་པས་25བཀོད་10 

པར་དགོངས་པ་ལ་ཕག་འཚལ་ལོ། །སངས་རྒྱས་ཟླ་འད་ོརྣམ་དག་གྲགས་པའི་ཏོག་ག་ིརྒྱལ་པོ་ལ་ཕག་འཚལ་
ལོ། །སངས་རྒྱས་མ་ེཏོག་འོད་བཀོད་ལ་ཕག་འཚལ་ལ།ོ །སངས་རྒྱས་འོད་སྣང་རྒྱལ་པོ་ལ་ཕག་འཚལ་ལོ། །སངས་
རྒྱས་དགེ་འོད་དི་མ་མེད་པར་གྲགས་པའི་རྒྱལ་པོ་ལ་ཕག་འཚལ་ལོ། །སངས་རྒྱས་སྤྱན་རས་གཟགིས་དབང་མི་
འཇིགས་པ་ལ་ཕག་འཚལ་ལ།ོ །སངས་རྒྱས་འཇིགས་མེད་གྲགས་པ་ལ་ཕག་འཚལ་ལ།ོ །སངས་རྒྱས་རབ་མཆོག་རྒྱལ་
པོ་ལ་ཕག་འཚལ་ལ།ོ། 15 

「上方の広衆徳（*Puṇyavaipulya）26仏に頂礼あれ．下方の明徳（*Puṇyaprabhāsa）27仏に頂礼あ

れ．宝蔵（*Ratnagarbha） 28仏に頂礼あれ．普光（*Samantaprabha） 29仏に頂礼あれ．普明

（ *Samantaprabhāsa ） 30仏に頂礼あれ．香積王（ *Gadharāśrāja ） 31仏に頂礼あれ．蓮華勝

（*Padmavijaya）32仏に頂礼あれ．王等見（*Samadarśana）33仏に頂礼あれ．宝髻（*Ratnaśikhin）34

仏に頂礼あれ．宝上（*Ratnaguru）35仏に頂礼あれ．宝光（*Ratnaprabha）36仏に頂礼あれ．無垢光20 

明（*Vimalaprabha）37仏に頂礼あれ．弁才荘厳思惟（*Pratibhānavyūhacintana）38仏に頂礼あれ．

                                                   
23 Mong2 261b29; MongDH V, 6b11; Radloff [1930: 195]; Nobel [1958: 164]は*Deva-Dundubhirāja と想定する．田
中[1987: 257]は*Dundubhisvaraに རྔ་དབྱངས་ཅན་ という Tib.と「天鼓雷音」という Chi.をあてる． 
24 གཙུག་ཏོར་ཅན་ DLUl2; གཙུག་གཏོར་ཅན་ Ul1; གཙུག་ཏོར་ PNS1S2. 
25 སོབས་པས་ DLNS1S2Ul1Ul2; སོབས་པར་ P. 
26 Nobel [1958: 164]; Radloff [1930: 195]は Uig.の音写に基づいて*Puṇyavaipula と還梵する． 
27 Radloff [1930: 195]; Nobel [1958: 164]. 
28 Mvy 665; Radloff [1930: 195]は Uig.の音写に基づいて*Ratnakośa と還梵する．Nobel [1958]は欠く． 
29 Mvy 707. 
30 Nobel [1958: 164]; Radloff [1930]は欠く． 
31 Nobel [1958: 165]; Radloff [1930: 195]は Uig.の音写に基づいて*Kāntarāśi と還梵する． 
32 Radloff [1930: 196]; Nobel [1958: 165]. 
33 Nobel [1958: 165]; Radloff [1930: 196]は Uig.の音写に基づいて*Samantadarśana と還梵する． 
34 Mvy 98; Radloff [1930: 196]は Uig.の音写に基づいて*Ratnaśikhī と還梵する． 
35 Mong2 262a7; Radloff [1930: 196]は Uig.の音写に基づいて*Ratnottara と還梵する．Nobel [1958: 165]も同様に
*Ratnottara と想定する． 
36 Radloff [1930: 196]; Nobel [1958: 165]. 
37 Radloff [1930: 196]; Nobel [1958: 165]は*Vimalaprabhāsa と想定する． 
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浄月光称相王（ *Viśuddhacandraprabhāyaśolakṣaṇarāja ）仏に頂礼あれ．華厳光（ *Kusuma- 

vyūhaprabha ） 仏に頂礼あれ．光明王 （ *Prabhāsarāja ） 仏に頂礼あれ．善光無垢称王

（*Suprabhāmalayaśorāja）仏に頂礼あれ．観察無畏自在（*Bhayeśvararāja）仏に頂礼あれ．無畏名

称（*Abhayakīrti）仏に頂礼あれ．最勝王（*Paramavijayarāja）仏に頂礼あれ」． 

2.4 菩薩への頂礼 5 

[D203a1–4; L295b5–296a3; N286b7–287a5; P210b8–211a3; S175b2–6; S2246a4–b1; Ul170b4–

71a1; Ul2237a3–7] 
བྱང་ཆུབ་སེམས་དཔའ་སེམས་དཔའ་ཆེན་པོ་སྤྱན་རས་གཟིགས་དབང་ཕྱུག་ལ་ཕག་འཚལ་ལ།ོ །བྱང་ཆུབ་

སེམས་དཔའ་སེམས་དཔའ་ཆེན་པོ་སའི་སིང་པོ་ལ་ཕག་འཚལ་ལོ། །བྱང་ཆུབ་སེམས་དཔའ་སེམས་དཔའ་ཆེན་པོ་
ནམ་མཁའི་སིང་པོ་ལ་ཕག་འཚལ་ལོ། །བྱང་ཆུབ་སེམས་དཔའ་སེམས་དཔའ་ཆེན་པོ་འཇམ་དཔལ་ལ་ཕག་འཚལ་10 

ལོ། །བྱང་ཆུབ་སེམས་དཔའ་སམེས་དཔའ་ཆེན་པོ་ཕག་ན་རོ་རེ་ལ་ཕག་འཚལ་ལ།ོ །བྱང་ཆུབ་སམེས་དཔའ་སེམས་
དཔའ་ཆེན་པོ་ཀུན་ཏུ་བཟང་པོ་ལ་ཕག་འཚལ་ལ།ོ  །བྱང་ཆུབ་སེམས་དཔའ་སེམས་དཔའ་ཆེན་པོ་བློ་གྲོས་མི་ཟད་
པ་39ལ་ཕག་འཚལ་ལ།ོ །བྱང་ཆུབ་སེམས་དཔའ་སེམས་དཔའ་ཆེན་པོ་མཐུ་ཆེན་ཐོབ་པ་40ལ་ཕག་འཚལ་ལོ། །བྱང་
ཆུབ་སེམས་དཔའ་སེམས་དཔའ་ཆེན་པོ་བྱམས་པ་ལ་ཕག་འཚལ་ལོ། །བྱང་ཆུབ་སེམས་དཔའ་སེམས་དཔའ་ཆེམ་པོ་
ལེགས་པའི་བློ་གྲོས་ལ་ཕག་འཚལ་ལོ།། 15 

「観自在（*Avalokiteśvara）41菩薩摩訶薩に頂礼あれ．地蔵（*Kṣitigarbha）42菩薩摩訶薩に頂礼

あれ．虚空蔵（*Ākāśāgarbha）43菩薩摩訶薩に頂礼あれ．文殊（*Mañjuśrī）44菩薩摩訶薩に頂礼あ

れ．金剛手（*Vajrapāṇi）45菩薩摩訶薩に頂礼あれ．普賢（*Samantabhadra）46菩薩摩訶薩に頂礼あ

れ．無尽意（*Akṣayamati）47菩薩摩訶薩に頂礼あれ．大勢至（*Mahāsthāmaprāpta）48菩薩摩訶薩

に頂礼あれ．弥勒（*Maitreya）49菩薩摩訶薩に頂礼あれ．善思（*Sādhumati）50菩薩摩訶薩に頂礼20 

あれ」． 

 
                                                                                                                                                     
38 以下「最勝王仏」（རབ་མཆོག་རྒྱལ་པོ་）までの仏名の還梵は Nobel [1958: 165]に従う． 
39 མི་ཟད་པ་ DLNPS1S2Ul2; མི་བཟད་པ་ Ul1. 
40 མཐུ་ཆེན་ཐོབ་པ་ DLNPS2Ul1Ul2; མཐུ་ཆནེ་ཐོབ་ S1. 
41 Mvy 645; Mong2 262a19–20 とMongDH V, 7a13 は*Āryāvalokiteśvara と音写する. 
42 Mvy 652. 
43 Mong3 99b15; Mong2 262a22; MongDH V, 7a15–16; Radloff [1930: 196]; Nobel [1958: 165]. 
44 Mvy 650; Chi3 423c18は「妙吉祥」とする．田中[1987: 263]は Mañjuśrī に རོ་ར་ེདམ་པ་སིན་པ་ という Tib.をあてる．  
45 Mong3 99b17; Mong2 262a25; MongDH V, 7a18; Radloff [1930: 197]; Nobel [1958: 165]; Mvy 649はVajrapāṇi に
ལག་ན་ར་ོརེ་ という Tib.をあてる. 
46 Mong3 99b18–19; Mong2 262a26; MongDH V, 7a19; Nobel [1958: 165]. 
47 Mvy 702. 
48 Mvy 653; 田中[1987: 258]はMahāsthāmaprāptaに མཐུ་ཆེན་ という Tib.をあてる. 
49 Mvy 646; 田中[1987: 257]; Radloff [1930: 197]はUig.の音写に基づいて*Jñānagarbhaと還梵する．Chi3 423c21
は「慈氏」とする． 
50 Nobel [1958: 165]; この菩薩の名称は『十地経』の第九地 Sādhumati（善慧）の名称と同一である． 
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2.5 陀羅尼読誦の功徳 

[D203a4–b3; L296a3–b5; N287a5–b7; P211a3–b2; S175b6–76b1; S2246b1–247a2; Ul171a1–b2; 

Ul2237a7–b7] 
དེ་དག་ལ་ཕག་འཚལ་51ནས་གཟུངས་འདི་གདོན་པར་52བྱའོ།། 
།།ན་མ་ོ53རཏྣ་ཏྲ་ཡཱ་ཡ། ཏདྱཐཱ54། ཀུ་ཊི་ཀུ་ཊི་ནི་ཨི་མི་རི་ཏོ། ཀོཤཎི། ཨི་མི་རི་ཎི55། ཨི་རཱི་སྭཱ་ཧཱ56།། 5 

དེ་ནས་བཅོམ་ལྡན་འདས་ཀིས་བྱང་ཆུབ་སེམས་དཔའ་བདེ་བར་གནས་པ་ 57 ལ་བཀའ་སྩལ་པ།  གཟུངས་
འདི་ནི་ 58 དུས་གསུམ་གི་སངས་རྒྱས་རྣམས་ཀི་ཡུམ་ཡིན་པའི་ཕིར་རིགས་ཀི་བུ་འམ་རིགས་ཀི་བུ་མོ་གང་ལ་ལ་ཞིག་
གིས་ 59 གཟུངས་འདི་འཆང་ཞིང་འཛིན་ན་བསོད་ནམས་ཀི་ཚགོས་ཚད་མེད་དཔག་ཏུ་མེད་པ་དག་ 60 འཕེལ་བར་
འགྱུར་རོ། །གྲངས་མེད་པའི་སངས་རྒྱས་རྣམས་ལ་བཀུར་སི་61དང་། མཆོད་པ་དང་། རིམ་གྲོ་དང་། བསྔགས་པར་
བྱས་པར་འགྱུར་རོ། །སངས་རྒྱས་དེ་རྣམས་ཀིས་ཀང་བླ་ན་མེད་པ་ཡང་དག་པར་རོགས་པའི་བྱང་ཆུབ་ཏུ་ 62 དེ་ལ་10 

ལུང་སོན་པར་འགྱུར་རོ།། 
བདེ་བར་གནས་པ་གང་ཞིག་གཟུངས་སྔགས་འདི་འཆང་བ་དེས་གོས་དང་། བསོད་སོམས་དང་། རིན་པོ་ཆེ་

དང་། མང་དུ་ཐོས་ཤིང་མཁས་པ་དང་། ནད་མེད་ཅིང་ཚེ་རིང་བ་ལ་སོགས་པ་ཡིད་བཞིན་དུ་འཐོབ་སེ། བསོད་
ནམས་ཤིན་ཏུ་མང་དུ་འཕེལ་ལོ། །ཅི་དང་ཅི་འདོད་པ་དེ་དང་ད་ེ63ཐམས་ཅད་གྲུབ་པར་64འགྱུར་རོ།། 

བདེ་བར་གནས་65སྔགས་འདི་འཆང་ཞིང་འཛིན་ན། བླ་ན་མེད་པ་ཡང་དག་པར་རོགས་པའི་བྱང་ཆུབ་མ་15 

ཐོབ་ཀི་བར་དུ་རྟག་པར་བྱང་ཆུབ་སེམས་དཔའ་གསེར་གི་གྲོང་ཁེར་རི་བོ་དང་། བྱང་ཆུབ་སེམས་དཔའ་བྱམས་པ་
དང་། བྱང་ཆུབ་སེམས་དཔའ་རྒྱ་མཚོ་དང་། བྱང་ཆུབ་སེམས་དཔའ་ཀུན་ཏུ་སྤྱན་རས་གཟིགས་དབང་ཕྱུག་དང་། 
བྱང་ཆུབ་སེམས་དཔའ་འཇམ་དཔལ་དང་། བྱང་ཆུབ་སེམས་དཔའ་པིང་ག་ལ་ཆེན་པོ་ལ་སོགས་པ་དང་། ལན་
ཅིག་66ཏུ་གནས་ཏ།ེ བྱང་ཆུབ་སེམས་དཔའ་དེ་རྣམས་67ཀིས་སྲུང་བར་68བྱེད་དོ།། 
                                                   
51 ཕག་འཚལ་ DPS1S2Ul1Ul2; ཕག་འཙལ་ L; ཕག་འཚལ་ོ N. 
52 འད་ིགདོན་པར་ DLNS1Ul1Ul2; འདི་འདོན་པར་ S2; འདི་ན་ིའདོན་པར་ P. 
53 ན་མོ་ DLNS1S2Ul1Ul2; ན་མ་ོདང་ P. 
54 ཏདྱཐཱ PLNS1S2Ul1Ul2; ཏྱདཐཱ D. 
55 ཨི་མ་ིརི་ཎ ིDPLNS2Ul2; ཨི་མི་རི་ན ིS1Ul1. 
56 ཨི་རཱ་ིསྭཱ་ཧཱ DPNS2Ul2; ཨི་རིའི་སྭཱ་ཧཱ S1Ul1; ཨི་རི་སྭཱ་ཧཱ L. 
57 གནས་པ་ DLNS2Ul1Ul2; གནས་ PS1. 
58 ནི་ DLPS1S2; ན་ NUl1Ul2. 
59 ཞིག་གིས་ DLNPS2Ul2; ཞིག་ག་ི Ul1; ཞིག་ S1. 
60 མེད་པ་དག་ DLNS1S2Ul1Ul2; མེད་པ་ P. 
61 བཀུར་སི་ DLNPS1S2Ul2; བཀུར་བསི་ Ul1. 
62 བྱང་ཆུབ་ཏུ་ DLNPU1U2S1; བྱང་ཆུབ་ S2. 
63 ཅི་དང་ཅི་འདོད་པ་ད་ེདང་དེ་ P; ཅི་དང་ཅ་ིའདོད་པ་ད་ེདང་ད་ེདག་ DLNS2Ul2; ཅི་དང་ཅི་འདོད་པ་དེ་དག་དང་། དེ་དག་ S1Ul1. 
64 གྲུབ་པར་ NS1S2Ul1Ul2; འགྲུབ་པར་ DPL. 
65 བདེ་བར་གནས་ NS1S2Ul1Ul2; བདེ་བར་གནས་ནས་ DP; བདེ་བར་གནས་པ་ L. 
66 ལན་ཅིག་ LNPS1S2; ལན་གཅིག་ DUl1Ul2. 
67 དེ་རྣམས་ DPS1S2Ul1; རྣམས་ LNUl2. 
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「彼らに頂礼してから次の［真言］陀羅尼を読誦せよ． 

三宝に頂礼あれ．すなわち kuṭikuṭini imirito kośaṇi imiriṇi irī69幸いあれ」． 

その時，世尊は善住菩薩に語られた．「この陀羅尼は三［世］の諸仏の母であるから，凡そどのよ

うな善男子・善女人であれ，この陀羅尼を心に保ちしっかりと理解するならば，無量無数の一群の

福徳が増すことになるだろう．［その善男子・善女人は］無数の仏たちに敬礼し，供養し，身の回り5 

のお世話をして讃えたことになろう．かの仏たちも彼らが無上正等菩提を［得ること］を予言するで

あろう70」． 

「善住よ，この陀羅尼を心に保つ者は衣と施物，宝石，非常に学識があって賢明なる者の性質，

無病，長寿を始めとするものを思いのままに獲得して71，福徳を非常に大きく増大させる．望むもの

を何でもすべて成就させることになろう」． 10 

「善住よ，この陀羅尼を心に保ちしっかりと理解するならば，無上正等菩提を獲得しない間に，

常に金城山菩薩（*Kāñcananagaragiri）72・弥勒菩薩・大海菩薩（*Sāgara）73・観自在菩薩74・文殊菩

薩・大ピンガラ（*Mahāpiṅgala）75菩薩などと一緒に住し，かの菩薩たちによって守られるであろう」． 

3. 実践方法 
[D203b3–204a1; L296b5–297a6; N287b7–288a7; P211b2–7; S176b1–77a1; S2247a2–b1; Ul171b2–15 

72a2; Ul2237b7–238a6] 
བདེ་བར་གནས་པ་76། གཟུངས་77འདི་སྒྲུབ་པའི་ཆོ་ག་ན་ིའདི་ཡིན་པར་ཤེས་པར་78བྱའོ། །ཐོག་མར་བཟླས་

བརོད་ཁི་རྩ་བརྒྱད་ཚང་བར་བཟླས་པས་བསེན་པར་བྱའོ། །དེ་ནས་ཁང་པ་དབེན་པའི་ནང་དུ་དཀིལ་འཁོར་བྱས་
ཏེ། ཚེས་བཅུ་དྲུག་ག་ིཉིན་པར་ཁྲུས་བྱས་ཏེ། གོས་གསར་པ་79གོན་ཏེ་བདུག་པ་80དང་། མེ་ཏོག་དང་།  ཞལ་ཟས་

                                                                                                                                                     
68 སྲུང་བར་ DLNPS1S2Ul2; བསྲུང་བར་ Ul1. 
69 Nobel [1944: 261]は„kuṭikuṭini imirito kośaṇi imiriṇe irī“と転写し，Nobel [1958: 144–145]は„kunte kunte / 
ku-tsa-le-ku-tsa-le / i-tri-mi-tri“，或いは„kun-te / kun-te / ku-na-la-ku- tsa-le-i-tri-mi-tri“と転写する． 
70 སངས་རྒྱས་...འགྱུར་རོ の直訳は「かの仏たちも，無上正等菩提に関して，彼らに予言するだろう」である．関係を表示
する terminativeの用法については Hahn [1996: 123–124]を参照せよ． 
71 མང་དུ་ཐོས་ཤིང་མཁས་པ་ に想定される Skt.は*bahuśrutapaṇḍitatva もしくは*bahuśrutakuśalatva 「非常に学識があっ
て賢明なる者の性質」であろう．kuśalatva の-tva に当たる語が Tib.にはないが，これを「非常に学識があって賢明な
る者」と解釈すると意味不明である．Tib.が意図するのは，「聡明さの獲得」ということであろう． 
72 Nobel [1958: 166]; Radloff [1930: 198]は*Kāñcanagiri と還梵する. 
73 Mong3 100a19; Mong2 263a25; MongDH V, 8a3; Radloff [1930: 198]は Uig.の音写に基づいて*Mahāsamudra と
還梵する．Nobel [1958: 166]も同様に*Mahāsamudraを想定する． 
74 Radloff [1930: 198]は Uig.の音写に基づいて*Āryāvalokiteśvara と還梵する． 
75 Mong3 100a21; Mong2 263a28; MongDH V, 8a5; Nobel [1958: 166]; Radloff [1930: 198]は Uig.の音写に基            
づいて*Mahābingkar(? [sic])と還梵する． 
76 བདེ་བར་གནས་པ་ L; བདེ་བར་གནས་ NPS1S2Ul1Ul2; བདེ་བར་གནས་པས་ D. 
77 གཟུངས་ DLNS1S2Ul1Ul2; གཟུང་ P. 
78 ཤེས་པར་ DP; ཤེས་པར་རིག་པར་ LNS1S2Ul1Ul2. 
79 གོས་གསར་པ་ S1S2; གོས་སར་པ་ DLNPU1U2. 
80 བདུག་པ་ DLPS1S2U1; འདུག་པ་ NUl2. 
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སྣ་ཚོགས་ 81 མང་པོ་ལ་སོགས་པས་མཆོད་པ་བྱ་ཞིང་དཀིལ་འཁརོ་གི་ནང་དུ་ཞུགས་ནས། ཐོག་མར་སྔར་སོས་
པའི་82སངས་རྒྱས་དང་། བྱང་ཆུབ་སེམས་དཔའ་རྣམས་ཀི་83མཚན་ནས་བརོད་དེ།  གུས་པར་84ཕག་འཚལ་ཞིང་
སིག་པ་བཤགས་ནས།  པུས་མོ་85གཡས་པའི་ལ་ང་ས་86ལ་བཙུགས་ཏེ།  སྔགས་དེ་སོང་རྩ་བརྒྱད་ཚང་བར་བཟླས་
སོ87།། 
「善住よ，この陀羅尼を習得する方法は次の通りであると知るべきである．まず始めに低唱し，一5 

万八回余すところなく低唱して勤行をなすべきである．次に人気のない家の中にマンダラを造り，

十六日の昼に沐浴をなして，新しい衣を着て，焼香と花と様々な施食をはじめとするものを用いて

供養をなし，マンダラの中に入ってから，そこで，まず以前に説かれた仏，菩薩たちの名号を唱え，

恭敬し，頂礼し，罪を告白し（懺悔し），右の膝骨を地につけ，かの真言陀羅尼を一千八回きっちり

低唱せよ」． 10 

དེ་ནས་ལུས་བསྲང་ཏེ་88འདུག་ནས། ཅ་ིའདོད་པ་དེ་བསམ་པར་བྱའོ། ད་ེནས་ཉི་མ་ཤར་བར་དཀིལ་འཁོར་
གི་ནང་དུ་ཁ་ཟས་གཙང་མ་ཟ་གཅིག་ཏུ་བཟའ་བར་བྱའོ89 ། །དེ་ནས་ཞག་བཅྭ་ལྔ་ལོན་པ་དང་། གཟོད་90དཀིལ་
འཁོར་དེ་ནས་འབྱུང་བར་91བྱས་ཏེ། མི་དེ་ན་ིབསོད་ནམས་དང་། གཟི་བརིད་ཀི་མཐུ་བསམ་གིས་མི་ཁབ་པ་དང་
ལྡན་ཞིང་། བསམ་པ་ཐམས་ཅད་92ཡོངས་སུ་རོགས་པར་འགྱུར་ར།ོ། 
「それから身体をまっすぐに起こしてから坐り，望むもののことを考えよ．それから太陽が昇る（日15 

の出の）時にマンダラの中で清浄な食物を一回の食事として食べるべきである93．それから十五日

が経過してから，その時点でかのマンダラから出よ．するとその人は福徳と想像できない威光の力

を備えて一切の望みを完全に満たすことになろう」． 

                                                   
81 སྣ་ཚོགས་ S2; སྣ་ DLNPS1U1U2. 
82 སོས་པའི་ DLNPS2U1U2; མསོ་པའི་ S1. 
83 ཀི་ DLNPS1S2Ul2; ཀིས་ Ul1. 
84 གུས་པར་ DLNP; གུས་པས་ S1S2Ul1Ul2 (also correct). 
85 པུས་མོ་ DLNPS1S2Ul1; དཔུས་མོ་ Ul2. 
86 གཡས་པའི་ལ་ང་ས་ DLNS1S2Ul1Ul2; གཡས་པས་ P. 
87 བཟླས་སོ་ DP; བཟླའོ་ LNS1S2Ul1Ul2. 
88 བསྲང་ཏེ་ NPUl1Ul2; བསྲང་སེ་ DLS1; བསྲངས་ཏེ་ S2. 
89 གཅིག་ཏུ་བཟའ་བར་བྱའོ་ LNS1S2Ul; གཅིག་ཏུ་བཟའོ་ D; ཅིག་བཟའ་ོ P. 
90 གཟོད་ DLPS2; བཟོད་ NS1Ul1Ul2. 
91 འབྱུང་བར་ NS1S2Ul1Ul2; བྱུང་བར་ DL; ཅུང་ཟད་ P. 
92 བསམ་པ་ཐམས་ཅད་ DLNS1S2Ul1Ul2; བསམ་པ་ P. 
93 対応する Chi3 424a14–15 は「日未出時．於道場中．食淨黒食．日唯一食」である．この箇所の解釈は難しいが，
それ対する Nobel [1958]と Radloff [1930]の解釈は次の通りである．Nobel [1958: 166–167]は„... (soll) man ... am 
Tage nur einmal essen“（「その日に一回だけ食べるべきである」）．Radloff [1930: 198]は„... an jedem Tage einmal 
essend ...“ （「毎日一回食べて」）とする．またMong2は"tendeče naran urγuγ-a edüküy-e maṇḍal-un dotur-a ariγun 
idegen-i nigen-te ideǰü"（「太陽が昇る頃にマンダラの中で清浄な食べ物を一回食べて」）となっている．モンゴル語
のニュアンスから考察すると「太陽が昇る頃」と言えば「毎日の太陽が昇る頃」と解釈しなくても意味が通じる．そこで，

当該箇所は「太陽が昇る時にマンダラの中で清浄な食物を一回の食事として食べるべきである」と訳す．関係を表

示する terminativeの用法については Hahn [1996: 124–125]を参照せよ． 
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གལ་ཏེ་བསམ་པ་མ་གྲུབ་ན་ཡང་དཀིལ་འཁོར་དེར་ཞུགས་ན94། བསམ་པ་ཡོངས་སུ་རོགས་པར་འགྱུར་བས།  
དེ་ཕིན་ཅད་95ཀང་རྟག་ཏུ་96རེས་སུ་དན་པར་བྱའོ97།། 
「もし，望みが成就しないならば，再びそのマンダラの中に入れば，望みを満たせるであろうから，

それからも常に［陀羅尼を］想念すべきである」98． 

གསེར་འོད་དམ་པ་མདོ་སེའ་ིདབང་པོའི་རྒྱལ་པོ་ལས་གསེར་ཅན་ཞེས་བྱ་བའི་གཟུངས་ཏེ་ལེའུ་བརྒྱད་པའོ།། 5 

『金光明最勝という経典の王』のうちの「金勝」という陀羅尼に関する第八章 〔了〕． 

                                                   
94 ན་ DLP; ནས NS1S2Ul1Ul2. 
95 ཅད་ DP; ཆད་ LNS1S2Ul1Ul2 (also correct). 
96 རྟག་ཏུ་ DP; རྟག་པར་ LNS1S2Ul1Ul2 (also correct). 
97 བྱའོ DLNS1S2Ul1Ul2; འགྱུར་རོ P. 
98 対応する Chi3 424a17–18 は「若不遂意重入道場．既稱心已常持莫忘」である．しかし བསམ་པ་ཡོངས་སུ་རོགས་པར་
འགྱུར་བས་ にあたる部分がない．この箇所の解釈は難しいが，対応する Mong.，Uig.はそれぞれ次の通りである．
Mong2 263a18–21 は"ker-be sedkigsen sedkil ese bütübesü-ber tere maṇḍal-dur orubasu sedkil sayitur tegüskü-yin 
tulada, tegün-eče qoyinaγsida-ber nasuda daγan duradqui boluyu"（「もし，望むものが成就しないならば，そのマンダ
ラの中に入ることによって望むものが成就するので，その後も常に［その陀羅尼を］想念すべきであろう」）となってい

る．Uig.は„Wenn ihr Wunsch befriedigt ist, so müssen sie darauf diese Dhāraṇī-Formel nicht vergessen, sondern 
immer (im Gedächtnisse) behalten“（Radloff [1930: 198]）（「もし自分の願いが充足されているなら，この陀羅尼の文
句を忘れることなく，常に[記憶の中に]保持しなければならない」）となっている．以上に照らし，བསམ་པ་ཡོངས་སུ་
རོགས་པར་འགྱུར་བས་ は(「望むものを成就させるであろうから」)と解釈すべきであろう．動詞語幹に付されて，当該の動

詞の行為が後続する並列された動詞の行為の原因であることを表示する具格助辞の用法については Hahn [1996: 
133]を参照せよ． 
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